
 

 

 

 

重信川水系河川整備計画【素案】に係る 

「ご意見・ご質問」について 

 

 

 

 

 

 

平成 20 年 1 月 31 日 

 

国土交通省四国地方整備局 

資料－１ 



 

１．ご意見のとりまとめ（概要） 

 

重信川水系においては、平成１８年４月２４日に河川法に基づく「重信川水系河

川整備基本方針」が策定されました。これを受け、国土交通省四国地方整備局では、

概ね３０年程度の具体的な河川整備の内容を示す「重信川水系河川整備計画」（以下

『整備計画』という。）の策定に向けての検討を進めています。 

 

まず、『整備計画』の策定に向けて、流域の皆様の様々なご意見をお聴きするため

に、平成１９年１０月２９日に「重信川水系河川整備計画【素案】」（以下、【素案】

という）を発表いたしました。 

 

この【素案】に対して多くの皆さまからのご意見を頂くため、平成１９年１１月

１５日から同１２月１２日までに、「重信川流域学識者会議」、「重信川流域市町長の

意見を聴く会」、「重信川流域住民の意見を聴く会」を計４回開催しました。 

また、これらの会に参加できない流域住民の方々のご意見をいただくため、平成

１９年１０月３０日から同１２月７日まで、ハガキやメール等によるご意見の募集

（パブリックコメント）を行いました。 

 

これら様々な機会を通じて数多くのご意見を頂き、誠に有難うございました。 

 

【素案】に対して頂きましたご意見の総括は、表－１のとおりです。 

 

また、各会場の議事要旨については、重信川水系河川整備計画のホームページ

（http://www.skr.mlit.go.jp/matsuyam/river/seibikeikaku/）に掲載しています。 

その際、流域住民の方々の氏名等の個人情報については、公表を差し控えさせて

いただいております。 
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表―１ ご意見・ご質問 総括について 

①-1 各会場でのご意見発言者数 

 意見数 発言者数
参加者 

（傍聴者）

◆ 重信川流域学識者会議 

日時 平成 19 年 11 月 15 日（木）
 

場所 リジェール松山 

２５件 10 人 
10 名 

(20 名)

◆ 重信川流域住民の意見を聴く会 

日時 平成 19 年 11 月 24 日（土）
第二会場 

場所 東温市中央公民館 

９件 4 人 11 名 

日時 平成 19 年 11 月 26 日（月）
第一会場 

場所 松山市民会館 
１４件 5 人 20 名 

◆ 重信川流域市町長の意見を聴く会 

日時 平成 19 年 12 月 12 日（水）
 

場所 松山市総合ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ 

２７件 5 人 
5 名 

 (10 名)

 

①-2 パブリックコメントによるご意見数 

提出方法 意見提出者数 意見数 

郵送等 43 通 ６６件 

ＦＡＸ、メール 1 通 ２件 

意見記入用紙、その他 9 通 ２１件 

 通 件 

合 計   53 通 ８９件 

 

②意見分類による意見数 

分  類 意見数 

◆ 素案に関係する意見 １５６件 

河川整備計画全般 １０件 

洪水高潮等による災害の発生の防止または軽減 ４８件 

河川水の適正な利用及び流水の正常な機能の維持 ４１件 

河川環境の整備と保全 ４９件 

維持・管理 ８件 

◆ 素案以外の意見（その他） ８件 

計 １６４件 
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２．ご意見への対応  

 

２．１ ご意見の整理 

ご意見の整理にあたっては、議事録やパブリックコメントでいただいた文章の中

で、同一内容に係るご意見又はご質問とその理由を要約し、一つの「意見及び質問」

と定義しました。 

 

２．２ ご意見のとりまとめ 

２．１のご意見について、河川管理者の判断により、同様のご意見と思われるも

のを発言順に並べさせていただきました。 また、同様のご意見と判断したものにつ

いて、「意見要旨」を作成し、河川整備計画素案に記載されている順に「テーマ」を

作成しました。 

 

２．３ 四国地方整備局の考え方 

２．２で作成したテーマ毎に、四国地方整備局の考え方をお示しし、できる限り

河川整備計画素案に反映し、反映できないご意見については、理由を付して公表い

たします。 

また、理由や根拠となるデータについても、できる限り公表いたします。 

 

２．４ 考え方に対応した【素案】内容 

皆様から頂いたご意見について、反映できるものについては、どのように【素案】

を修正するのかをアンダーラインや見え消し等で示しました。 また、頂いたご意見

で、【素案】に記載されているものについては、【素案】の該当箇所を記載させてい

ただきました。 

なお、今回のご意見のとりまとめにおいて、頂いたご意見の趣旨が異なっている

場合は、申し訳ございませんが、再度ご意見をお寄せ下さい。 
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３．主な意見・質問への対応 

 

河川整備計画【修正素案】の主な変更点 

 

①局所的な深堀れ対策 

治水―５ 局所的な深堀れ対策について 

・深掘れ対策など河床管理面から、長期的な河床変動の状況と、上流域からの

土砂供給量も関係するので治山の状況にもふれて欲しい。 

・深掘れ対策として、護岸、根固工も良いが、水制の機能も見直されているの

で検討されてはどうか。 

・その他、同様な意見５件 

［回答］ 

ご指摘のとおり、重信川で最も課題とする事項と認識しています。 

治水の現状と課題において、コラムで重信川の河床変動の状況と上流域の砂防

事業の状況について追加記載します。 

また、局所的な深掘れ対策は、現場の状況等に応じて護岸工、根固工、河川敷

造成工および水制工など適切な工法を組み合わせて実施することを追加記載しま

す。 

さらに、局所的な深掘れについては、「５．今後に向けて、５－４．河川整備の

調査研究」において、今後さらに研究すると記述していますが、流域全体の土砂

動態に関する研究や、水制など過去の歴史的な工法、あるいはその経過や効果も

含めて、今後さらに研究することを追記します。 

 

【修正結果】 修正素案 P.26-1 

≪コラム≫ 重信川の河床高の経年変化 

  昭和 34 年から昭和 42 年かけては砥部川合流点上流において、大きな河床低下

が見られる。これは、当期間中における土砂採取量が、全川において約 120 万 m3

に対し、当該区間でその約８割にあたる約 95 万 m3 の土砂採取が行われていたこ

とが、影響していたものと思われる。 

  また、重信川本川上流域では、昭和 23 年から国による砂防事業に着手しており、

平成 18 年度末現在、砂防堰堤 83 基、床固工・渓流保全工 18 基の砂防施設が完成

している。これらの砂防施設などの建設が河床変動に与えた影響については定量

的な評価が難しいところである。 

  砂利採取規制後の昭和 42 年から平成 3 年にかけては、砥部川合流点上流の土砂

が下流に流出したと考えられ、砥部川合流点上流でゆるやかな河床低下、下流で

ゆるやかに河床堆積したものと思われる。 

近年は大きな変動はなく、安定傾向にある。 
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【修正結果】 修正素案 P.93（上から 7 行目より) 

またなお、その他の対策必要区間においても、局所的な深掘れの発生状況を注

視しつつ、必要な状況になれば緊急的に対策を実施する。なお、局所的な深掘れ

対策は、現場の状況等に応じて護岸工、根固工、河川敷造成工および水制工など

適切な工法を組み合わせて実施する。さらにまた、堤防法面における侵食対策に

ついても、必要に応じて対策を実施する。 

 

【修正結果】 修正素案 P.127（上から 4 行目より) 

このような背景のもと、重信川では、流域全体の土砂動態などの研究に加え、

水制工などの歴史的工法の効果を含めた局所的な深掘れなどの研究や、河川流量

と伏流水、瀬切れとの関係性などの水循環に関する研究は、今後もさらに進める

必要がある。 

また土砂の移動や堆積と河川やその周辺の動植物の生息、生育環境の関係など

については、調査、研究の成果を事業計画に反映するための科学的な知見が十分

にあるとは言えない。そこで、このような項目について、今後も、教育、研究機

関と連携し、調査、研究を進める必要がある。 

 

 

②河道の維持管理 

治水―８ 洪水を安全に流下させるための対策 

・重信川沿いに住んでいる人達から、河床が上がっているんじゃないかという

指摘を受けている。私もそういう心配はないという話はするが、またいろんな

機会で国のほうも住民の皆さんにそれを PR していただければと思う。 

［回答］ 

  河床の変動状況を、川幅方向の平均的な河床高変動量で、河口から上流まで経

年的に比較してみると、河床高上昇量(堆積量)は最大でも 50 センチ以下です。ま

た、河床低下もあるので、この 10 年で見ますとほぼ安定していると考えておりま

す。 

次に、川幅方向の変化を見ると、近年、河道内に樹木や草本が繁茂しており、

河口から石手川合流点ではそれらが土砂を堆積させ、砂州高を上昇させる一方で、

その対岸の低水路部の河床を低下させるという二極化現象が進行しています。こ

の二極化現象に見られるように、中州高の上昇を見られて、河床が上がっている

とおっしゃっているのかもしれません。 

一つ目の、河床高の経年変化状況については、「2-1-3 治水の現状と課題」の中

に「≪コラム≫重信川の河床高の経年変化」を新たに設けて状況を追記しました。 

 

【修正結果】 修正素案 P.26-1 

≪コラム≫重信川の河床高の経年変化 
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昭和 34 年から昭和 42 年かけては砥部川合流点上流において、大きな河床低下

が見られる。これは、当期間中における土砂採取量が、全川において約 120 万 m3

に対し、当該区間でその約８割にあたる約 95 万 m3 の土砂採取が行われていたこ

とが、影響していたものと思われる。 

  また、重信川本川上流域では、昭和 23 年から国による砂防事業に着手しており、

平成 18 年度末現在、砂防堰堤 83 基、床固工・渓流保全工 18 基の砂防施設が完成

している。これらの砂防施設などの建設が河床変動に与えた影響については定量

的な評価が難しいところである。 

  砂利採取規制後の昭和 42 年から平成 3 年にかけては、砥部川合流点上流の土砂

が下流に流出したと考えられ、砥部川合流点上流でゆるやかな河床低下、下流で

ゆるやかに河床堆積したものと思われる。 

近年は大きな変動はなく、安定傾向にある。 

 

 

③動植物の生息、生育状況 

環境―１ 動植物の生息、生育状況について 

・貴重種の保全は当然大切だが、その地域の自然環境を把握する上でどれくら

いの種が確認されさているか記述して欲しい。 

［回答］ 

  「河川水辺の国勢調査等」(国土交通省)の過去のデータを環境区分毎にとりま

とめた上で、「2-3 河川環境の現状と課題」においては 2007 年 9 月時点までのレ

ッドリスト等に該当する重要種を再整理するとともに、今回は確認種についても

追記しました。 

「2-3 河川環境の現状と課題 (1)動植物の生息、生育状況」は、環境区分毎

に確認種、重要種及び外来種について整理しております。なお、国土交通省以外

の調査（文献調査）についても整理しましたが、区分毎の生息状況が確認できな

い資料があるため、今回は国土交通省で実施した現地調査において確認された種

を対象として整理しております。 

 

【修正結果】 修正素案 P.57（上から 24 行目より) 

1)重信川上流域(国管理区間上流端より上流) 

過去の環境調査では、魚類 16 種、底生動物 166 種、両生類 8 種、は虫類 8 種、

ほ乳類 16 種、鳥類 105 種、陸上昆虫類 2083 種、植物 648 種が確認されており、

このうち環境省、愛媛県、松山市注）のレッドデータブック等に記載されている

重要種はのうち、魚類 5 4 種、底生動物 7 種、両生類 5 4 種、は虫類 4 種、ほ乳

類 7 4 種、鳥類 17 13 種、陸上昆虫類 18 14 種、植物 19 17 種が確認されている。 

また、日本の外来種リスト（2004/5/14 日本生態学会）、外来生物法（2004/6/2  

交付）に記載されている外来種は、魚類 1 種、底生動物 1 種、ほ乳類 2 種、鳥類

2 種、陸上昆虫類 16 種、植物 55 種が確認されている。 
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【修正結果】 修正素案 P.59（再整理を実施） 

表-2.3.1(1) 上流域で確認されている重要種 

 

【修正結果】 修正素案 P.61（上から 5 行目より) 

2)重信川中流域（石手川合流点～国管理区間上流端） 

  過去の河川水辺の国勢調査では、魚類 23 種、底生動物 173 種、両生類 7 種、は

虫類 10 種、ほ乳類 12 種、鳥類 96 種、陸上昆虫類 1054 種、植物 497 種が確認さ

れており、このうち環境省、愛媛県、松山市のレッドデータブック等に記載され

ている重要種はのうち、魚類 7 6 種、底生動物 12 4 種、両生類 3 種、は虫類 5 1

種、ほ乳類 3 1 種、鳥類 12 種、陸上昆虫類 14 13 種、植物 15 14 種が確認されて

いる。 

  また、日本の外来種リスト、外来生物法に記載されている外来種は、魚類 2 種、

底生動物 4 種、両生類 1 種、は虫類 3 種、ほ乳類 4 種、鳥類 3 種、陸上昆虫類 17

種、植物 122 種が確認されている。 

 

【修正結果】 修正素案 P.62（再整理を実施） 

表-2.3.1(2) 中流域で確認されている重要種 

 

【修正結果】 修正素案 P.63（上から 30 行目より) 

3)重信川下流域（河口～石手川合流点） 

  過去の河川水辺の国勢調査では、魚類 62 種、底生動物 119 種、両生類 6 種、は

虫類 9 種、ほ乳類 13 種、鳥類 121 種、陸上昆虫類 909 種、植物 330 種が確認され

ており、このうち環境省、愛媛県、松山市のレッドデータブック等に記載されて

いる重要種はのうち、魚類 15 13 種、底生動物 17 11 種、両生類 2 種、は虫類 3

種、ほ乳類 4 2 種、鳥類 19 種、陸上昆虫類 8 5 種、植物 15 12 種が確認されてい

る。 

  また、日本の外来種リスト、外来生物法に記載されている外来種は、魚類 2 種、

底生動物 4 種、両生類 1 種、は虫類 3 種、ほ乳類 5 種、鳥類 2 種、陸上昆虫類 19

種、植物 88 種が確認されている。 

 

【修正結果】 修正素案 P.65（再整理を実施） 

表-2.3.1(3) 下流域で確認されている重要種 

 

【修正結果】 修正素案 P.66（上から 7 行目より) 

4)石手川（国管理区間）、石手川ダム 

過去の河川水辺の国勢調査では、鳥類 56 種、陸上昆虫類 623 種、植物 321 種が

確認されており、このうち環境省、愛媛県、松山市のレッドデータブック等に記
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載されている重要種はのうち、鳥類 4 2 種、陸上昆虫類 5 4 種、植物 6 5 種が確

認されている。 

また、日本の外来種リスト、外来生物法に記載されている外来種は、鳥類 1 種、

陸上昆虫類 14 種、植物 95 種が確認されている。 

 

【修正結果】 修正素案 P.66（上から 19 行目より) 

4)石手川（国管理区間）、石手川ダム 

過去の河川水辺の国勢調査では、魚類 18 種、底生動物 193 種、両生類 11 種、

は虫類 12 種、ほ乳類 17 種、鳥類 98 種、陸上昆虫類 1250 種、植物 820 種が確認

されており、このうち環境省、愛媛県、松山市のレッドデータブック等に記載さ

れている重要種はのうち、魚類 2 種、底生動物 8 4 種、両生類 6 3 種、は虫類 6 3

種、ほ乳類 8 3 種、鳥類 20 10 種、陸上昆虫類 9 7 種、植物 20 18 種が確認され

ている。 

また、日本の外来種リスト、外来生物法に記載されている外来種は、魚類 3 種、

底生動物 1 種、両生類 1 種、は虫類 2 種、ほ乳類 2 種、鳥類 2 種、陸上昆虫類 10

種、植物 102 種が確認されている。 

 

【修正結果】 修正素案 P.67（再整理を実施） 

表-2.3.1(4) 石手川で確認されている重要種 

 

【修正結果】 修正素案 P.68（再整理を実施） 

表-2.3.1(5) 石手川ダム湖及び周辺で確認されている重要種 

 

 

④動植物の生息、生育状況 

環境―１ 動植物の生息、生育状況について 

・平成 18 年度の石手川ダム湖の水辺国勢調査で、オシドリをハンティングす

るオオタカが確認されている。ぜひこれを入れていただければと思う。オオタ

カは良好な自然環境の指標として石手川の自然度の価値を上げるものと思う。

［回答］ 

  「平成 18 年度水辺の国勢調査」においてオオタカを確認しており、「2-3 河川

環境の現状と課題」の「(1)動植物の生息、生育状況」の「4)石手川（国管理区間）、

石手川ダム」において、この調査結果を追記しました。 

 

【修正結果】 修正素案 P.66（上から 14 行目より) 

ダム湖周辺では、シュレーゲルアオガエルやタゴガエル等の両生類、カナヘビ

等のは虫類、タヌキ等のほ乳類、オオタカ等の鳥類、ミヤマカワトンボやハルゼ

ミ等の昆虫類、タコノアシやエビネやカワラハンノキ等の植物が確認されている。 
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【修正結果】 修正素案 P.68（再整理を実施） 

表-2.3.1(5) 石手川ダム湖及び周辺で確認されている重要種 

 

 

⑤河川環境の整備と保全 

環境―２ 動植物の生息、生育環境の保全、再生について 

・外来生物が問題となっているが、重信川流域ではミシシッピアカミミガメが

目立つようになってきている。このカメは大型で攻撃性が強く悪化した環境に

も耐性が強いために在来種であるクサガメとかイシガメへの影響が懸念され

ている。したがって、これらについてどこかに明記していただければと思いま

す。 

 ミシシッピアカミミガメは要注意外来生物。外来生物法の規制対象にはなら

ないが、環境への影響がいろいろ考えられるので、飼育者、販売者に適切な取

扱の理解と協力を求める必要があると思う。 

・RDB のことはわかったが、河川に外来種が多く入っている。外来種の対策は

どうなっているのか。 

［回答］ 

  外来生物対策としては、従来より国土交通省も「河川における外来種対策の考

え方とその事例―主な侵略的外来種の影響と対策―」をとりまとめ、各河川での

対策に活用しています。本整備計画でもその重要性に鑑み、「4-1-2 河川環境の整

備と保全に関する事項、(4)その他の環境整備事業、2)河川工事の実施における配

慮等、①局所的な深掘れ対策、浸食対策」、「4-2-3 河川環境の整備と保全に関す

る事項(1)河川環境の保全、維持管理」において、必要に応じて関係機関等と連携

しながら周辺住民に外来種の取り扱いに関する情報提供を努めるとともに、工事

等においては在来種による緑化に努めることを追記します。 

 

【修正結果】 修正素案 P.110～111（上から 5 行目より) 

 ①局所的な深掘れ対策、浸食対策 

なお、新たに設置する低水護岸は、多自然川づくりの理念に基づき、在来種に

よる緑化等、生物の生息・の場となるような環境が形成されるよう配慮する。 

  堤防の質的強化対策として実施する河川敷造成の整備にあたっては、在来種に

よる緑化等、生物の生息・の場となるような環境が形成されるよう配慮する。 

 

【修正結果】 修正素案 P.123（上から 9 行目より) 

一方、重信川では外来種が侵入し、在来種の生息、生育域の減少、生息環境の

悪化、による生物多様性の減少が懸念されているため、必要に応じて関係機関と

連携しながら周辺住民に外来種の取り扱いに関する情報提供に努めるとともに、
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工事等においては在来種による緑化や、堤防除草実施時において可能な範囲で外

来植物の除去を行うなど適切な維持管理により、外来種の分布拡大を抑制し、在

来種の生息環境の保全に努める。 

なお、河川環境の保全、維持管理のため、河川環境に関する継続的なモニタリ

ングを行い、河川環境の変化のを把握するとともに、必要に応じて地域住民への

情報提供に努める。 

松原泉及び広瀬霞など自然再生事業の実施箇所している松原泉及び広瀬霞では、

地域住民や関係機関、ＮＰＯ等の協力を得て維持管理を行っていく。 

 

 

⑥河川整備の基本理念 

全般―２ 河川整備の基本理念について 

・河川整備の基本理念３項目は良い理念であるが、３項目めの「重信川を媒体

とした自然と人、人と人がふれあう交流と学習の場の形成」に関する記述内容

が全体的に乏しい感がある。重信川では既に様々な環境学習などの実績がある

のでもう少し書き加えて頂きたいと思う。 

［回答］ 

基本理念の 3 項目めに関連しては、素案の「2-3 河川環境の現状と課題、(3) 河

川空間の利用」、「3-6 河川環境の整備と保全に関する目標、(3) 河川空間の利用

の目標」、「4-1-2 河川環境の整備と保全に関する事項、(3) 河川空間の利用と整

備」、「4-2-3 河川環境の整備と保全に関する事項、(3) 地域と一体となった河川

管理」に示しています。 

今後さらに、「川に親しむ取り組み」として、身近な自然である重信川の自然体

験活動などを通じた環境教育への積極的な支援を行います。また、「川に学ぶ取り

組み」として、重信川の歴史、文化、環境等を学び伝える取り組みを積極的に実

施します。 

なお、「4-2-3 河川環境の整備と保全に関する事項、(3) 地域と一体となった河

川管理」において、コラムで「重信川の自然をはぐくむ会」の活動紹介を追記す

るとともに、「 2)川に親しむ取り組み」に加えて、新たに「 3)川に学ぶ取組み」

を追記しました。 

さらに、「5.今後に向けて 5-2 河川情報の発信と共有」において、重信川の歴

史を次世代に伝える取組みを追記します。 

 

【修正結果】修正素案 P.125-1 

 ≪コラム≫ 重信川の自然をはぐくむ会の活動 

重信川の自然環境を保全、再生するため、行政と地域の大学と自然関係の取り

組みを行っている団体等が一つとなり、「重信川の自然をはぐくむ会」を設立。

①重信川を軸とした水と緑のネットワークの形成、②重信川を媒体とした人と自
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然、人と人がふれあう交流と学習の場の形成の２つを大きな柱にして活動を展開

している。 

○地域住民との協働による事業実施 

自然再生事業にあたって、地元の住民、学校等とパートナーシップを構築し、

計画段階から設計、施工、維持管理の段階まで、地域住民や学校等の参画協力を

得て協働による事業実施の取り組み。 

○環境学習への支援・啓発活動等 

重信川の魅力を多くの人に体験してもらうこと、伝えることを目的とした活動

を展開。 

○図：はぐくむ会を中核としたパートナーシップの構築 

○写真：重信川まるごと体験学生作品展・発表会の開催       

○写真：愛媛県内の大学生グループからなる「エコリーダー」などを中心に、

小中学校の環境学習への支援 

○写真：計画への参画 ○写真：維持管理への参画 ○写真：施工への参画 

 

【修正結果】 修正素案 P.125 

 3) 川に学ぶ取り組み 

重信川の治水、利水、環境、歴史、文化などを学ぶ取り組みを積極的に展開し、

将来を担う子供たちや地域住民の重信川に対する関心を高め、地域社会や自然と

の関わりに関しての知識、理解を深める様々な活動を行う。 

また、教育機関と連携して、総合学習の時間等を利用し、重信川に対する理解

を深める機会の創出と充実を図る。 

 

【修正結果】 修正素案 P.127（上から 4 行目より) 

また、約 400 年前から始められた、流路の付け替え、築堤や、水制、霞堤など

の重信川の治水の歴史とその意義は、今後地域住民の人命と財産を守るにあたり

重要であるため、この歴史を次世代に伝える方法を検討する。 

 

 

⑦河川環境の整備と保全 

環境―４ 河川空間の利用と整備について 

・高齢者が安全に川を楽しめる配慮が必要。子供から高齢者までが親しめる川

づくりをすればもっと川への愛着心が高まると思う。 

・老人も楽しめるものは必要と感じる、検討して下さい 

・最近、流域住民の河川離れが進んでいると思う。もっと身近な川となっても

らいたい。松原泉やいも炊きなど、子供から年寄りまでが川で遊べる環境や常

日頃から何気なしに河に親しめるような状況を醸し出してもらいたい。 

・松原泉にも坊ちゃんスタジアムのところも子供が寄ってきていないと感じて

いる。もっと子供が遊べるような場所になって欲しいと思う。 
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［回答］ 

  国土交通省では「福祉の川づくり」として高齢者に配慮した施設整備等を実施

しています。重信川でも、「4-1-2 河川環境の整備と保全に関する事項」の「(3)

河川空間の利用と整備」の項で、地域住民の積極的な河川空間利用の促進に努め

るなかで、子供から高齢者までの様々な地域住民を対象とすることを追記します。 

［回答］ 

普段から川に対する広報や子どもたちへの教育のお手伝いとかできる範囲内で

やらせていただいます。大学などで作られているテキストには重信川をテーマに

したものもあります。そういった勉強と共に、普段から親子連れで川に行って川

に親しむ、というのは非常に大切なことだと思っています。そういった一環で、

松原泉とか広瀬霞、あるいは開発霞とか色々な川に近い施設がありますが、川離

れというところを念頭に置きながら川に親しめる事業を進めていきたいと考えて

います。 

［回答］ 

松原泉の整備はまだ始まったばかりで、10 年、20 年後の先の状況を考えながら

計画をしています。地元や NPO の方々、あるいは子どもたちにも参加していただ

いて生物の調査も実施しており、環境の変化を子供たちと一緒に勉強しながら、

松山市全体が松原泉に行って勉強していただくことを希望しながら、管理を始め

たところです。 

 

【修正結果】 修正素案 P.109 

(3)河川空間の利用と整備 

地域の自然環境、景観を活用し、子供から高齢者までの様々な地域住民のが川

に親しみ、積極的な自然体験活動や環境学習などの河川空間利用を促進するため

の河川整備に努める。 

1) 重信川中流域（石手川合流点～国管理区間上流端） 

①河川空間の適正な利用促進を図る場の整備 

松山市近郊に位置し、河川敷にはスポーツ広場や公園、ゴルフ場などとして、

またいもたきなどのレクリエーション活動の場として多く子供から高齢者までの

人々に利用されている。そのため、地元自治体や地域住民、関係機関と連携、調

整を図りつつ、適正な河川利用を推進する。 
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⑧河川環境の整備と保全 

環境―６ 川に親しみ、川に学ぶ取り組みについて 

・霞堤というのは、人間の知恵が発揮された文化財と考えるので、その歴史を

しっかりと残しておくべきである。川と人間のかかわりの歴史を残し伝えるこ

とも大切。 

・川に人間がどうかかわってきたか、川についてもっと知ってもらう必要があ

る。水を知るという意味での知水を取り込んだ計画として欲しい。 

・ワンドとか霞とかを大事にしないと、川と人間のつき合いの場、あるいは教

育の場というのが失われるのではないかと思う。 

・重信川はあまり市民生活になじまれていないように感じる。もっとこれをど

う活かすかということが必要であるが水がないだけに難しい。 

・流域全体の観点からみた水の動きと、人間と水が触れることができる場所

（泉、霞、河口、上流部など）、その中で河川の役割といったところを少しふ

れて頂きたい。（河川管理者の管轄外にも少し踏み込んで欲しい。） 

 ・堤防の安全性などの話だけだと疎遠な感じがするので、もう少し重信川が身

近に感じるようにして欲しい。 

 ・その他、同様な意見４件 

［回答］ 

  今後さらに、「川に親しむ取り組み」として、身近な自然である重信川の自然体

験活動などを通じた環境教育への積極的な支援を行います。 

また、ご指摘のように、重信川の歴史、文化、環境等から学ぶものが多いと考

え、「4-2-3 河川環境の整備と保全に関する事項」において、「3) 川に学ぶ取組み」

を追記して、重信川の歴史・文化・環境等を学び伝える取り組みを積極的に実施

します。 

さらに、今後に向けた活動として、「5-2 河川情報の発信と共有」では、重信

川の歴史等を次世代に伝える方法の検討の取り組みを追記しました。 

また、流域の水、土砂等の循環機構に係わる科学的知見を関係機関と連携して、

調査・研究を行っていきます。 

 

【修正結果】 修正素案 P.125 

3) 川に学ぶ取り組み 

重信川の治水、利水、環境、歴史、文化などを学ぶ取り組みを積極的に展開し、

将来を担う子供たちや地域住民の重信川に対する関心を高め、地域社会や自然と

の関わりに関しての知識、理解を深める様々な活動を行う。 

また、教育機関と連携して、総合学習の時間等を利用し、重信川に対する理解

を深める機会の創出と充実を図る。 
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【修正結果】 修正素案 P.127（上から 1 行目より) 

5-2 河川情報の発信と共有 

治水、利水に関わる情報、自然環境や河川利用状況に関わる情報等を迅速かつ

正確に収集、整理し、効率的に発信するとともに、関係機関や地域住民と重信川

流域に関する情報を共有できるような施設整備、体制づくりを進める。 

また、約 400 年前から始められた、流路の付け替え、築堤や、水制、霞堤など

の重信川の治水の歴史とその意義は、今後地域住民の人命と財産を守るにあたり

重要であるため、この歴史を次世代に伝える方法を検討する。 

 

 

⑨河川工事における配慮 

環境―７ 河川工事の実施における配慮等 

・今までやられたところと今後やられる多自然型の工法は、どういう工法、ど

ういう箇所でやられるのでしょうか。 

・井門霞堤の締切においては、霞堤の特徴や自然環境の保全にも配慮をお願い

したい。 

［回答］ 

  重信川の全ての河川整備は、「多自然川づくり」の理念に基づき実施する旨を

「4-1-2 河川環境の整備と保全に関する事項、(4)その他の環境整備事業、2)河

川工事の実施における配慮等」に追記しました。 

 

【修正結果】修正素案 P.111（上から３行目より) 

②多自然川づくり 

 「多自然川づくり」とは、河川全体の自然の営みを視野に入れ、地域の暮らし

や歴史・文化との調和にも配慮し、河川が本来有している生物の生息・生育・繁

殖環境及び多様な河川景観を保全・創出するために、河川管理を行うことをいう。 

 重信川における調査、設計、施工、維持管理等は、多自然川づくりにより自然

環境、景観、歴史、文化等の観点から重信川らしさができる限り、保全・創出さ

れるよう努める。 

 

 

⑩森林整備 

治水―１ 治水全般について 

・荒れた山では保水能力が劣り、洪水を起こす原因ともなるので、山を大切に

して欲しいと考える。 

・その他、同様な意見１件 

利水―４ 山の保水能力について 

・山の保水力を確保することは、河川を維持するための水量確保にもつながる
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ことから大事な問題だと思う。 

・その他、同様な意見５件 

［回答］ 

  河川管理者としても森林保全への取り組みについては、土砂流出の防備機能等

の保全の観点から重要であると考えています。河川整備計画は、河川管理者であ

る国が実施する内容を中心に記載しています。森林整備については河川管理者が

実施する事業でないことから、森林整備を担う関係機関との連携を強化すること

で対応していきたいと考えています。 

また、河川管理者としてもできるだけ協力していきたいと考え、素案の「5.今

後に向けて」の中の「5-5 森林について」を新たに設けて記載します。 

 

【修正結果】 修正素案 P.127 

5-5 森林について 

森林保全への取り組みについては、土砂流出の防備機能等の保全が図られるよ

う、森林整備を実施している関係機関との連携に努める。 
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重信川水系河川整備計画【素案】に対するご意見とその対応 
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重信川水系河川整備計画素案に関する意見・質問〔項目整理〕 

1. 河川整備計画全般 

 全般－１ 素案全般について (1) 素案全般について 

   (2) 財源確保に関する意見 

 全般－２ 河川整備の基本理念について (1) 河川整備の基本理念に関する意見 

 全般－３ 計画対象区間について (1) 計画対象区間に関する意見 

2. 洪水、高潮等による災害の発生の防止または軽減 

 治水－１ 治水全般について (1) 治水全般に関する意見 

   (2) 流域の遊水機能に関する意見 

   (3) 治山に関する意見 

 治水－２ 河川整備の進め方について (1) 河川整備の進め方に関する意見 

 治水－３ 河川整備における目標について (1) 整備目標に関する意見 

 治水－４ 洪水を安全に流下させるための対策 (1) 計画を超える洪水対応に関する意見 

   (2) 霞堤の整備に関する意見 

   (3) 弱小堤防の整備に関する意見 

   (4) ＪＲ石手川橋梁対策に関する意見 

 治水－５ 局所的な深掘れ対策について (1) 深掘れ対策に関する意見 

 治水－６ 堤防漏水対策について (1) 漏水対策に関する意見 

 治水－７ 大規模地震対策について (1) 大規模地震対策に関する意見 

 治水－８ 洪水を安全に流下させるための対策 (1) 河道の管理に関する意見 

   (2) 河道内樹木の管理に関する意見 

 治水－９ 危機管理について (1) 防災ステーションに関する意見 

   (2) 防災訓練に関する意見 

   (3) 防災意識の高揚に関する意見 

   (4) 想定氾濫区域図に関する意見 

3. 河川の適正な利用及び正常な機能の維持 

 利水－１ 流水の正常な機能の維持について (1) 瀬切れに関する意見 

   (2) 正常流量に関する意見 

 利水－２ 水利用について (1) 渇水対応に関する意見 

   (2) 水利用に関する意見 

 利水－３ 地下水管理について (1) 地下水管理に関する意見 

 利水－４ 山の保水能力について (1) 山の保水能力に関する意見 

 利水－５ 下水道・水質について (1) 下水道・水質に関する意見 

4. 河川環境の整備と保全 

 環境－１ 動植物の生息、生育環境について (1) 動植物の生息、生育状況に関する意見 

 環境－２ 動植物の生息、生育環境の保全・再生について (1) 外来種対策に関する意見 

   (2) 全川的な環境の保全・再生に関する意見 

   (3) 河口部の環境の保全、再生に関する意見 

   (4) 協働による取り組みに関する意見 

 環境－３ 河川の使用規制について (1) 河川の使用規制に関する意見 

 環境－４ 河川空間の利用と整備について (1)
子供から高齢者に配慮した河川空間の整備に関す
る意見 

   (2) 公園等の整備に関する意見 

   (3) 河川空間の利用に関する意見 

   (4) 堤防上等の道の整備に関する意見 

 環境－５ 河川景観について (1) 河川景観に関する意見 

 環境－６ 川に親しみ川に学ぶ取組みについて (1) 川の歴史の学習・伝承に関する意見 

   (2) 川に親しむ取組みに関する意見 

 環境－７ 河川工事の実施における配慮等 (1) 多自然川づくりに関する意見 

   (2) 霞堤整備にあたっての配慮に関する意見 
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5. 維持・管理 

 維持管理－１ 整備後の管理について (1) 整備後の管理に関する意見 

 維持管理－２ 取水門の管理について (1) 取水門の管理に関する意見 

 維持管理－３ 維持管理について (1) 河川美化に関する意見 

 維持管理－４ 地域と一体となった河川管理ついて (1) 地域住民と協力した河川管理に関する意見 

 維持管理－５ 河川情報の発信と共有について (1) 河川情報の発信と共有に関する意見 

 維持管理－６ 河川空間の適正な利用について (1) 許認可事務に係る意見 

6. その他 

 その他－１ 会議開催の周知の工夫 (1) 会議開催の周知の工夫 

   (2) 検討の進め方 

 その他－２ 他計画との整合について (1) 他計画との整合に関する意見 

 その他－３ その他 (1) その他１ 

   (2) その他２ 

   (3) その他３ 

   (4) その他４ 
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  ○
ご
意
見
と
そ
の
対
応
表
に
対
す
る
記
載
の
解
説
 

 

テ
ー
マ
／
意

見
要
旨

 
№

 
意

見
及
び
質

問
 

会
場
・
発
言

者
 

河
川
管
理
者

の
回
答

 
考

え
方
に
対

応
し
た

【
素
案

】
内
容

 

い
た

だ
い

た
質

問
お

よ
び

意

見
の

要
旨

を
記

載
し

て
い

ま

す
。

 

 
学

識
者

会
議

、
住

民
の

意
見

を
聴

く

会
、

市
町

長
の

意
見

を
聴

く
会

、
パ

ブ
コ

メ
で

い
た

だ
い

た
意

見
及

び
質

問
を
記
載
し

て
い
ま

す
。

 

「
学

識
者

」
、
 

「
流

域
住

民
」
、

「
市

町
長

」
、
 

「
パ
ブ
コ
メ

」
の

い
ず

れ
で

あ
る

か
を

記
載

し
て

い
ま
す
。

 

「
学

識

者
」「

市
町

長
」

に
つ

い
て

は
誰

が
発

言
し

た
か

分
か

る
よ

う
記

載
し

て
い

ま
す
。

 

意
見

及
び

質
問

に
対

す
る

河
川

管
理

者

の
回
答
を
記

述
し
て

い
ま
す

。
 

１
）
文

章
の

修
正
が

あ
る
部
分

は
”
太
字

”
で
記

載

し
て
い
ま
す

。
 

 ２
）
修
正
が
な
い
部
分
は
”
細
字
”
で
記
載
し
て
い

ま
す
。

 

 ３
）
修

正
素
案

の
中
で

、
「
河

川
管
理

者
の

回
答

」

に
対
応
し
て

い
る
箇

所
に
つ

い
て
は
、
下

線
を
引

い

て
表
示
し
て

い
ま
す

。
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
1
/5

3
）

１
．

河
川

整
備

計
画

全
般

全
般

-
1
　

素
案

全
般

に
つ

い
て

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

素
案

全
般

に
つ

い
て

1
-
1

・
素

案
は

大
変

よ
く

ま
と

め
ら

れ
て

い
る

と
思

う
。

学
識

者
石

川
委

員
－

－

1
-
2

・
修

正
、

追
加

す
べ

き
内

容
は

特
に

な
し

。
も

し
見

つ
か

れ
ば

次
回

の
会

議
で

述
べ

さ
せ

て
頂

く
。

学
識

者
松

井
委

員
－

－

財
源

確
保

に
関

す
る

意
見

1
-
3

・
こ

の
河

川
整

備
計

画
を

確
実

に
進

め
て

い
た

だ
け

る
財

源
確

保
を

お
願

い
し

た
い

。
市

町
長

東
温

市
長

　
治

水
、

利
水

、
河

川
環

境
の

整
備

と
保

全
は

、
重

要
で

あ
る

た
め

、
優

先
度

等
も

考
え

な
が

ら
、

計
画

的
に

河
川

整
備

を
進

め
て

い
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

－

１
．

河
川

整
備

計
画

全
般

全
般

-
2
　

河
川

整
備

の
基

本
理

念
に

つ
い

て
テ

ー
マ

/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

河
川

整
備

の
基

本
理

念
に

関
す

る
意

見

1
-
4

【
修

正
素

案
P
1
2
5
-
1
】

4
-
2
-
3
 
河

川
環

境
の

整
備

と
保

全
に

関
す

る
事

項
(
3
)
 
地

域
と

一
体

と
な

っ
た

河
川

管
理

《
コ

ラ
ム

》
重

信
川

の
自

然
を

は
ぐ

く
む

会
の

活
動

（
1
頁

追
加

）

【
修

正
素

案
P
1
2
5
】

4
-
2
-
3
 
河

川
環

境
の

整
備

と
保

全
に

関
す

る
事

項
3
)
 
川

に
学

ぶ
取

り
組

み
　

重
信

川
の

治
水

、
利

水
、

環
境

、
歴

史
、

文
化

な
ど

を
学

ぶ
取

り
組

み
を

積
極

的
に

展
開

し
、

将
来

を
担

う
子

供
た

ち
や

地
域

住
民

の
重

信
川

に
対

す
る

関
心

を
高

め
、

地
域

社
会

や
自

然
と

の
関

わ
り

に
関

し
て

の
知

識
、

理
解

を
深

め
る

様
々

な
活

動
を

行
う

。
　

ま
た

、
教

育
機

関
と

連
携

し
て

、
総

合
学

習
の

時
間

等
を

利
用

し
、

重
信

川
に

対
す

る
理

解
を

深
め

る
機

会
の

創
出

と
充

実
を

図
る

。

【
修

正
素

案
P
1
2
7
】

5
-
2
　

河
川

情
報

の
発

信
と

共
有

(
4
行

目
)

　
ま

た
、

約
4
0
0
年

前
か

ら
始

め
ら

れ
た

、
流

路
の

付
け

替
え

、
築

堤
や

、
水

制
、

霞
堤

な
ど

の
重

信
川

の
治

水
の

歴
史

と
そ

の
意

義
は

、
今

後
地

域
住

民
の

人
命

と
財

産
を

守
る

に
あ

た
り

重
要

で
あ

る
た

め
、

こ
の

歴
史

を
次

世
代

に
伝

え
る

方
法

を
検

討
す

る
。

会
場

・
発

言
者

会
場

・
発

言
者

　
基

本
理

念
の

３
項

目
め

に
関

連
し

て
は

、
素

案
の

「
2
-
3
 
河

川
環

境
の

現
状

と
課

題
、

(
3
)
 
河

川
空

間
の
利

用
」

、
「

3
-
6

河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

に
関

す
る

目
標

、
(
3
)
 
河

川
空

間
の

利
用

の
目

標
」

、
「

4
-
1
-
2
 
河

川
環

境
の

整
備
と

保
全

に
関

す
る

事
項

、
(
3
)
 
河

川
空

間
の

利
用

と
整

備
」

、
「
4
-
2
-
3
 
河

川
環

境
の

整
備

と
保

全
に

関
す

る
事

項
、

(
3
)
 地

域
と

一
体

と
な

っ
た

河
川

管
理

」
に

示
し

て
い

ま
す

。
　

今
後

さ
ら

に
、

「
川

に
親

し
む

取
り

組
み
」

と
し

て
、

身
近

な
自

然
で

あ
る

重
信

川
の

自
然

体
験

活
動

な
ど

を
通

じ
た

環
境

教
育

へ
の

積
極

的
な

支
援

を
行

い
ま

す
。

ま
た
、

「
川

に
学

ぶ
取

り
組

み
」

と
し

て
、

重
信

川
の

歴
史

、
文

化
、

環
境

等
を

学
び

伝
え

る
取

り
組

み
を

積
極

的
に

実
施

し
ま

す
。

　
な

お
、

「
4
-
2
-
3
 
河

川
環

境
の

整
備

と
保

全
に

関
す

る
事

項
、

(
3
)
 
地

域
と

一
体

と
な

っ
た

河
川

管
理

」
に

お
い

て
、

コ
ラ

ム
で

「
重

信
川

の
自

然
を

は
ぐ

く
む

会
」
の

活
動

紹
介

を
追

記
す

る
と

と
も

に
、

「
 
2
)
川

に
親

し
む

取
り
組

み
」

に
加

え
て

、
新

た
に

「
 
3
)
川

に
学

ぶ
取

組
み

」
を

追
記
し

ま
し

た
。

　
さ

ら
に

、
「

5
.
今

後
に

向
け

て
、

5
-
2
 
河

川
情
報

の
発

信
と

共
有

」
に

お
い

て
、

重
信

川
の

歴
史

を
次

世
代
に

伝
え

る
取

組
み

を
追

記
し

ま
す

。

・
河

川
整

備
の

基
本

理
念

３
項

目
は

良
い

理
念

で
あ

る
が

、
３

項
目

め
の

「
重

信
川

を
媒

体
と

し
た

自
然

と
人

、
人

と
人

が
ふ

れ
あ

う
交

流
と

学
習

の
場

の
形

成
」

に
関

す
る

記
述

内
容

が
全

体
的

に
乏

し
い

感
が

あ
る

。
重

信
川

で
は

既
に

様
々

な
環

境
学

習
な

ど
の

実
績

が
あ

る
の

で
も

う
少

し
書

き
加

え
て

頂
き

た
い

と
思

う
。

学
識

者
矢

田
部

委
員
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
2
/5

3
）

１
．

河
川

整
備

計
画

全
般

全
般

-
2
　

河
川

整
備

の
基

本
理

念
に

つ
い

て
テ

ー
マ

/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

河
川

整
備

の
基

本
理

念
に

関
す

る
意

見

1
-
5

・
流

域
住

民
の

生
命

と
財

産
を

守
る

観
点

か
ら

計
画

推
進

を
お

願
い

し
た

い
。

流
域

住
民

(
第

二
会

場
)

住
民

Ｄ
さ

ん
　

基
本

理
念

に
基

づ
き

、
洪

水
、

高
潮

等
さ

ま
ざ
ま

な
水

害
か

ら
地

域
住

民
の

人
命

と
財

産
を

守
り

、
人

々
が

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

地
域

の
実

現
に

向
け

、
各

種
治

水
対

策
を

展
開

し
促

進
す

る
と

と
も

に
、

整
備

し
た

河
川

管
理

施
設

の
機

能
維

持
を

図
り

、
さ

ら
に

管
理

を
高

度
化

す
る

た
め

の
施

策
を

講
じ

ま
す

。
　

具
体

的
に

は
、

戦
後

最
大

規
模

の
洪

水
を
安

全
に

流
下

さ
せ

る
た

め
の

対
応

、
局

所
的

な
深

掘
れ

へ
の

対
応
、

堤
防

漏
水

へ
の

対
応

、
内

水
へ

の
対

応
、

大
規

模
地

震
へ

の
対

応
、

要
改

築
構

造
物

へ
の

対
応

、
危

機
管

理
へ

の
対

応
を
行

い
ま

す
。

1
-
6

・
い

き
い

き
わ

く
わ

く
す

る
計

画
、

川
づ

く
り

を
お

願
い

し
た

い
。

市
町

長
東

温
市

長
　

基
本

理
念

に
基

づ
き

、
河

川
の

自
然

環
境

を
保

全
、

再
生

し
、

育
む

川
づ

く
り

を
目

指
し

ま
す

。
さ

ら
に
、

関
係

機
関

や
地

域
住

民
な

ど
と

連
携

し
、

身
近

な
自

然
や
水

辺
空

間
と

の
ふ

れ
あ

い
を

体
験

で
き

る
川

づ
く

り
を

目
指

し
ま

す
。

そ
の

た
め

、
関

係
機

関
や

地
域

住
民

と
の

情
報
の

共
有

、
連

携
の

強
化

を
図

り
つ

つ
治

水
、

利
水

、
環

境
に
関

わ
る

施
策

を
総

合
的

に
展

開
し

ま
す

。

１
．

河
川

整
備

計
画

全
般

全
般

-
3
　

計
画

対
象

区
間

に
つ

い
て

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

計
画

対
象

区
間

に
関

す
る

意
見

1
-
7

・
国

管
理

区
間

以
外

に
も

目
を

向
け

て
、

費
用

対
効

果
、

新
規

雇
用

の
創

設
等

前
例

の
な

い
と

こ
ろ

に
も

目
を

向
け

て
ほ

し
い

と
思

い
ま

す
。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ｋ
さ

ん

1
-
8

・
今

回
の

計
画

が
国

管
理

区
間

の
み

と
な

っ
て

い
る

が
、

国
や

県
と

言
わ

ず
に

山
之

内
の

源
流

ま
で

の
間

の
計

画
を

示
し

て
欲

し
い

。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ａ
Ｋ

さ
ん

1
-
9

２
．

重
信

川
の

調
査

・
計

画
・

管
理

は
利

水
面

か
ら

み
て

も
、

国
交

省
に

一
元

化
で

き
な

い
も

の
で

し
ょ

う
か

。
今

は
、

県
、

市
町

村
及

び
農

水
省

も
別

々
に

動
い

て
い

る
よ

う
に

見
え

ま
す

が
・

・
・

。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ａ
Ｖ

さ
ん

1
-
1
0

・
重

信
川

は
表

川
の

合
流

か
ら

下
流

が
直

轄
区

間
と

な
る

が
、

上
流

の
県

の
管

理
区

間
も

国
に

お
い

て
一

緒
に

管
理

を
お

願
い

し
た

い
と

考
え

る
。

市
町

長
東

温
市

長
　

上
流

の
区

間
は

愛
媛

県
で

管
理

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
り

ま
す

。
　

県
管

理
区

間
の

国
（

直
轄

）
管

理
区

間
へ

の
編

入
に

つ
い

て
は

、
一

定
の

ル
ー

ル
（

国
土

交
通

省
令

）
に
基

づ
き

判
断

さ
れ

て
お

り
、

表
川

上
流

区
間

の
編

入
は

難
し

い
も
の

と
考

え
て

い
ま

す
。

－

　
今

回
の

河
川

整
備

計
画

で
は

、
国

直
轄
管

理
区

間
を

対
象

と
し

て
い

ま
す

。
ご

質
問

の
あ

り
ま

し
た

国
管

理
以

外
の

区
間

の
整

備
計

画
に

つ
い

て
は

、
今

後
、

各
管

理
者

が
関

係
機

関
と

調
整

の
上

、
計

画
的

に
整

備
す

る
こ

と
に

な
り
ま

す
。

【
修

正
素

案
P
7
8
】

3
.
河

川
整

備
計

画
の

目
標

に
関

す
る

事
項

3
-
2
　

河
川

整
備

計
画

の
対

象
区

間
　

本
整

備
計

画
は

、
河

川
管

理
者

で
あ

る
四

国
地

方
整

備
局

長
が

河
川

法
第

1
6
条

の
 
2
に

基
づ

き
、

表
-
3
.
2
.
1
及

び
図

-
3
.
2
.
1
に

示
す

重
信

川
水

系
の

国
管

理
区

間
を

対
象

に
定

め
る

も
の

で
あ

る
。

表
-
3
.
2
.
1
　

計
画

対
象

区
間

(
河

川
)

表
-
3
.
2
.
2
　

計
画

対
象

区
間

(
ダ

ム
)

会
場

・
発

言
者

会
場

・
発

言
者

【
修

正
素

案
P
7
7
】

3
-
1
　

河
川

整
備

の
基

本
理

念
(
7
行

目
)

　
こ

の
よ

う
な

重
信

川
の

河
川

整
備

の
基

本
理

念
を

以
下

の
３

つ
と

し
、

洪
水

や
渇

水
か

ら
生

命
や

財
産

を
守

り
、

地
域

住
民

が
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
よ

う
に

社
会

基
盤

の
整

備
を

図
る

。
ま

た
、

河
川

の
自

然
環

境
を

保
全

、
再

生
し

、
育

む
川

づ
く

り
を

目
指

す
。

さ
ら

に
、

関
係

機
関

や
地

域
住

民
な

ど
と

連
携

し
、

身
近

な
自

然
や

水
辺

空
間

と
の

ふ
れ

あ
い

を
体

験
で

き
る

川
づ

く
り

を
目

指
す

。
　

そ
の

た
め

、
関

係
機

関
や

地
域

住
民

と
の

情
報

の
共

有
、

連
携

の
強

化
を

図
り

つ
つ

治
水

、
利

水
、

環
境

に
関

わ
る

施
策

を
総

合
的

に
展

開
す

る
。
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
3
/5

3
）

２
．

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

治
水

－
１

　
治

水
全

般
に

つ
い

て
テ

ー
マ

/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

治
水

全
般

に
関

す
る

意
見

2
-
1

・
住

民
に

と
っ

て
は

安
全

・
安

心
な

ま
ち

づ
く

り
は

最
重

要
課

題
で

あ
る

と
考

え
る

の
で

、
脆

弱
な

堤
防

等
の

改
善

を
お

願
い

し
た

い
。

市
町

長
東

温
市

長

2
-
2

・
１

０
月

３
０

日
付

け
朝

日
新

聞
の

折
込

で
重

信
川

整
備

計
画

を
知

り
ま

し
た

。
国

の
機

関
が

こ
れ

だ
け

の
事

を
考

え
て

く
れ

て
い

る
事

に
驚

き
と

喜
び

を
感

じ
、

愛
媛

県
や

松
山

市
が

積
極

的
に

協
力

し
て

推
進

さ
れ

る
こ

と
を

望
み

ま
す

。
　

本
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
と

、
ご

案
内

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

水
系

河
川

の
様

々
な

状
況

が
学

習
出

来
ま

し
た

。
今

後
、

川
の

清
掃

や
イ

ベ
ン

ト
等

へ
、

地
域

の
人

達
が

多
数

参
加

す
べ

く
協

力
し

ま
す

。
　

私
は

、
想

定
氾

濫
区

域
と

域
内

人
口

に
該

当
し

て
お

り
、

問
題

点
と

し
て

指
摘

さ
れ

た
井

門
霞

堰
と

余
土

堤
防

の
整

備
や

Ｊ
Ｒ

石
手

川
橋

梁
改

築
に

大
賛

成
で

す
。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ｊ
さ

ん

2
-
3

・
継

続
的

な
護

岸
整

備
等

の
推

進
を

お
願

い
し

た
い

。
市

町
長

伊
予

市
長

2
-
4

・
氾

濫
す

れ
ば

浸
水

が
予

想
さ

れ
る

た
め

、
堤

防
の

点
検

、
整

備
等

の
対

策
を

充
分

に
行

っ
て

欲
し

い
。

市
町

長
砥

部
町

長

2
-
5

・
渇

水
よ

り
も

洪
水

の
方

に
重

き
を

お
き

た
い

。
洪

水
に

よ
る

被
害

の
方

が
甚

大
で

す
。

流
域

住
民

(
第

一
会

場
)

住
民

Ｈ
さ

ん

2
-
6

・
台

風
な

ど
で

、
重

信
川

が
決

壊
を

し
な

い
よ

う
に

し
て

欲
し

い
。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ｍ
さ

ん

2
-
7

・
私

は
、

重
信

川
は

、
愛

媛
が

誇
る

河
川

で
あ

る
と

思
い

ま
す

。
最

近
は

、
地

球
の

温
暖

化
に

よ
り

台
風

等
、

大
雨

が
多

く
な

っ
た

と
思

い
ま

す
。

　
足

立
重

信
に

習
い

、
地

域
の

為
、

人
の

生
活

の
為

に
河

川
の

整
備

は
重

要
で

あ
り

ま
す

。
災

害
に

強
い

河
川

を
重

要
に

し
て

ほ
し

い
で

す
。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ａ
Ｂ

さ
ん

　
洪

水
、

高
潮

等
さ

ま
ざ

ま
な

水
害

か
ら

地
域

住
民

の
人

命
と

財
産

を
守

り
、

人
々

が
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
地

域
の

実
現

に
向

け
、

各
種

治
水

対
策

を
展

開
し

促
進

す
る

と
と

も
に

、
整

備
し

た
河

川
管

理
施

設
の

機
能

維
持

を
図

り
、

さ
ら

に
管

理
を

高
度

化
す

る
た

め
の

施
策

を
講

じ
ま

す
。

　
具

体
的

に
は

、
戦

後
最

大
規

模
の

洪
水

を
安

全
に

流
下

さ
せ

る
た

め
の

対
応

、
局

所
的

な
深

掘
れ

へ
の

対
応
、

堤
防

漏
水

へ
の

対
応

、
内

水
へ

の
対

応
、

大
規

模
地

震
へ

の
対

応
、

要
改

築
構

造
物

へ
の

対
応

、
危

機
管

理
へ

の
対

応
を
行

い
ま

す
。

【
修

正
素

案
P
7
7
】

(
枠

内
)

河
川

整
備

の
基

本
理

念
○

安
全

で
、

安
心

で
き

る
重

信
川

の
実

現
　

洪
水

、
高

潮
等

さ
ま

ざ
ま

な
水

害
か

ら
地

域
住

民
の

人
命

と
財

産
を

守
り

、
人

々
が

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

地
域

の
実

現
に

向
け

、
各

種
治

水
対

策
を

展
開

し
促

進
す

る
と

と
も

に
、

整
備

し
た

河
川

管
理

施
設

の
機

能
維

持
を

図
り

、
さ

ら
に

管
理

を
高

度
化

す
る

た
め

の
施

策
を

講
ず

る
。

ま
た

、
関

係
機

関
や

地
域

住
民

と
連

携
し

な
が

ら
流

域
一

体
と

な
っ

て
、

渇
水

被
害

の
少

な
い

安
心

で
き

る
川

づ
く

り
を

目
指

す
。

会
場

・
発

言
者
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
4
/5

3
）

２
．

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

治
水

－
１

　
治

水
全

般
に

つ
い

て
テ

ー
マ

/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

治
水

全
般

に
関

す
る

意
見

2
-
8

・
以

前
に

長
老

で
土

木
技

術
畑

の
人

か
ら

聞
い

た
の

で
す

が
、

江
戸

時
代

（
松

山
藩

）
洪

水
に

な
る

と
、

堤
防

が
決

壊
し

て
大

災
害

に
な

る
た

め
、

左
岸

の
砥

部
側

に
、

堤
防

が
切

れ
る

よ
う

に
し

て
い

た
と

言
う

話
で

す
。

松
山

側
は

城
が

あ
る

た
め

工
夫

が
な

さ
れ

た
そ

う
で

す
が

、
砥

部
側

に
切

れ
る

場
所

と
い

う
の

は
今

は
、

ど
の

よ
う

に
な

っ
て

お
る

の
で

し
ょ

う
ね

。
今

で
も

そ
の

仕
組

み
が

残
さ

れ
て

い
る

の
か

な
と

、
古

代
を

思
う

ロ
マ

ン
の

よ
う

な
も

の
を

感
じ

ま
す

。
霞

堤
が

当
時

砥
部

側
に

も
有

っ
た

の
か

な
。

S
3
0
年

代
に

は
、

砥
部

側
へ

河
川

が
氾

濫
し

た
よ

う
な

事
も

聞
い

た
こ

と
が

ア
リ

、
ま

す
ま

す
ロ

マ
ン

に
感

じ
て

お
る

次
第

で
す

。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ａ
Ｅ

さ
ん

　
重

信
川

に
お

け
る

近
代

の
河

川
改

修
で

は
、

河
川

の
堤

防
は

、
こ

れ
ま

で
上

下
流

や
左

右
岸

の
バ

ラ
ン
ス

を
考

慮
し

つ
つ

河
川

の
整

備
水

準
に

応
じ

て
段

階
的

に
整

備
を

行
っ

て
き

て
お

り
ま

す
。

今
後

と
も

河
川

整
備

に
当

た
っ

て
は

こ
の

よ
う

な
バ

ラ
ン

ス
や

整
備

水
準

に
応

じ
た

対
応

を
図

っ
て
参

り
ま

す
。

－

流
域

の
遊

水
機

能
に

関
す

る
意

見
2
-
9

５
．

遊
水

機
能

を
軽

視
し

て
は

な
ら

な
い

。
今

一
度

見
直

す
べ

き
で

は
?
!

　
主

と
し

て
潅

漑
用

溜
池

の
保

存
と

管
理

－
都

市
化

が
進

む
に

つ
れ

て
潅

漑
用

溜
池

の
無

用
論

が
一

部
台

頭
し

て
い

る
が

、
こ

れ
は

遊
水

機
能

の
大

切
さ

を
知

ら
な

い
者

の
論

ず
る

こ
と

で
あ

り
、

こ
の

機
能

と
活

用
を

決
し

て
忘

れ
て

は
な

ら
な

い
。

　
平

常
は

憩
い

の
場

と
し

て
人

の
心

を
和

ま
せ

る
大

切
な

空
間

で
あ

る
。

周
囲

に
樹

木
な

ど
配

す
れ

ば
、

更
に

そ
の

効
果

は
倍

加
す

る
で

あ
ろ

う
。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ａ
Ｑ

さ
ん

　
素

案
は

、
流

域
の

状
況

が
現

状
で

あ
る
こ

と
を

前
提

に
し

て
い

ま
す

が
、

流
域

の
保

水
機

能
や

遊
水

機
能

を
保

全
し

て
い

く
こ

と
は

重
要

で
あ

り
、

流
域

か
ら

の
流

出
形
態

に
大

き
な

変
化

が
あ

れ
ば

、
将

来
、

見
直

し
を

検
討

し
て

い
く

こ
と

に
な

り
ま

す
。

こ
の

点
に

つ
い

て
は

、
素

案
の

「
3
-
3
 河

川
整

備
計

画
の

対
象

期
間

等
」

に
記

載
し

て
い

ま
す

。

【
修

正
素

案
P
8
0
】

3
-
3
　

河
川

整
備

計
画

の
対

象
期

間
等

　
本

整
備

計
画

は
、

重
信

川
水

系
河

川
整

備
基

本
方

針
に

基
づ

き
、

重
信

川
の

総
合

的
な

管
理

が
確

保
で

き
る

よ
う

河
川

整
備

の
目

標
及

び
実

施
に

関
す

る
事

項
を

定
め

る
も

の
で

あ
る

。
そ

の
対

象
期

間
は

お
お

む
ね

3
0
年

と
す

る
。

　
本

整
備

計
画

は
、

こ
れ

ま
で

の
災

害
の

発
生

状
況

、
現

時
点

の
課

題
や

河
道

状
況

等
に

基
づ

き
策

定
す

る
も

の
で

あ
り

、
河

川
整

備
の

進
捗

、
河

川
状

況
の

変
化

、
新

た
な

知
見

、
技

術
的

進
歩

、
社

会
経

済
の

変
化

等
に

合
わ

せ
、

必
要

な
見

直
し

を
行

う
も

の
と

す
る

。

会
場

・
発

言
者
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
5
/5

3
）

２
．

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

治
水

－
１

　
治

水
全

般
に

つ
い

て
テ

ー
マ

/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

治
山

に
関

す
る

意
見

2
-
1
0

・
荒

れ
た

山
で

は
保

水
能

力
が

劣
り

、
洪

水
を

起
こ

す
原

因
と

も
な

る
の

で
、

山
を

大
切

に
し

て
欲

し
い

と
考

え
る

。

市
町

長
東

温
市

長

2
-
1
1

・
洪

水
対

策
の

た
め

、
山

へ
の

予
算

を
つ

け
て

ほ
し

い
。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ａ
Ｎ

さ
ん

2
-
1
2

ー
重

信
川

一
次

支
川

”
石

手
川

”
整

備
に

希
望

し
た

い
こ

と
ー

　
１

．
砂

防
堰

堤
の

増
強

を
図

る
。

　
A
．

現
状

一
．

山
間

部
の

小
さ

い
谷

間
に

は
、

未
だ

砂
防

対
策

に
未

着
手

の
状

態
が

可
成

り
見

受
け

ら
れ

る
。

二
．

急
傾

斜
の

果
樹

園
地

帯
で

は
、

今
後

．
急

激
に

放
任

園
が

増
大

し
て

ゆ
く

こ
と

必
至

で
あ

る
。

採
算

を
度

外
視

し
て

耕
作

し
た

農
家

人
口

も
高

齢
化

に
伴

い
放

任
せ

ざ
る

を
得

な
く

、
樹

木
の

枯
死

に
よ

る
土

壌
の

崩
落

を
惹

起
す

る
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
。

三
．

既
設

の
砂

防
堰

堤
も

土
砂

が
満

杯
に

な
り

、
そ

の
効

を
果

し
て

い
な

い
も

の
が

、
見

受
け

ら
れ

る
。

　
B
.
対

策
小

さ
い

支
川

で
も

き
め

細
か

く
看

視
を

行
い

、
複

雑
な

道
路

の
つ

け
変

え
等

、
経

費
を

押
え

て
、

簡
便

な
砂

防
対

策
で

可
能

と
思

わ
れ

、
早

急
に

対
策

を
講

ず
る

べ
き

で
は

な
か

ろ
う

か
？

流
域

の
各

集
落

よ
り

、
地

形
、

地
質

を
経

験
的

に
判

断
出

来
る

者
、

或
は

レ
ベ

ル
の

高
い

区
長

に
、

そ
の

報
告

を
促

す
方

法
も

あ
る

。
（

個
人

に
聞

き
取

り
で

も
良

い
）

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ａ
Ｃ

さ
ん

　
河

川
整

備
計

画
は

国
管

理
区

間
を

対
象

と
し

て
い

ま
す

。
石

手
川

上
流

の
土

砂
流

出
対

策
に

つ
い

て
、

県
の

砂
防

や
治

山
の

担
当

部
局

な
ど

関
係

機
関

と
連

携
や

調
整

を
図

り
な

が
ら

進
め

て
行

く
必

要
が

あ
る

と
考

え
ま

す
。

　
な

お
、

砂
防

え
ん

堤
に

は
、

土
砂

で
満

杯
に

な
っ

て
も

え
ん

堤
よ

り
上

流
の

勾
配

が
緩

く
な

る
こ

と
で

、
流

出
土

砂
を

一
時

的
に

捉
え

調
節

す
る

働
き

が
あ

り
砂

防
え

ん
堤

の
効

果
は

持
続

さ
れ

て
い

ま
す

。

－

　
河

川
管

理
者

と
し

て
も

森
林

保
全

へ
の

取
り

組
み

に
つ

い
て

は
、

土
砂

流
出

の
防

備
機

能
等

の
保

全
の

観
点
か

ら
重

要
で

あ
る

と
考

え
て

い
ま

す
。

河
川

整
備

計
画

は
、
河

川
管

理
者

で
あ

る
国

が
実

施
す

る
内

容
を

中
心

に
記

載
し

て
い
ま

す
。

森
林

整
備

に
つ

い
て

は
河

川
管

理
者

が
実

施
す

る
事

業
で

な
い

こ
と

か
ら

、
森

林
整

備
を

担
う

関
係

機
関

と
の

連
携
を

強
化

す
る

こ
と

で
対

応
し

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
　

ま
た

、
河

川
管

理
者

と
し

て
も

で
き

る
だ

け
協

力
し

て
い

き
た

い
と

考
え

、
素

案
の

「
5
.
今

後
に

向
け

て
」

の
中

の
「

5
-
5

森
林

に
つ

い
て

」
を

新
た

に
設

け
て

記
載

し
ま

す
。

会
場

・
発

言
者

【
修

正
素

案
P
1
2
7
】

5
-
5
　

森
林

に
つ

い
て

　
森

林
保

全
へ

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
は

、
土

砂
流

出
の

防
備

機
能

等
の

保
全

が
図

ら
れ

る
よ

う
、

森
林

整
備

を
実

施
し

て
い

る
関

係
機

関
と

の
連

携
に

努
め

る
。
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
6
/5

3
）

２
．

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

治
水

－
２

　
河

川
整

備
の

進
め

方
に

つ
い

て
テ

ー
マ

/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

河
川

整
備

の
進

め
方

に
関

す
る

意
見

2
-
1
3

・
整

備
計

画
の

短
・

中
期

的
な

進
め

方
、

考
え

方
を

示
し

て
欲

し
い

。
そ

れ
が

、
住

民
へ

の
防

災
意

識
の

啓
発

に
も

つ
な

が
る

。

市
町

長
松

山
市

長
　

河
川

整
備

に
あ

た
っ

て
は

、
堤

防
な

ど
の
施

設
が

現
在

有
し

て
い

る
安

全
度

や
、

仮
に

堤
防

が
決

壊
し

た
場

合
に

想
定

さ
れ

る
被

害
の

大
き

さ
な

ど
を

勘
案

し
て

、
優

先
度
、

緊
急

度
の

高
い

も
の

か
ら

順
次

整
備

を
進

め
て

い
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

　
具

体
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

は
、

予
算

的
な

制
約
に

加
え

て
、

自
然

、
社

会
条

件
の

変
化

な
ど

不
確

定
な

要
素
が

あ
り

ま
す

が
、

各
事

業
の

着
手

段
階

に
お

い
て

は
具

体
的

に
調

整
を

し
つ

つ
着

実
か

つ
適

切
に

進
め

て
い

き
た

い
と

考
え

て
お
り

ま
す

。
　

河
川

の
管

理
に

つ
き

ま
し

て
も

、
現

状
を

よ
く
把

握
し

、
洪

水
時

な
ど

も
巡

視
な

ど
強

化
し

な
が

ら
適

切
な

河
道

や
河

川
管

理
施

設
の

管
理

を
行

う
こ

と
が

大
切

と
考

え
て

い
ま

す
。

　
な

お
、

整
備

途
中

の
段

階
で

は
、

各
段

階
に

お
け

る
整

備
水

準
を

超
え

る
規

模
の

洪
水

の
発

生
も

予
想

さ
れ

ま
す

。
こ

の
た

め
、

浸
水

想
定

区
域

図
の

活
用

に
よ

る
危

険
度
の

周
知

や
、

洪
水

予
報

な
ど

の
河

川
情

報
の

提
供

な
ど

に
努
め

る
と

と
も

に
、

水
防

団
と

の
連

携
や

、
災

害
対

策
機

械
の

派
遣
を

行
う

な
ど

に
よ

っ
て

、
被

害
を

軽
減

す
る

た
め

の
防

災
体
制

の
強

化
に

努
め

て
ま

い
り

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

【
修

正
素

案
P
9
1
】

4
-
1
-
1
　

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

（
7
行

目
）

　
な

お
、

河
川

整
備

の
実

施
に

あ
た

っ
て

は
緊

急
性

等
を

勘
案

し
て

計
画

的
に

実
施

す
る

も
の

と
す

る
。

ま
た

、
整

備
途

中
の

段
階

に
お

い
て

は
、

各
階

段
に

お
け

る
整

備
水

準
を

超
え

る
規

模
の

洪
水

の
発

生
も

予
想

さ
れ

、
こ

の
よ

う
な

洪
水

に
よ

る
水

害
の

発
生

も
懸

念
さ

れ
る

こ
と

か
ら

各
種

の
ソ

フ
ト

対
策

等
に

よ
っ

て
減

災
を

図
る

も
の

と
す

る
。

２
．

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

治
水

－
３

　
河

川
整

備
に

お
け

る
目

標
に

つ
い

て
テ

ー
マ

/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

整
備

目
標

に
関

す
る

意
見

2
-
1
4

・
昭

和
1
8
年

洪
水

と
同

規
模

の
洪

水
は

、
今

後
3
0
年

ぐ
ら

い
で

は
ま

ず
起

こ
ら

な
い

だ
ろ

う
と

い
う

こ
と

で
し

ょ
う

か
。

学
識

者
香

川
委

員

2
-
1
5

・
確

率
年

は
確

か
に

難
し

い
概

念
か

も
し

れ
ま

せ
ん

け
ど

も
、

目
標

流
量

2
,
5
0
0
ト

ン
が

何
年

に
一

度
ぐ

ら
い

か
と

い
う

イ
メ

ー
ジ

を
す

る
た

め
に

記
述

が
あ

っ
て

も
い

い
と

は
思

う
。

学
識

者
鈴

木
議

長

会
場

・
発

言
者

会
場

・
発

言
者

　
昭

和
1
8
年

洪
水

は
、

出
合

地
点

で
3
,
2
0
0
m3
/
s
ト

ン
程

度
の

流
量

を
観

測
し

た
洪

水
で

あ
り

、
流

量
確

率
評

価
で

約
1
5
0
年

に
一

回
起

こ
る

確
率

の
洪

水
、

整
備

計
画

で
目

標
と

す
る

2
,
5
0
0
m
3
/
s

は
流

量
確

率
評

価
で

約
5
0
年

に
一

回
起

こ
る
確

率
の

洪
水

と
評

価
さ

れ
ま

す
。

　
本

整
備

計
画

で
目

標
と

す
る

2
,
5
0
0
m
3
/
s
は
、

戦
後

最
大

流
量

を
記

録
し

た
平

成
1
3
年

6
月

洪
水

と
同

規
模

の
洪

水
で

す
。

【
修

正
素

案
P
8
0
】

(
8
行

目
)

3
-
4
　

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

目
標

(
1
)
 
重

信
川

1
)
 
洪

水
を

安
全

に
流

下
さ

せ
る

た
め

の
対

応
　

河
川

整
備

基
本

方
針

で
定

め
た

目
標

に
向

け
段

階
的

整
備

を
実

施
す

る
こ

と
と

し
、

本
整

備
計

画
で

は
、

戦
後

最
大

流
量

を
記

録
し

た
平

成
1
3
年

6
月

洪
水

と
同

規
模

の
洪

水
に

対
し

て
災

害
発

生
を

防
止

す
る

こ
と

を
目

標
と

し
て

、
基

準
地

点
出

合
に

お
け

る
目

標
流

量
を

2
,
5
0
0
m
3
/
s
と

す
る

。
　

こ
の

流
量

を
安

全
に

流
下

さ
せ

る
た

め
に

、
霞

堤
の

締
め

切
り

等
の

事
業

を
計

画
的

に
実

施
し

、
洪

水
は

ん
濫

に
よ

る
浸

水
被

害
を

防
止

す
る

。
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
7
/5

3
）

２
．

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

治
水

－
４

　
洪

水
を

安
全

に
流

下
さ

せ
る

た
め

の
対

策
テ

ー
マ

/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

計
画

を
超

え
る

洪
水

対
応

に
関

す
る

意
見

2
-
1
6

・
自

然
現

象
は

想
像

で
き

な
い

も
の

が
あ

り
、

そ
れ

ら
か

ら
見

れ
ば

河
川

整
備

計
画

で
で

き
る

こ
と

は
ほ

ん
の

わ
ず

か
な

手
だ

て
で

し
か

な
い

こ
と

を
念

頭
に

置
い

て
欲

し
い

。

学
識

者
高

橋
委

員
　

国
土

交
通

省
と

し
て

も
、

計
画

規
模

以
上
の

洪
水

を
超

過
洪

水
と

し
て

考
慮

し
、

危
機

管
理

へ
の

対
応

と
し

て
念

頭
に

お
い

て
い

ま
す

。

2
-
1
7

６
．

洪
水

時
の

水
量

の
分

散
を

図
り

、
河

口
迄

の
別

の
流

路
を

創
設

す
る

”
分

散
流

路
”

と
で

も
云

う
べ

き
で

あ
ろ

う
か

?
地

上
部

に
支

障
あ

る
場

合
は

、
地

下
埋

設
管

で
も

機
能

は
十

分
、

果
た

せ
る

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
８

．
想

像
を

絶
す

る
稀

な
洪

水
が

有
り

得
る

と
仮

定
す

る
な

ら
ば

、
選

択
肢

は
一

つ
、

分
散

流
路

の
創

設
以

外
に

な
か

ろ
う

。
余

り
に

も
長

期
に

亘
り

多
量

の
雨

が
降

り
、

大
洪

水
が

発
生

す
る

な
ら

ば
、

石
手

川
ダ

ム
も

遊
水

池
も

凡
て

本
来

の
機

能
は

無
く

な
る

。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ａ
Ｑ

さ
ん

　
現

状
に

お
け

る
重

信
川

の
治

水
の

安
全

性
は

、
十

分
と

は
言

え
ず

、
素

案
は

、
基

本
方

針
で

定
め

た
目

標
（

1
/
1
5
0
）

に
向

け
、

段
階

的
整

備
を

実
施

す
る

こ
と

と
し

、
今

後
3
0
年

間
を

対
象

期
間

と
す

る
整

備
計

画
の

実
施

に
よ

り
、
戦

後
最

大
洪

水
で

あ
る

平
成

1
3
年

6
月

と
同

規
模

（
流

量
確
率

1/
5
0
程

度
）

の
洪

水
に

対
し

て
災

害
発

生
を

防
止

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
ま

す
。

従
っ

て
、

ま
ず

は
こ

の
計

画
を

着
実

に
進

め
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
　

な
お

、
各

時
点

の
整

備
水

準
を

超
え

る
規

模
の

洪
水

の
発

生
も

予
想

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

各
種

の
ソ

フ
ト
施

策
等

に
よ

っ
て

減
災

を
図

る
取

組
に

つ
い

て
も

推
進

し
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

【
修

正
素

案
P
8
3
】

3
-
4
　

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

目
標

（
8
行

目
)

7
)
 
危

機
管

理
へ

の
対

応
　

関
係

市
町

が
作

成
し

て
い

る
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
活

用
等

へ
の

技
術

的
支

援
や

、
自

治
体

と
の

防
災

情
報

の
共

有
を

目
的

と
し

た
施

設
の

整
備

、
防

災
訓

練
、

防
災

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
活

用
や

水
防

活
動

に
必

要
な

資
材

の
備

蓄
等

、
必

要
な

対
策

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
施

設
能

力
以

上
の

洪
水

、
地

震
等

が
発

生
し

た
場

合
に

お
い

て
も

被
害

を
軽

減
す

る
。

ま
た

、
情

報
収

集
、

提
供

の
迅

速
化

、
高

度
化

を
図

る
た

め
、

光
フ

ァ
イ

バ
ー

網
の

整
備

等
を

進
め

る
と

と
も

に
、

回
線

の
二

重
化

に
よ

り
通

信
網

の
信

頼
性

の
向

上
を

図
る

。

【
修

正
素

案
P
9
1
】

4
-
1
-
1
　

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

（
8
行

目
)

　
ま

た
、

整
備

途
中

の
段

階
に

お
い

て
は

、
各

階
段

に
お

け
る

整
備

水
準

を
超

え
る

規
模

の
洪

水
の

発
生

も
予

想
さ

れ
、

こ
の

よ
う

な
洪

水
に

よ
る

水
害

の
発

生
も

懸
念

さ
れ

る
こ

と
か

ら
各

種
の

ソ
フ

ト
対

策
等

に
よ

っ
て

減
災

を
図

る
も

の
と

す
る

。

会
場

・
発

言
者
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
8
/5

3
）

２
．

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

治
水

－
４

　
洪

水
を

安
全

に
流

下
さ

せ
る

た
め

の
対

策
テ

ー
マ

/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

霞
堤

の
整

備
に

関
す

る
意

見
2
-
1
8

・
井

門
霞

堤
は

、
開

口
部

か
ら

の
は

ん
濫

に
よ

り
家

屋
等

の
浸

水
が

懸
念

さ
れ

る
た

め
、

優
先

的
に

整
備

を
お

願
い

し
た

い
。

あ
わ

せ
て

、
住

民
へ

の
危

険
度

の
周

知
等

を
お

願
い

し
た

い
。

市
町

長
松

山
市

長
【

修
正

素
案

P
9
1
】

4
-
1
-
1
　

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

(
1
)
 
重

信
川

1
)
 
洪

水
を

安
全

に
流

下
さ

せ
る

た
め

の
対

策
(
6
行

目
)

　
整

備
計

画
目

標
流

量
が

流
下

し
た

場
合

に
、

霞
堤

の
開

口
部

か
ら

の
は

ん
濫

に
よ

り
家

屋
の

床
上

浸
水

が
発

生
す

る
恐

れ
が

あ
る

井
門

霞
堤

の
堤

防
整

備
を

優
先

的
に

実
施

す
る

。

【
修

正
素

案
P
1
1
9
】

4
-
2
-
1
　

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
発

生
の

防
止

ま
た

は
軽

減
に

関
す

る
事

項
(
3
)
危

機
管

理
体

制
の

整
備

5
)
 
水

害
防

止
体

制
の

構
築

　
地

域
住

民
、

水
防

団
、

自
治

体
、

河
川

管
理

者
等

に
よ

る
自

助
、

共
助

、
公

助
の

連
携

、
協

働
が

重
要

で
あ

る
。

そ
こ

で
、

国
、

県
及

び
市

町
で

構
成

す
る

「
災

害
情

報
協

議
会

」
等

に
よ

り
関

係
機

関
と

協
力

し
、

地
域

住
民

、
水

防
団

、
自

治
体

、
河

川
管

理
者

等
が

洪
水

時
に

的
確

に
行

動
し

、
被

害
を

で
き

る
だ

け
軽

減
す

る
た

め
の

防
災

体
制

や
連

絡
体

制
の

一
層

の
強

化
を

図
る

。
　

こ
の

た
め

、
国

土
交

通
省

と
地

元
自

治
体

で
洪

水
時

の
河

川
の

状
況

や
氾

濫
の

状
況

を
迅

速
か

つ
的

確
に

把
握

し
て

、
水

防
活

動
や

避
難

等
の

水
害

防
止

活
動

を
効

果
的

に
行

う
た

め
、

保
有

す
る

雨
量

や
水

位
等

の
河

川
情

報
を

よ
り

分
か

り
や

す
い

情
報

と
し

て
伝

達
す

る
と

と
も

に
、

地
域

の
実

情
に

詳
し

い
住

民
等

か
ら

現
地

の
状

況
等

の
情

報
の

収
集

を
行

う
等

、
様

々
な

情
報

を
共

有
す

る
体

制
の

確
立

に
努

め
る

。
　

ま
た

、
地

域
住

民
、

自
主

防
災

組
織

、
民

間
団

体
等

が
、

災
害

時
に

行
う

水
害

防
止

活
動

を
可

能
な

限
り

支
援

す
る

よ
う

努
め

る
。

　
井

門
霞

は
、

整
備

計
画

目
標

流
量

が
流

下
し

た
場

合
に

、
浸

水
被

害
が

発
生

す
る

恐
れ

が
あ

る
た

め
、

霞
堤
の

堤
防

整
備

を
優

先
的

に
実

施
い

た
し

ま
す

。
　

ま
た

、
水

害
防

止
の

た
め

の
防

災
体

制
、
連

絡
体

制
の

強
化

、
分

か
り

や
す

い
情

報
の

伝
達

等
に

努
め

ま
す
。

会
場

・
発

言
者
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
9
/5

3
）

２
．

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

治
水

－
４

　
洪

水
を

安
全

に
流

下
さ

せ
る

た
め

の
対

策
テ

ー
マ

/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

霞
堤

の
整

備
に

関
す

る
意

見
2
-
1
9

・
霞

堤
は

3
0
年

間
に

具
体

的
に

ど
の

よ
う

に
対

応
す

る
の

か
、

そ
の

3
0
年

間
に

開
発

が
進

む
と

遊
水

地
機

能
が

期
待

で
き

な
く

な
る

。
そ

う
い

う
場

合
の

管
理

は
ど

う
な

っ
て

い
る

の
か

、
規

制
が

か
か

っ
て

い
る

の
か

。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ｂ
Ｃ

さ
ん

　
重

信
川

の
9
箇

所
の

霞
堤

の
う

ち
、

5
箇

所
（

市
坪

、
古

川
、

井
門

、
広

瀬
、

中
野

）
は

洪
水

位
が

計
画

高
水

位
ま

で
上

昇
す

る
と

家
屋

の
浸

水
被

害
が

懸
念

さ
れ

ま
す

。
　

そ
の

う
ち

、
整

備
計

画
目

標
流

量
が

流
下
し

た
場

合
に

、
霞

堤
開

口
部

か
ら

の
は

ん
濫

に
よ

る
家

屋
床
上

浸
水

の
恐

れ
が

あ
る

井
門

霞
堤

の
堤

防
整

備
を

優
先

的
に

実
施
し

ま
す

。

【
修

正
素

案
P
9
1
】

4
.
　

河
川

整
備

の
実

施
に

関
す

る
事

項
4
-
1
　

工
事

の
目

的
、

種
類

及
び

施
行

場
所

並
び

に
当

該
河

川
工

事
の

施
行

に
よ

り
設

置
さ

れ
る

河
川

管
理

施
設

の
概

要 4
-
1
-
1
　

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

(
1
)
 
重

信
川

1
)
 
洪

水
を

安
全

に
流

下
さ

せ
る

た
め

の
対

策
　

重
信

川
に

は
、

霞
堤

と
し

て
開

口
部

を
設

け
て

い
る

箇
所

が
９

箇
所

あ
り

、
５

箇
所

（
市

坪
、

古
川

、
井

門
、

広
瀬

、
中

野
）

に
つ

い
て

は
洪

水
位

が
計

画
高

水
位

ま
で

上
昇

す
る

と
は

ん
濫

に
よ

り
家

屋
浸

水
被

害
が

生
じ

る
お

そ
れ

が
あ

る
。

　
整

備
計

画
目

標
流

量
が

流
下

し
た

場
合

に
、

霞
堤

の
開

口
部

か
ら

の
は

ん
濫

に
よ

り
家

屋
の

床
上

浸
水

が
発

生
す

る
恐

れ
が

あ
る

井
門

霞
堤

の
堤

防
整

備
を

優
先

的
に

実
施

す
る

。

弱
小

堤
防

の
整

備
に

関
す

る
意

見
2
-
2
0

・
松

山
市

街
地

側
の

堤
防

が
低

い
の

で
は

な
い

か
。

(
石

手
川

の
J
R
石

手
川

橋
梁

の
上

流
)

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ａ
Ｕ

さ
ん

　
堤

防
断

面
不

足
箇

所
で

は
、

堤
防

断
面

積
の

拡
大

等
の

堤
防

整
備

を
実

施
い

た
し

ま
す

。
【

修
正

素
案

P
9
8
】

4
-
1
-
1
　

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

(
2
)
 
石

手
川

1
)
 
洪

水
を

安
全

に
流

下
さ

せ
る

た
め

の
対

策
　

堤
防

断
面

不
足

箇
所

で
は

、
洪

水
時

に
お

け
る

状
況

を
注

視
し

つ
つ

、
堤

防
の

決
壊

等
重

大
災

害
を

未
然

に
防

ぐ
た

め
、

堤
防

断
面

積
の

拡
大

等
の

堤
防

整
備

を
実

施
す

る
。

図
-
4
.
1
.
9
 
堤

防
補

強
区

間
位

置
箇

所
位

置
図
を

実
施

す
る

箇
所

（
石

手
川

）

Ｊ
Ｒ

石
手

川
橋

梁
対

策
に

関
す

る
意

見

2
-
2
1

・
J
R
石

手
川

橋
梁

は
、

川
幅

が
狭

く
増

水
時

の
流

下
を

阻
害

す
る

こ
と

が
懸

念
さ

れ
る

た
め

、
早

期
に

対
策

を
お

願
い

し
た

い
。

市
町

長
松

山
市

長
　

Ｊ
Ｒ

石
手

川
橋

梁
は

、
洪

水
の

流
下

に
悪

影
響
を

与
え

る
こ

と
が

懸
念

さ
れ

る
た

め
、

施
設

管
理

者
等

の
関

係
機

関
と

調
整

の
上

、
対

策
を

実
施

し
ま

す
。

【
修

正
素

案
P
9
9
】

4
-
1
-
1
　

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

(
2
)
 
石

手
川

4
)
 
要

改
築

構
造

物
へ

の
対

策
　

橋
台

の
位

置
が

川
側

へ
突

出
し

川
幅

が
上

下
流

に
比

べ
て

著
し

く
狭

く
、

洪
水

の
流

下
に

悪
影

響
を

与
え

る
こ

と
が

懸
念

さ
れ

る
Ｊ

Ｒ
石

手
川

橋
梁

に
つ

い
て

は
、

施
設

管
理

者
等

の
関

係
機

関
と

調
整

の
上

、
改

築
等

の
対

策
を

実
施

す
る

。

会
場

・
発

言
者
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
1
0/

5
3
）

２
．

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

治
水

－
５

　
局

所
的

な
深

掘
れ

対
策

に
つ

い
て

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

深
掘

れ
対

策
に

関
す

る
意

見
【

修
正

素
案

P
2
6
-
1
】

2
-
1
-
3
　

治
水

の
現

状
の

課
題

《
コ

ラ
ム

》
重

信
川

の
河

床
高

の
経

年
変

化
　

昭
和

3
4
年

か
ら

昭
和

4
2
年

に
か

け
て

は
砥

部
川

合
流

点
上

流
に

お
い

て
、

大
き

な
河

床
低

下
が

見
ら

れ
る

。
こ

れ
は

当
期

間
中

に
お

け
る

土
砂

採
取

量
が

、
全

川
に

お
い

て
約

1
2
0
万

m
3
に

対
し

、
当

該
区

間
で

そ
の

約
８

割
に

あ
た

る
約

9
5
万

m
3
の

土
砂

採
取

が
行

わ
れ

て
い

た
こ

と
が

、
影

響
し

て
い

た
も

の
と

思
わ

れ
る

。
　

ま
た

、
重

信
川

本
川

上
流

域
で

は
、

昭
和

2
3
年

か
ら

国
に

よ
る

砂
防

事
業

に
着

手
し

て
お

り
、

平
成

1
8
年

度
末

現
在

、
砂

防
堰

堤
8
3
基

、
床

固
工

・
渓

流
保

全
工

1
8
基

の
砂

防
施

設
が

完
成

し
て

い
る

。
こ

れ
ら

の
砂

防
施

設
な

ど
の

建
設

が
河

床
変

動
に

与
え

た
影

響
に

つ
い

て
は

定
量

的
な

評
価

が
難

し
い

と
こ

ろ
で

あ
る

。
　

砂
利

採
取

規
制

後
の

昭
和

4
2
年

か
ら

平
成

3
年

に
か

け
て

は
、

砥
部

川
合

流
点

上
流

の
土

砂
が

下
流

に
流

出
し

た
と

考
え

ら
れ

、
砥

部
川

合
流

点
上

流
で

ゆ
る

や
か

な
河

床
低

下
、

下
流

で
ゆ

る
や

か
に

河
床

堆
積

し
た

も
の

と
思

わ
れ

る
。

近
年

は
大

き
な

変
動

は
な

く
、

安
定

傾
向

に
あ

る
。

【
修

正
素

案
P
1
2
7
】

5
-
4
　

河
川

整
備

の
調

査
研

究
(
6
行

目
)

　
こ

の
よ

う
な

背
景

の
も

と
、

重
信

川
で

は
、
流

域
全

体
の

土
砂

動
態

な
ど

の
研

究
に

加
え

、
水

制
工

な
ど

の
歴

史
的

工
法

の
効

果
を

含
め

た
局

所
的

な
深

掘
れ

な
ど

の
研

究
や

、
河

川
流

量
と

伏
流

水
、

瀬
切

れ
と

の
関

係
性

な
ど

の
水

循
環

に
関

す
る

研
究

は
、

今
後

も
さ

ら
に

進
め

る
必

要
が

あ
る

。

2
-
2
3

・
局

所
的

な
深

掘
れ

対
策

実
施

箇
所

は
二

極
化

現
象

が
実

際
に

起
き

て
い

る
と

こ
ろ

か
、

そ
れ

と
も

堤
防

老
朽

化
、

水
衝

部
で

あ
る

と
こ

ろ
に

重
点

を
お

か
れ

て
い

る
の

か
。

学
識

者
門

田
委

員
　

局
所

的
な

深
掘

れ
対

応
が

必
要

な
区

間
は
、

以
下

の
よ

う
に

考
え

て
い

ま
す

。
　

整
備

が
必

要
区

間
は

、
想

定
さ

れ
る

最
深

河
床

高
に

対
し

て
必

要
な

護
岸

の
基

礎
高

が
確

保
さ

れ
て

お
ら

ず
、

低
水

路
河

岸
被

災
の

可
能

性
が

あ
る

区
間

で
、

か
つ

１
回
の

洪
水

で
予

想
さ

れ
る

河
岸

の
側

方
侵

食
幅

に
対

し
て

必
要

な
河

川
敷

幅
が

確
保

さ
れ

て
お

ら
ず

堤
防

被
災

の
可

能
性

が
あ

る
区

間
（

 
2
4
.
1
k
m
）

で
す

。
　

整
備

計
画

期
間

中
に

優
先

的
に

整
備

す
る
区

間
は

、
 
上

記
の

区
間

の
う

ち
、

必
要

な
護

岸
の

基
礎

高
な

ら
び
に

必
要

な
河

川
敷

幅
の

不
足

度
が

大
き

く
、

低
水

路
河

岸
被

災
な

ら
び

に
堤

防
被

災
の

可
能

性
が

よ
り

大
き

い
区

間
で

、
か

つ
堤

防
の

決
壊

時
に

想
定

さ
れ

る
は

ん
濫

被
害

の
大

き
い

区
間
、

ま
た

は
過

去
の

決
壊

履
歴

箇
所

な
ど

に
該

当
し

、
整

備
優
先

度
が

高
い

区
間

（
5
.
9
k
m
）

で
す

。

【
修

正
素

案
P
8
2
】

3
-
4
　

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

目
標

(
1
)
 
重

信
川

2
)
 
局

所
的

な
深

掘
れ

・
堤

防
侵

食
へ

の
対

応
 
 
堤

防
整

備
済

区
間

に
お

い
て

、
局

所
的

な
深

掘
れ

や
堤

防
侵

食
に

対
し

著
し

く
安

全
性

が
低

い
区

間
に

つ
い

て
は

、
危

険
性

の
解

消
に

向
け

た
堤

防
補

強
等

を
計

画
的

に
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
堤

防
の

決
壊

等
に

と
も

な
う

壊
滅

的
な

浸
水

被
害

を
未

然
に

防
ぐ

。
 
 
局

所
的

な
深

掘
れ

に
対

し
て

は
、

整
備

必
要

区
間

は
2
4
.
1
k
m
で

あ
り

、
こ

の
う

ち
河

川
整

備
計

画
で

は
、

特
に

危
険

性
が

高
い

5
.
9
k
m
区

間
に

つ
い

て
優

先
的

に
整

備
を

進
め

る
。

会
場

・
発

言
者

　
治

水
の

現
状

と
課

題
に

お
い

て
、

重
信

川
の

河
床

変
動

の
状

況
と

上
流

域
の

砂
防

事
業

の
状

況
を

コ
ラ

ム
で

追
加

記
載

し
ま

す
。

　
ま

た
、

「
5
-
4
河

川
整

備
の

調
査

研
究

」
に

お
い
て

、
流

域
全

体
の

土
砂

動
態

に
関

す
る

研
究

を
今

後
さ

ら
に
進

め
る

こ
と

を
追

記
し

ま
す

。

・
深

掘
れ

対
策

な
ど

河
床

管
理

面
か

ら
、

長
期

的
な

河
床

変
動

の
状

況
と

、
上

流
域

か
ら

の
土

砂
供

給
量

も
関

係
す

る
の

で
治

山
の

状
況

に
も

ふ
れ

て
欲

し
い

。

2
-
2
2

学
識

者
矢

田
部

委
員
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
1
1/

5
3
）

２
．

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

治
水

－
５

　
局

所
的

な
深

掘
れ

対
策

に
つ

い
て

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

（
前

ペ
ー

ジ
の

続
き

）
（

前
ペ

ー
ジ

の
続

き
）

（
前

ペ
ー

ジ
の

続
き

）

（
前

ペ
ー

ジ
の

続
き

）

（
前

ペ
ー

ジ
の

続
き

）
（

前
ペ

ー
ジ

の
続

き
）

表
-
3
.
4
.
2
　

局
所

的
な

深
掘

れ
対

応
が

必
要

な
区

間
延

長
・

整
備

必
要

区
間

：
想

定
さ

れ
る

最
深

河
床

高
に

対
し

て
必

要
な

護
岸

の
基

礎
高

が
確

保
さ

れ
て

お
ら

ず
、

低
水

路
河

岸
被

災
の

可
能

性
が

あ
る

区
間

で
、

か
つ

１
回

の
洪

水
で

予
想

さ
れ

る
河

岸
の

側
方

侵
食

幅
に

対
し

て
必

要
な

河
川

敷
幅

が
確

保
さ

れ
て

お
ら

ず
堤

防
被

災
の

可
能

性
が

あ
る

区
間

。
：

 
2
4
.
1
k
m

・
整

備
計

画
期

間
中

に
優

先
的

に
整

備
す

る
区

間
：

上
記

の
区

間
の

う
ち

、
必

要
な

護
岸

の
基

礎
高

な
ら

び
に

必
要

な
河

川
敷

幅
の

不
足

度
が

大
き

く
、

低
水

路
河

岸
被

災
な

ら
び

に
堤

防
被

災
の

可
能

性
が

よ
り

大
き

い
区

間
で

、
か

つ
堤

防
の

決
壊

時
に

想
定

さ
れ

る
は

ん
濫

被
害

の
大

き
い

区
間

、
ま

た
は

過
去

の
決

壊
履

歴
箇

所
な

ど
に

該
当

し
、

整
備

優
先

度
が

高
い

区
間

。
：

 
5
.
9
k
m

深
掘

れ
対

策
に

関
す

る
意

見
2
-
2
4

・
素

案
P
9
4
：

局
所

的
な

深
掘

れ
対

策
の

工
法

に
つ

い
て

、
施

工
前

に
今

後
の

現
象

を
想

定
し

て
工

法
選

定
す

る
の

か
、

施
工

後
の

現
象

を
み

て
新

た
な

工
法

組
み

合
わ

せ
る

の
か

。

学
識

者
門

田
委

員
　

局
所

的
な

深
掘

れ
対

策
は

、
現

場
の

状
況

等
に

応
じ

て
護

岸
工

、
根

固
工

、
河

川
敷

造
成

工
お

よ
び

水
制

工
な

ど
適

切
な

工
法

を
組

み
合

わ
せ

て
実

施
す

る
旨

を
追

加
記
載

し
ま

す
。

　
施

工
前

に
、

想
定

さ
れ

る
洗

掘
深

な
ど

を
も

と
に

し
て

、
現

場
の

状
況

等
に

応
じ

て
適

切
な

工
法

を
選

定
し

ま
す

。
　

ま
た

、
施

工
後

は
、

必
要

に
応

じ
て

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実

施
し

、
維

持
管

理
を

行
っ

て
い

き
ま

す
。

【
修

正
素

案
P
9
3
】

4
-
1
-
1
　

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

(
1
)
 
重

信
川

2
)
 
局

所
的

な
深

掘
れ

対
策

・
堤

防
侵

食
対

策
　

局
所

的
な

深
掘

れ
対

策
は

、
侵

食
作

用
に

対
す

る
十

分
な

河
岸

の
強

度
が

無
く

、
護

岸
被

災
が

危
惧

さ
れ

る
箇

所
で

実
施

す
る

。
そ

の
際

、
１

回
の

洪
水

で
予

想
さ

れ
る

河
岸

侵
食

幅
に

対
し

て
必

要
な

河
川

敷
幅

が
確

保
さ

れ
て

い
な

い
、

堤
防

被
災

の
可

能
性

が
あ

る
箇

所
の

う
ち

、
堤

防
の

決
壊

等
重

大
災

害
が

発
生

し
た

場
合

に
想

定
さ

れ
る

被
災

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

の
大

き
さ

、
過

去
の

被
災

履
歴

及
び

深
掘

れ
の

発
生

状
況

等
を

考
慮

し
て

、
優

先
度

が
高

い
区

間
か

ら
計

画
的

に
実

施
す

る
。
ま

た
な

お
、

そ
の

他
の

対
策

必
要

区
間

に
お

い
て

も
、

局
所

的
な

深
掘

れ
の

発
生

状
況

を
注

視
し

つ
つ

、
必

要
な

状
況

に
な

れ
ば

緊
急

的
に

対
策

を
実

施
す

る
。

な
お

、
局

所
的

な
深

掘
れ

対
策

は
、

現
場

の
状

況
等

に
応

じ
て

護
岸

工
、

根
固

工
、

河
川

敷
造

成
工

お
よ

び
水

制
工

な
ど

適
切

な
工

法
を

組
み

合
わ

せ
て

実
施

す
る

。
　

さ
ら

に
ま

た
、

堤
防

法
面

に
お

け
る

侵
食

対
策

に
つ

い
て

も
、

必
要

に
応

じ
て

対
策

を
実

施
す

る
。

　

会
場

・
発

言
者
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
1
2/

5
3
）

２
．

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

治
水

－
５

　
局

所
的

な
深

掘
れ

対
策

に
つ

い
て

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

深
掘

れ
対

策
に

関
す

る
意

見
2
-
2
5

・
深

掘
れ

対
策

と
し

て
、

護
岸

、
根

固
工

も
良

い
が

、
水

制
の

機
能

も
見

直
さ

れ
て

い
る

の
で

検
討

さ
れ

て
は

ど
う

か
。

学
識

者
鈴

木
議

長

2
-
2
6

・
深

掘
れ

の
こ

と
だ

が
、

J
R
の

鉄
橋

の
部

分
を

4
日

前
に

見
た

が
、

現
状

で
は

根
固

め
水

制
が

で
き

て
い

る
が

、
上

下
流

の
形

状
か

ら
み

る
と

、
水

衝
部

が
右

岸
側

の
鉄

橋
に

あ
た

る
な

ど
、

中
小

河
川

で
は

、
洪

水
の

規
模

に
よ

り
、

流
れ

が
変

わ
っ

て
く

る
と

思
う

。
護

岸
で

対
策

し
て

も
粗

度
が

小
さ

い
と

対
岸

が
深

掘
れ

す
る

。
左

岸
側

は
、

堆
積

傾
向

に
あ

る
と

い
え

る
の

で
、

若
干

掘
削

を
考

え
る

、
右

岸
側

に
つ

い
て

は
、

粗
度

の
大

き
な

も
の

で
対

応
す

る
な

ど
、

急
流

河
川

で
あ

り
、

洪
水

の
規

模
で

水
衝

部
も

変
化

す
る

の
で

、
川

の
流

れ
を

分
析

す
る

こ
と

で
、

対
応

可
能

で
は

な
い

か
。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ｂ
Ｃ

さ
ん

2
-
2
7

・
重

信
川

は
急

流
河

川
で

あ
り

、
探

掘
れ

対
策

を
ど

の
よ

う
に

行
っ

て
い

く
か

は
重

要
な

課
題

で
あ

る
。

こ
の

対
策

工
を

検
討

す
る

上
で

留
意

す
べ

き
こ

と
は

、
単

に
強

固
な

も
の

に
す

れ
ば

探
掘

れ
や

、
こ

れ
に

よ
る

偏
流

を
防

げ
る

こ
と

に
は

な
ら

な
い

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。
こ

の
た

め
に

は
、

根
固

工
の

形
状

寸
法

、
配

置
は

勿
論

、
場

所
に

よ
っ

て
は

対
岸

を
掘

削
す

る
こ

と
も

併
せ

十
分

検
討

さ
れ

、
対

策
を

進
め

ら
れ

る
こ

と
を

期
待

す
る

。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ａ
Ｗ

さ
ん

2
-
2
8

１
．

洪
水

防
止

を
効

率
よ

く
す

る
た

め
に

、
川

の
内

側
は

洗
掘

さ
れ

に
く

い
、

コ
ン

ク
リ

ー
ト

壁
か

蛇
か

ご
の

よ
う

な
も

の
に

す
る

研
究

を
お

願
い

し
ま

す
。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ａ
Ｖ

さ
ん

　
局

所
的

な
深

掘
れ

対
策

は
、

現
場

の
状

況
等
に

応
じ

て
護

岸
工

、
根

固
工

、
河

川
敷

造
成

工
お

よ
び

水
制

工
な

ど
適

切
な

工
法

を
組

み
合

わ
せ

て
実

施
す

る
旨

を
追

加
記
載

し
ま

す
。

　
局

所
的

な
深

掘
れ

に
つ

い
て

は
、

「
今

後
に

向
け

て
」

で
述

べ
て

お
り

、
ご

指
摘

の
と

お
り

、
重

信
川

で
最

も
課

題
と

す
る

事
項

と
認

識
し

て
い

ま
す

。
水

制
な

ど
過

去
の

歴
史

的
な

工
法

、
あ

る
い

は
そ

の
経

過
、

効
果

も
含

め
、
他

の
対

策
の

可
能

性
に

つ
い

て
も

今
後

研
究

す
る

こ
と

を
、

さ
ら

に
追

記
し

ま
す

。

（
前

ペ
ー

ジ
の

続
き

）
【

修
正

素
案

P
1
1
2
】

4
-
2
-
1
　

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
発

生
の

防
止

ま
た

は
軽

減
に

関
す

る
事

項
(
1
)
 
河

川
の

維
持

管
理

1
)
 
河

道
の

維
持

管
理

　
現

況
河

道
の

局
所

的
な

深
掘

れ
等

に
よ

る
災

害
防

止
及

び
現

況
流

下
能

力
の

維
持

の
観

点
か

ら
、

河
床

の
維

持
掘

削
、

整
正

な
ど

、
適

切
な

土
砂

管
理

を
行

う
。

そ
の

た
め

、
偏

っ
た

流
れ

の
発

生
箇

所
、

局
所

的
な

深
掘

れ
の

実
績

箇
所

の
う

ち
、

未
対

策
箇

所
、

水
衝

部
な

ど
の

危
険

箇
所

、
樹

木
繁

茂
箇

所
、

河
道

横
断

面
上

二
極

化
傾

向
の

現
れ

て
い

る
箇

所
な

ど
で

重
点

的
に

河
川

巡
視

を
行

う
。

な
お

、
深

掘
れ

や
土

砂
管

理
の

具
体

的
な

管
理

水
準

に
つ

い
て

は
、

今
後

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

結
果

を
踏

ま
え

検
討

を
行

う
。

【
修

正
素

案
P
1
2
7
】

5
-
4
　

河
川

整
備

の
調

査
研

究
　

こ
の

よ
う

な
背

景
の

も
と

、
重

信
川

で
は

、
流

域
全

体
の

土
砂

動
態

な
ど

の
研

究
に

加
え

、
水

制
工

な
ど

の
歴

史
的

工
法

の
効

果
を

含
め

た
局

所
的

な
深

掘
れ

な
ど

の
研

究
や

、
河

川
流

量
と

伏
流

水
、

瀬
切

れ
と

の
関

係
性

な
ど

の
水

循
環

に
関

す
る

研
究

は
、

今
後

も
さ

ら
に

進
め

る
必

要
が

あ
る

。
　

ま
た

土
砂

の
移

動
や

堆
積

と
河

川
や

そ
の

周
辺

の
動

植
物

の
生

息
、

生
育

環
境

の
関

係
な

ど
に

つ
い

て
は

、
調

査
、

研
究

の
成

果
を

事
業

計
画

に
反

映
す

る
た

め
の

科
学

的
な

知
見

が
十

分
に

あ
る

と
は

言
え

な
い

。
そ

こ
で

、
こ

の
よ

う
な

項
目

に
つ

い
て

、
今

後
も

、
教

育
、

研
究

機
関

と
連

携
し

、
調

査
、

研
究

を
進

め
る

必
要

が
あ

る
。
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
1
3/

5
3
）

２
．

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

治
水

－
６

　
堤

防
漏

水
対

策
に

つ
い

て
テ

ー
マ

/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

漏
水

対
策

に
関

す
る

意
見

2
-
2
9

４
．

所
謂

”
天

井
川

”
に

よ
る

河
川

の
底

部
の

漏
水

対
策

は
万

全
か

　
A
．

現
状

河
川

の
断

面
図

に
於

い
て

、
側

面
に

対
す

る
浸

食
や

漏
水

対
策

は
理

解
出

来
る

が
、

川
底

部
は

如
何

な
っ

て
い

る
の

で
あ

ろ
う

か
？

反
面

、
流

域
外

の
地

帯
は

、
天

井
川

に
よ

る
伏

流
水

の
恩

恵
を

受
け

て
い

る
が

、
こ

の
浸

透
の

根
絶

は
、

絶
対

に
不

可
能

と
言

え
る

。
浸

透
は

進
む

に
従

い
、

そ
の

流
路

（
ト

ン
ネ

ル
化

現
象

？
）

を
拡

大
し

、
長

期
間

に
及

べ
ば

側
面

工
の

基
礎

を
揺

る
が

し
た

り
、

空
洞

化
現

象
を

起
こ

す
の

で
は

あ
る

ま
い

か
？

恒
久

的
な

対
応

を
希

望
す

る
次

第
で

あ
る

。
　

B
．

対
策

専
門

家
の

判
断

を
仰

ぎ
、

諺
”

人
事

を
尽

く
し

て
天

命
を

待
つ

”
の

通
り

施
策

に
期

待
を

抱
く

次
第

、
願

わ
く

ば
、

素
人

の
考

へ
杞

憂
で

あ
っ

て
欲

し
い

。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ａ
Ｃ

さ
ん

　
漏

水
対

策
は

、
河

川
堤

防
設

計
指

針
等

に
基

づ
き

河
川

堤
防

の
浸

透
に

対
す

る
詳

細
点

検
を

平
成

2
0
年

度
ま

で
に

完
了

さ
せ

、
そ

の
結

果
を

踏
ま

え
実

施
し

ま
す

。
そ

の
際

、
堤

防
漏

水
の

発
生

状
況

を
注

視
し

つ
つ

、
被

災
履

歴
、
被

災
規

模
、

現
在

の
堤

防
が

有
し

て
い

る
背

後
地

の
社

会
条
件

等
も

考
慮

し
、

優
先

度
が

高
い

区
間

か
ら

計
画

的
に

対
策

を
実

施
し

ま
す

。
　

御
指

摘
の

基
盤

か
ら

の
漏

水
に

つ
い

て
も
、

詳
細

点
検

で
は

考
慮

し
て

い
ま

す
。

そ
の

結
果

、
堤

防
に

悪
影

響
を

与
え

る
か

ど
う

か
が

整
備

実
施

の
ひ

と
つ

の
判

断
基
準

と
な

っ
て

い
ま

す
。

　
な

お
、

今
後

の
洪

水
で

漏
水

が
発

生
し

危
険
な

状
態

と
判

断
さ

れ
れ

ば
、

緊
急

的
な

整
備

も
実

施
す

る
こ
と

と
し

て
お

り
、

そ
の

旨
を

素
案

に
追

加
し

ま
す

。

【
修

正
素

案
P
9
6
】

4
-
1
-
1
　

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

(
1
)
 
重

信
川

3
)
 
堤

防
漏

水
対

策
　

漏
水

対
策

は
、

河
川

堤
防

設
計

指
針

等
に

基
づ

き
河

川
堤

防
の

浸
透

に
対

す
る

詳
細

点
検

を
平

成
2
0
年

度
ま

で
に

完
了

さ
せ

、
そ

の
結

果
を

踏
ま

え
実

施
す

る
。

そ
の

際
、

堤
防

漏
水

の
発

生
状

況
を

注
視

し
つ

つ
、

被
災

履
歴

、
被

災
規

模
、

現
在

の
堤

防
が

有
し

て
い

る
背

後
地

の
社

会
条

件
等

も
考

慮
し

、
優

先
度

が
高

い
区

間
か

ら
計

画
的

に
対

策
を

実
施

す
る

。
な

お
、

今
後

の
洪

水
で

漏
水

が
発

生
し

、
堤

防
が

危
険

な
状

態
と

判
断

さ
れ

れ
ば

、
緊

急
的

な
整

備
を

実
施

す
る

。

2
-
3
0

・
堤

防
改

修
に

つ
い

て
私

は
砥

部
町

高
尾

田
重

信
川

橋
直

上
流

の
堤

防
裾

に
住

ん
で

お
り

ま
す

。
古

老
の

話
で

は
、

堤
防

の
材

料
は

川
砂

利
を

積
み

あ
げ

た
も

の
で

、
漏

水
が

多
い

、
堤

防
の

の
り

面
は

石
張

り
で

強
固

に
見

え
ま

す
が

、
空

洞
化

し
て

い
な

い
の

で
し

ょ
う

か
、

南
海

地
震

の
発

生
時

と
洪

水
が

重
な

っ
た

時
、

砂
利

堤
防

だ
と

弱
い

の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

す
。

あ
る

一
定

間
隔

で
こ

こ
の

場
所

の
堤

防
の

材
質

は
ど

の
よ

う
な

も
の

で
あ

る
か

、
表

示
で

き
な

い
も

の
で

し
ょ

う
か

、
自

主
防

衛
の

た
め

、
危

険
を

察
知

し
避

難
の

気
構

え
も

、
誰

も
が

自
分

の
生

命
財

産
は

自
分

で
守

る
意

識
も

大
切

と
考

え
ま

す
。

　
例

え
ば

こ
の

地
域

で
は

こ
の

水
位

に
な

る
と

危
険

度
１

と
か

２
と

か
高

さ
の

表
示

を
し

、
住

民
の

川
へ

の
意

識
を

高
め

る
、

関
心

を
も

つ
よ

う
に

な
る

事
も

重
要

と
思

い
ま

す
。

河
川

の
環

境
問

題
も

重
要

で
す

が
、

我
々

住
民

が
安

心
し

て
暮

ら
せ

る
よ

う
、

河
川

改
修

に
力

添
え

下
さ

い
ま

す
様

お
願

い
申

し
あ

げ
ま

す
。

こ
の

度
の

河
川

整
備

計
画

の
件

は
、

義
理

の
父

か
ら

知
り

ま
し

た
。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ａ
Ｘ

さ
ん

・
堤

防
の

漏
水

対
策

に
つ

い
て

は
、

【
2
-
2
9】

の
意

見
に

対
す

る
「

河
川

管
理

者
の

回
答

」
と

同
じ

で
す

。
　

な
お

、
ご

質
問

の
堤

防
区

間
に

つ
い

て
は
、

今
後

、
河

川
堤

防
の

浸
透

に
対

す
る

詳
細

点
検

を
実

施
す

る
こ
と

と
し

て
い

ま
す

。

・
堤

防
の

漏
水

対
策

に
つ

い
て

は
、

【
2
-
2
9
】

の
意

見
に

対
す

る
「

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

」
と

同
じ

で
す

。

会
場

・
発

言
者
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
1
4/

5
3
）

２
．

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

治
水

－
６

　
堤

防
漏

水
対

策
に

つ
い

て
テ

ー
マ

/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

（
前

ペ
ー

ジ
の

続
き

）
（

前
ペ

ー
ジ

の
続

き
）

（
前

ペ
ー

ジ
の

続
き

）

（
前

ペ
ー

ジ
の

続
き

）

（
前

ペ
ー

ジ
の

続
き

）
・

分
か

り
や

す
い

洪
水

予
報

に
つ

い
て

は
、
平

成
1
9
年

出
水

期
か

ら
は

、
松

山
地

方
気

象
台

と
連

携
し

、
洪

水
の

危
険

の
レ

ベ
ル

を
わ

か
り

や
す

い
表

現
に

改
善

し
、

市
町
や

住
民

が
取

る
べ

き
避

難
行

動
等

と
の

関
連

が
わ

か
り

や
す

い
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

具
体

的
に

各
危

険
レ

ベ
ル

に
応

じ
て

次
の

よ
う
な

水
位

名
称

を
用

い
て

お
り

、
重

信
川

出
合

水
位

観
測

所
で

は
各

レ
ベ

ル
に

対
応

し
た

水
位

を
設

定
し

て
い

ま
す

。

レ
ベ

ル
５

：
標

題
：

は
ん

濫
発

生
情

報
　

　
（
氾

濫
発

生
）

レ
ベ

ル
４

：
標

題
：

は
ん

濫
危

険
情

報
　

　
　

　
　

　
水

位
名

称
：

は
ん

濫
危

険
水

位
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
出

合
５
．

１
０

ｍ
）

レ
ベ

ル
３

：
標

題
：

は
ん

濫
警

戒
情

報
　

　
　

　
　

　
水

位
名

称
：

避
難

判
断

水
位

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（

出
合

４
．

６
０

ｍ
）

レ
ベ

ル
２

：
標

題
：

は
ん

濫
注

意
情

報
　

　
　

　
　

　
水

位
名

称
：

は
ん

濫
注

意
水

位
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
出

合
３
．

０
０

ｍ
）

レ
ベ

ル
１

：
（

発
表

は
し

な
い

）
　

　
　

　
　

　
水

位
名

称
：

水
防

団
待

機
水

位
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
出

合
２
．

０
０

ｍ
）

（
前

ペ
ー

ジ
の

続
き

）
【

修
正

素
案

P
1
1
7
】

4
-
2
-
1
　

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
発

生
の

防
止

ま
た

は
軽

減
に

関
す

る
事

項
(
3
)
 
危

機
管

理
体

制
の

整
備

1
)
 
河

川
情

報
の

収
集

・
提

供
　

四
国

地
方

整
備

局
防

災
業

務
計

画
書

に
基

づ
き

、
洪

水
、

水
質

事
故

、
地

震
等

緊
急

時
に

は
、

迅
速

か
つ

的
確

に
河

川
情

報
等

を
収

集
し

一
般

住
民

の
避

難
、

水
防

活
動

の
た

め
の

情
報

と
し

て
愛

媛
県

を
通

じ
関

係
市

町
に

周
知

す
る

。
ま

た
、

報
道

機
関

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

、
携

帯
電

話
等

を
通

じ
て

一
般

住
民

へ
の

情
報

提
供

に
努

め
る

。
　

な
お

、
重

信
川

（
国

管
理

区
間

）
は

「
洪

水
予

報
河

川
」

に
指

定
さ

れ
て

お
り

、
気

象
台

と
共

同
し

て
洪

水
予

報
の

迅
速

な
発

令
を

行
う

と
と

も
に

、
関

係
機

関
に

迅
速

か
つ

確
実

な
情

報
連

絡
を

行
い

、
報

道
機

関
等

を
通

じ
て

地
域

住
民

等
へ

の
情

報
提

供
に

努
め

る
。

　
ま

た
、

石
手

川
は

「
水

位
周

知
河

川
」

に
指

定
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
愛

媛
県

と
共

同
し

て
避

難
判

断
・

水
位

情
報

に
つ

い
て

関
係

機
関

へ
の

迅
速

・
確

実
な

情
報

連
絡

を
行

な
う

と
と

も
に

報
道

機
関

等
を

通
じ

て
地

域
住

民
へ

の
情

報
の

周
知

に
努

め
る

。
　

さ
ら

に
、

水
防

警
報

の
迅

速
な

発
令

に
よ

り
円

滑
な

水
防

活
動

を
支

援
し

、
災

害
の

軽
減

を
図

る
と

と
も

に
、

洪
水

期
前

に
関

係
機

関
と

連
携

し
、

洪
水

対
応

演
習

、
水

防
工

法
訓

練
を

行
う

。

会
場

・
発

言
者
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
1
5/

5
3
）

２
．

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

治
水

－
７

　
大

規
模

地
震

対
策

に
つ

い
て

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

大
規

模
地

震
に

関
す

る
意

見
2
-
3
1

・
洪

水
だ

け
で

な
く

、
大

規
模

地
震

が
発

生
し

た
際

の
堤

防
の

安
全

性
に

つ
い

て
教

え
て

欲
し

い
。

市
町

長
松

前
町

長
　

東
南

海
・

南
海

地
震

に
よ

る
損

傷
・

機
能

低
下

等
の

恐
れ

の
あ

る
堤

防
、

排
水

門
等

の
河

川
管

理
施

設
に

つ
い
て

は
、

必
要

な
対

策
を

実
施

す
る

こ
と

を
記

載
し

て
い
る

と
こ

ろ
で

す
が

、
大

規
模

地
震

に
よ

る
被

災
等

の
状

況
に

つ
い
て

は
未

検
討

で
あ

り
、

今
後

、
調

査
検

討
を

進
め

て
い

き
た

い
と
考

え
て

お
り

、
「

3
-
4
 
洪

水
、

高
潮

等
に

よ
る

災
害

の
発

生
の

防
止

ま
た

は
軽

減
に

関
す

る
目

標
、

(
1
)
 
重

信
川

、
5
)
 
大

規
模
地

震
へ

の
対

策
」

お
よ

び
「

4
-
1
-
1
 
洪

水
、

高
潮

等
に

よ
る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

、
(
1
)
 
重

信
川
、

5
)
 
大

規
模

地
震

へ
の

対
策

」
に

お
い

て
、

追
記

し
ま

す
。

　
ま

た
、

地
震

発
生

を
想

定
し

、
地

方
自
治

体
と

連
携

し
て

、
減

災
に

向
け

た
ソ

フ
ト

対
策

を
実

施
し

ま
す
。

【
修

正
素

案
P
.
8
3
】

3
-
4
　

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

目
標

(
1
)
 
重

信
川

5
)
 
大

規
模

地
震

へ
の

対
策

　
東

南
海

・
南

海
地

震
に

よ
る

損
傷

・
機

能
低

下
等

の
恐

れ
の

あ
る

堤
防

、
排

水
門

等
の

河
川

管
理

施
設

に
つ

い
て

は
、

今
後

、
調

査
検

討
を

行
い

、
必

要
に

応
じ

て
対

策
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

被
害

発
生

の
防

止
を

図
る

。

【
修

正
素

案
P
9
6
】

4
-
1
-
1
　

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

(
1
)
 
重

信
川

5
)
 
大

規
模

地
震

へ
の

対
策

　
東

南
海

・
南

海
地

震
に

よ
る

損
傷

・
機

能
低

下
等

の
恐

れ
の

あ
る

堤
防

、
排

水
門

等
の

河
川

管
理

施
設

に
つ

い
て

は
、

今
後

、
調

査
検

討
を

行
い

、
必

要
な

対
策

を
実

施
す

る
。

　
ま

た
、

地
震

発
生

を
想

定
し

、
地

方
自

治
体

と
連

携
し

て
、

減
災

に
向

け
た

ソ
フ

ト
対

策
を

実
施

す
る

。

会
場

・
発

言
者
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
1
6/

5
3
）

２
．

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

治
水

－
８

　
洪

水
を

安
全

に
流

下
さ

せ
る

た
め

の
対

策
テ

ー
マ

/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

河
道

の
管

理
に

関
す

る
意

見
2
-
3
2

・
重

信
川

沿
い

に
住

ん
で

い
る

人
達

か
ら

、
河

床
が

上
が

っ
て

い
る

ん
じ

ゃ
な

い
か

と
い

う
指

摘
を

受
け

て
い

る
。

私
も

そ
う

い
う

心
配

は
な

い
と

い
う

話
は

す
る

が
、

ま
た

い
ろ

ん
な

機
会

で
国

の
ほ

う
も

住
民

の
皆

さ
ん

に
そ

れ
を

P
R
し

て
い

た
だ

け
れ

ば
と

思
う

。

市
町

長
松

前
町

長
　

河
床

の
変

動
状

況
を

、
川

幅
方

向
の

平
均

的
な

河
床

高
変

動
量

で
、

河
口

か
ら

上
流

ま
で

経
年

的
に

比
較
し

て
み

る
と

、
河

床
高

上
昇

量
(
堆

積
量

)
は

最
大

で
も

5
0
セ

ン
チ
以

下
で

す
。

ま
た

、
河

床
低

下
も

あ
る

の
で

、
こ

の
1
0
年

で
見

ま
す

と
ほ

ぼ
安

定
し

て
い

る
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

　
次

に
、

川
幅

方
向

の
変

化
を

見
る

と
、

近
年
、

河
道

内
に

樹
木

や
草

本
が

繁
茂

し
て

お
り

、
河

口
か

ら
石

手
川
合

流
点

で
は

そ
れ

ら
が

土
砂

を
堆

積
さ

せ
、

砂
州

高
を

上
昇
さ

せ
る

一
方

で
、

そ
の

対
岸

の
低

水
路

部
の

河
床

を
低

下
さ

せ
る

と
い

う
二

極
化

現
象

が
進

行
し

て
い

ま
す

。
こ

の
二

極
化
現

象
に

見
ら

れ
る

よ
う

に
、

中
州

高
の

上
昇

を
見

ら
れ

て
、
河

床
が

上
が

っ
て

い
る

と
お

っ
し

ゃ
っ

て
い

る
の

か
も

し
れ
ま

せ
ん

。
　

「
2
-
1
-
3
　

治
水

の
現

状
の

課
題

」
に

お
い
て

、
重

信
川

の
河

床
変

動
の

状
況

に
つ

い
て

コ
ラ

ム
で

追
加

記
載

し
ま

す
。

【
修

正
素

案
P
2
6
-
1
】

2
-
1
-
3
　

治
水

の
現

状
の

課
題

《
コ

ラ
ム

》
重

信
川

の
河

床
高

の
経

年
変

化
(
7
行

目
)

　
砂

利
採

取
規

制
後

の
昭

和
4
2
年

か
ら

平
成

3
年

に
か

け
て

は
、

砥
部

川
合

流
点

上
流

の
土

砂
が

下
流

に
流

出
し

た
と

考
え

ら
れ

、
砥

部
川

合
流

点
上

流
で

ゆ
る

や
か

な
河

床
低

下
、

下
流

で
ゆ

る
や

か
に

河
床

堆
積

し
た

も
の

と
思

わ
れ

る
。

近
年

は
大

き
な

変
動

は
な

く
、

安
定

傾
向

に
あ

る
。

【
修

正
素

案
P
3
0
】

2
-
1
-
3
　

治
水

の
現

状
の

課
題

(
1
3
行

目
)

　
ま

た
、

近
年

、
河

道
内

に
樹

木
や

植
生

が
繁

茂
し

て
お

り
、

河
口

か
ら

石
手

川
合

流
点

で
は

そ
れ

ら
が

土
砂

を
堆

積
さ

せ
、

砂
州

高
を

上
昇

さ
せ

る
一

方
で

、
そ

の
対

岸
の

低
水

路
部

の
河

床
を

低
下

さ
せ

る
と

い
う

二
極

化
現

象
が

進
行

し
て

い
る

。

2
-
3
3

・
久

谷
大

橋
や

重
信

橋
を

よ
く

通
る

の
で

す
が

、
砂

利
で

河
川

が
相

当
高

く
な

っ
て

い
ま

す
。

砂
利

は
採

取
で

き
な

い
の

で
し

ょ
う

か
。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ｖ
さ

ん
　

重
信

川
の

河
床

の
一

部
で

は
、

植
物

が
繁

茂
す

る
こ

と
に

よ
る

土
砂

の
堆

積
と

、
そ

の
反

対
の

岸
で

は
深

掘
れ

が
進

行
す

る
と

い
う

現
象

（
河

床
の

二
極

化
）

が
発

生
し

て
い
ま

す
。

　
こ

れ
ら

の
箇

所
に

お
い

て
は

、
局

所
的

な
深

掘
れ

等
に

よ
る

災
害

防
止

及
び

現
況

流
下

能
力

の
維

持
を

目
的
と

し
て

、
こ

れ
ま

で
も

河
川

の
維

持
掘

削
、

河
床

整
正

、
樹

木
伐
開

等
の

適
切

な
土

砂
管

理
及

び
樹

木
管

理
を

行
っ

て
き
て

お
り

、
今

後
も

河
床

の
河

川
巡

視
や

河
川

測
量

等
に

よ
る

定
期

的
な

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

を
行

う
と

と
も

に
、

土
砂

堆
積

に
よ

り
洪

水
の

流
下

に
支

障
が

生
じ

て
い

な
い

か
、

局
所

的
な

深
掘
れ

の
状

態
は

ど
う

か
等

の
河

道
状

況
を

十
分

に
把

握
し

た
上

で
、

必
要

に
応

じ
て

学
識

経
験

者
に

意
見

を
求

め
、

適
切

な
対

策
を

継
続

し
て

実
施

し
ま

す
。

【
修

正
素

案
P
1
1
2
】

4
-
2
-
1
　

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
発

生
の

防
止

ま
た

は
軽

減
に

関
す

る
事

項
(
1
)
 
河

川
の

維
持

管
理

1
)
 
河

道
の

維
持

管
理

　
現

況
河

道
の

局
所

的
な

深
掘

れ
等

に
よ

る
災

害
防

止
及

び
現

況
流

下
能

力
の

維
持

の
観

点
か

ら
、

河
床

の
維

持
掘

削
、

整
正

な
ど

、
適

切
な

土
砂

管
理

を
行

う
。

そ
の

た
め

、
偏

っ
た

流
れ

の
発

生
箇

所
、

局
所

的
な

深
掘

れ
の

実
績

箇
所

の
う

ち
、

未
対

策
箇

所
、

水
衝

部
な

ど
の

危
険

箇
所

、
樹

木
繁

茂
箇

所
、

河
道

横
断

面
上

二
極

化
傾

向
の

現
れ

て
い

る
箇

所
な

ど
で

重
点

的
に

河
川

巡
視

を
行

う
。

な
お

、
深

掘
れ

や
土

砂
管

理
の

具
体

的
な

管
理

水
準

に
つ

い
て

は
、

今
後

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

結
果

を
踏

ま
え

検
討

を
行

う
。

会
場

・
発

言
者
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
1
7/

5
3
）

２
．

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

治
水

－
８

　
洪

水
を

安
全

に
流

下
さ

せ
る

た
め

の
対

策
テ

ー
マ

/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

河
道

の
管

理
に

関
す

る
意

見
2
-
3
4

・
川

の
砂

を
の

け
る

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ａ
Ｆ

さ
ん

（
前

ペ
ー

ジ
の

続
き

）
（

前
ペ

ー
ジ

の
続

き
）

【
修

正
素

案
P
1
1
3
】

(
4
行

目
)

2
)
 
河

道
内

樹
木

の
維

持
管

理
　

重
信

川
の

河
道

に
は

、
全

川
に

ヨ
シ

、
ハ

ギ
等

の
草

本
類

が
繁

茂
し

て
い

る
が

、
部

分
的

に
ヤ

ナ
ギ

、
セ

ン
ダ

ン
、

ハ
リ

エ
ン

ジ
ュ

等
の

高
木

の
群

生
が

見
ら

れ
る

。
こ

れ
ら

の
箇

所
は

、
樹

木
の

繁
茂

状
況

に
よ

っ
て

は
流

下
能

力
不

足
や

局
所

的
な

深
掘

れ
の

助
長

、
さ

ら
に

は
河

川
管

理
施

設
の

損
傷

要
因

と
な

る
た

め
、

河
川

管
理

上
支

障
と

な
る

可
能

性
が

あ
る

。
し

た
が

っ
て

、
現

況
河

道
の

流
下

能
力

の
維

持
や

局
所

的
な

深
掘

れ
等

に
よ

る
災

害
防

止
を

目
的

と
し

て
、

河
川

巡
視

、
河

川
縦

横
断

測
量

等
に

よ
る

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実

施
し

、
適

切
な

時
期

に
樹

木
伐

開
を

行
う

と
と

も
に

、
必

要
に

応
じ

て
河

床
整

正
を

実
施

す
る

。
樹

木
管

理
の

具
体

的
な

管
理

基
準

に
つ

い
て

は
、

今
後

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

結
果

を
踏

ま
え

検
討

を
行

う
。

2
-
3
5

・
毎

日
表

川
沿

い
を

自
転

車
通

勤
し

て
い

ま
す

が
ら

く
れ

ん
前

（
南

）
の

所
を

中
心

に
大

き
な

丈
の

草
が

繁
茂

し
て

い
ま

す
。

早
急

に
川

底
の

土
を

除
く

必
要

が
あ

る
と

思
い

ま
す

。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ａ
Ｌ

さ
ん

2
-
3
6

③
河

川
内

の
樹

木
の

伐
採

及
び

浚
渫

工
事

を
望

む
。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ａ
Ｓ

さ
ん

2
-
3
7

・
重

信
川

下
流

中
州

除
去

の
お

願
い

!
!

出
合

橋
下

流
（

余
戸

～
東

垣
生

）
間

に
大

き
な

中
州

が
あ

る
為

、
大

規
模

な
洪

水
が

発
生

す
る

と
東

垣
生

側
の

堤
防

の
決

壊
が

大
で

あ
る

。
除

去
し

て
下

さ
い

。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ａ
Ｘ

さ
ん

会
場

・
発

言
者
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
1
8/

5
3
）

２
．

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

治
水

－
８

　
洪

水
を

安
全

に
流

下
さ

せ
る

た
め

の
対

策
テ

ー
マ

/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

河
道

内
樹

木
の

管
理

に
関

す
る

意
見

2
-
3
8

・
河

川
の

中
州

に
あ

る
雑

木
の

撤
去

(
洪

水
の

流
れ

を
阻

害
す

る
恐

れ
が

あ
る

か
ら

)
パ

ブ
コ

メ
住

民
Ａ

Ｇ
さ

ん
　

重
信

川
の

河
床

の
一

部
で

は
、

植
物

が
繁

茂
す

る
こ

と
に

よ
る

土
砂

の
堆

積
と

、
そ

の
反

対
の

岸
で

は
深

掘
れ

が
進

行
す

る
と

い
う

現
象

（
河

床
の

二
極

化
）

が
発

生
し

て
い
ま

す
。

　
こ

れ
ら

の
箇

所
に

お
い

て
は

、
局

所
的

な
深

掘
れ

等
に

よ
る

災
害

防
止

及
び

現
況

流
下

能
力

の
維

持
を

目
的
と

し
て

、
こ

れ
ま

で
も

河
川

の
維

持
掘

削
、

河
床

整
正

、
樹

木
伐
開

等
の

適
切

な
土

砂
管

理
及

び
樹

木
管

理
を

行
っ

て
き
て

お
り

、
今

後
も

河
床

の
河

川
巡

視
や

河
川

測
量

等
に

よ
る

定
期

的
な

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

を
行

う
と

と
も

に
、

土
砂

堆
積

に
よ

り
洪

水
の

流
下

に
支

障
が

生
じ

て
い

な
い

か
、

局
所

的
な

深
掘
れ

の
状

態
は

ど
う

か
等

の
河

道
状

況
を

十
分

に
把

握
し

た
上

で
、

必
要

に
応

じ
て

学
識

経
験

者
に

意
見

を
求

め
、

適
切

な
対

策
を

継
続

し
て

実
施

し
ま

す
。

【
修

正
素

案
P
1
1
2
】

4
-
2
　

河
川

の
維

持
の

目
的

、
種

類
及

び
施

工
の

場
所

4
-
2
-
1
　

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
発

生
の

防
止

ま
た

は
軽

減
に

関
す

る
事

項
(
1
)
 
河

川
の

維
持

管
理

1
)
 
河

道
の

維
持

管
理

　
現

況
河

道
の

局
所

的
な

深
掘

れ
等

に
よ

る
災

害
防

止
及

び
現

況
流

下
能

力
の

維
持

の
観

点
か

ら
、

河
床

の
維

持
掘

削
、

整
正

な
ど

、
適

切
な

土
砂

管
理

を
行

う
。

そ
の

た
め

、
偏

っ
た

流
れ

の
発

生
箇

所
、

局
所

的
な

深
掘

れ
の

実
績

箇
所

の
う

ち
、

未
対

策
箇

所
、

水
衝

部
な

ど
の

危
険

箇
所

、
樹

木
繁

茂
箇

所
、

河
道

横
断

面
上

二
極

化
傾

向
の

現
れ

て
い

る
箇

所
な

ど
で

重
点

的
に

河
川

巡
視

を
行

う
。

な
お

、
深

掘
れ

や
土

砂
管

理
の

具
体

的
な

管
理

水
準

に
つ

い
て

は
、

今
後

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

結
果

を
踏

ま
え

検
討

を
行

う
。

2
-
3
9

・
支

障
が

あ
る

樹
木

な
ど

を
撤

去
す

る
の

は
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

で
は

難
し

い
も

の
が

あ
る

。
河

道
内

の
樹

木
管

理
を

お
願

い
し

た
い

。

流
域

住
民

(
第

二
会

場
)

住
民

Ｃ
さ

ん

2
-
4
0

・
重

信
川

河
川

の
ヨ

シ
原

、
　

樹
木

の
撤

去
、

出
合

橋
付

近
が

ヨ
シ

原
、

樹
木

が
多

い
。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ｚ
さ

ん

2
-
4
1

・
河

川
の

樹
木

が
多

い
の

で
そ

の
伐

採
に

つ
い

て
も

お
願

い
し

た
い

。
市

町
長

砥
部

町
長

会
場

・
発

言
者

【
修

正
素

案
P
1
1
3
】

(
4
行

目
)

2
)
 
河

道
内

樹
木

の
維

持
管

理
　

重
信

川
の

河
道

に
は

、
全

川
に

ヨ
シ

、
ハ

ギ
等

の
草

本
類

が
繁

茂
し

て
い

る
が

、
部

分
的

に
ヤ

ナ
ギ

、
セ

ン
ダ

ン
、

ハ
リ

エ
ン

ジ
ュ

等
の

高
木

の
群

生
が

見
ら

れ
る

。
こ

れ
ら

の
箇

所
は

、
樹

木
の

繁
茂

状
況

に
よ

っ
て

は
流

下
能

力
不

足
や

局
所

的
な

深
掘

れ
の

助
長

、
さ

ら
に

は
河

川
管

理
施

設
の

損
傷

要
因

と
な

る
た

め
、

河
川

管
理

上
支

障
と

な
る

可
能

性
が

あ
る

。
し

た
が

っ
て

、
現

況
河

道
の

流
下

能
力

の
維

持
や

局
所

的
な

深
掘

れ
等

に
よ

る
災

害
防

止
を

目
的

と
し

て
、

河
川

巡
視

、
河

川
縦

横
断

測
量

等
に

よ
る

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実

施
し

、
適

切
な

時
期

に
樹

木
伐

開
を

行
う

と
と

も
に

、
必

要
に

応
じ

て
河

床
整

正
を

実
施

す
る

。
樹

木
管

理
の

具
体

的
な

管
理

基
準

に
つ

い
て

は
、

今
後

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

結
果

を
踏

ま
え

検
討

を
行

う
。
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
1
9/

5
3
）

２
．

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

治
水

－
９

　
危

機
管

理
に

つ
い

て
テ

ー
マ

/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

防
災

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

に
関

す
る

意
見

2
-
4
2

・
今

年
５

月
に

完
成

し
た

河
川

防
災

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

を
基

本
と

す
る

更
な

る
防

災
対

策
・

体
制

の
強

化
を

お
願

い
し

た
い

。

市
町

長
伊

予
市

長
　

河
川

防
災

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

は
、
災

害
時

の
水

防
活

動
や

応
急

復
旧

の
拠

点
と

し
て

、
ヘ

リ
ポ
ー

ト
、

水
防

作
業

ヤ
ー

ド
な

ど
を

整
備

し
、

現
在

運
用

を
図

っ
て

い
ま

す
。

さ
ら

に
、

松
山

市
水

防
セ

ン
タ

ー
を

関
係

機
関

と
連

携
し

て
整

備
し

平
成

1
9
年

度
よ

り
供

用
開

始
し

て
い

ま
す

。
　

防
災

体
制

に
つ

い
て

は
、

今
後

さ
ら

に
重

信
川
沿

川
の

3
市

2
町

と
連

携
し

て
広

域
的

な
防

災
対

策
、

体
制
の

整
備

強
化

を
進

め
て

行
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

「
4
-
1
-1
 
洪

水
、

高
潮

等
に

よ
る

災
害

の
発

生
の

防
止

ま
た

は
軽

減
に
関

す
る

事
項

、
7
)

防
災

関
連

施
設

の
整

備
、

①
河

川
防

災
ス

テ
ー
シ

ョ
ン

・
水

防
拠

点
等

の
活

用
」

に
お

い
て

、
こ

れ
を

追
記
し

ま
す

。

【
修

正
素

案
P
9
7
】

4
-
1
-
1
　

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

7
)
 
防

災
関

連
施

設
の

整
備

①
河

川
防

災
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
・

水
防

拠
点

等
の

活
用

　
災

害
時

に
お

け
る

水
防

活
動

や
応

急
復

旧
の

拠
点

と
し

て
、

ヘ
リ

ポ
ー

ト
、

水
防

作
業

ヤ
ー

ド
、

土
砂

・
備

蓄
ブ

ロ
ッ

ク
等

の
水

防
資

機
材

の
備

蓄
場

所
、

水
防

活
動

の
た

め
の

車
両

が
方

向
転

換
す

る
た

め
の

場
所

（
車

両
交

換
場

所
）

の
整

備
を

平
成

1
8
年

度
ま

で
に

完
成

さ
せ

、
現

在
運

用
を

図
っ

て
い

る
。

　
そ

れ
ら

に
加

え
て

災
害

情
報

の
集

配
信

機
能

、
水

防
団

等
の

活
動

拠
点

機
能

、
地

域
住

民
等

の
避

難
場

所
の

機
能

を
持

た
せ

た
松

山
市

水
防

セ
ン

タ
ー

を
関

係
機

関
と

連
携

し
て

整
備

し
平

成
1
9
年

度
よ

り
供

用
開

始
し

て
い

る
。

　
な

お
、

平
常

時
は

、
関

係
機

関
と

連
携

し
、

河
川

情
報

の
発

信
、

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

の
場

等
と

し
て

の
活

用
を

図
っ

て
い

く
。

　
防

災
体

制
の

整
備

に
つ

い
て

は
、

今
後

さ
ら

に
重

信
川

沿
川

の
3
市

2
町

と
連

携
し

て
広

域
的

な
防

災
対

策
、

体
制

の
整

備
強

化
に

努
め

る
。

防
災

訓
練

に
関

す
る

意
見

2
-
4
3

・
川

が
け

っ
か

い
し

た
と

き
の

防
災

く
ん

れ
ん

を
し

て
パ

ブ
コ

メ
住

民
Ｕ

さ
ん

防
災

意
識

の
高

揚
に

関
す

る
意

見
2
-
4
4

・
住

民
が

忘
れ

か
け

て
い

る
水

の
怖

さ
と

、
い

ざ
と

い
う

時
に

ど
う

す
れ

ば
い

い
か

と
い

う
こ

と
を

訴
え

て
い

き
た

い
。

市
町

長
砥

部
町

長

【
修

正
素

案
P
1
1
7
～

P
1
1
9
】

4
-
2
-
1
　

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
発

生
の

防
止

ま
た

は
軽

減
に

関
す

る
事

項
(
3
)
 
危

機
管

理
体

制
の

整
備

1
)
 
河

川
情

報
の

収
集

・
提

供
（

1
1
行

目
)

　
さ

ら
に

、
水

防
警

報
の

迅
速

な
発

令
に

よ
り

円
滑

な
水

防
活

動
を

支
援

し
、

災
害

の
軽

減
を

図
る

と
と

も
に

、
洪

水
期

前
に

関
係

機
関

と
連

携
し

、
洪

水
対

応
演

習
、

水
防

工
法

訓
練

を
行

う
。

3
)
 
洪

水
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
活

用
（

4
行

目
)

　
さ

ら
に

、
地

域
住

民
、

学
校

、
企

業
等

が
水

害
に

対
す

る
意

識
を

高
め

、
洪

水
時

に
自

主
的

か
つ

適
切

な
行

動
が

と
れ

る
よ

う
に

、
洪

水
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
活

用
し

た
避

難
訓

練
、

避
難

計
画

検
討

等
の

取
り

組
み

に
つ

い
て

必
要

な
支

援
、

協
力

を
行

う
。

5
)
 
水

害
防

止
体

制
の

構
築

　
地

域
住

民
、

水
防

団
、

自
治

体
、

河
川

管
理

者
等

に
よ

る
自

助
、

共
助

、
公

助
の

連
携

、
協

働
が

重
要

で
あ

る
。

そ
こ

で
、

国
、

県
及

び
市

町
で

構
成

す
る

「
災

害
情

報
協

議
会

」
等

に
よ

り
関

係
機

関
と

協
力

し
、

地
域

住
民

、
水

防
団

、
自

治
体

、
河

川
管

理
者

等
が

洪
水

時
に

的
確

に
行

動
し

、
被

害
を

で
き

る
だ

け
軽

減
す

る
た

め
の

防
災

体
制

や
連

絡
体

制
の

一
層

の
強

化
を

図
る

。

　
関

係
機

関
と

の
連

携
に

よ
り

、
被

害
を

で
き
る

だ
け

軽
減

す
る

た
め

の
防

災
体

制
や

連
絡

体
制

の
一

層
の
強

化
を

図
り

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

　
今

後
も

洪
水

期
前

に
関

係
機

関
と

連
携

し
、

洪
水

対
応

演
習

や
水

防
訓

練
な

ど
を

行
っ

て
い

き
ま

す
。

　
ま

た
、

地
域

住
民

、
学

校
、

企
業

等
が

水
害
に

対
す

る
意

識
を

高
め

、
洪

水
時

に
自

主
的

か
つ

適
切

な
行

動
が

と
れ

る
よ

う
に

、
洪

水
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
活

用
し

た
避

難
訓
練

、
避

難
計

画
検

討
な

ど
の

取
り

組
み

に
つ

い
て

必
要

な
支

援
、

協
力

を
行

い
ま

す
。

会
場

・
発

言
者
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
2
0/

5
3
）

２
．

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

治
水

－
９

　
危

機
管

理
に

つ
い

て
テ

ー
マ

/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

想
定

氾
濫

区
域

図
に

関
す

る
意

見
2
-
4
5

・
河

川
整

備
計

画
に

お
い

て
、

洪
水

の
浸

水
想

定
範

囲
は

ど
の

よ
う

に
変

わ
る

の
か

な
ど

効
果

を
分

か
り

や
す

く
表

現
で

な
い

か
。

流
域

住
民

(
第

一
会

場
)

住
民

Ｇ
さ

ん
　

重
信

川
の

浸
水

想
定

区
域

図
は

、
水

防
法
の

規
定

に
よ

り
指

定
さ

れ
た

重
信

川
の

洪
水

予
報

区
間

に
つ

い
て

、
浸

水
想

定
区

域
と

当
該

区
域

が
浸

水
し

た
場

合
に

想
定

さ
れ

る
水

深
を

示
し

た
も

の
で

、
平

成
1
4
年

１
月

に
公

表
し

て
い
ま

す
。

こ
の

浸
水

想
定

区
域

等
は

、
指

定
時

点
の

重
信

川
の

河
道
の

整
備

状
況

及
び

石
手

川
ダ

ム
の

洪
水

調
節

施
設

の
状

況
等
を

勘
案

し
て

、
洪

水
防

御
に

関
す

る
計

画
の

基
本

と
な

る
降

雨
で

あ
る

概
ね

1
5
0
年

に
一

回
程

度
起

こ
る

大
雨

が
降

っ
た

こ
と

に
よ

り
重

信
川

が
は

ん
濫

し
た

場
合

に
想

定
さ

れ
る

浸
水

の
状

況
を

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

り
求

め
た

も
の

で
す

。
な

お
、
こ

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
に

当
た

っ
て

は
、

支
川

の
は

ん
濫

、
想

定
を

越
え

る
降

雨
、

高
潮

、
内

水
に

よ
る

は
ん

濫
等

を
考

慮
し

て
い

ま
せ

ん
の

で
、

こ
の

浸
水

想
定

区
域

に
指

定
さ

れ
て
い

な
い

区
域

に
お

い
て

も
浸

水
が

発
生

す
る

場
合

や
、

想
定

さ
れ

る
水

深
が

実
際

の
浸

水
深

と
異

な
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

　
な

お
、

浸
水

想
定

区
域

の
指

定
の

変
更

に
つ

い
て

は
規

定
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
は

ん
濫

想
定

地
点

を
順

次
変
え

て
計

算
し

、
そ

れ
ぞ

れ
の

地
点

に
お

け
る

浸
水

の
範

囲
及
び

浸
水

し
た

場
合

に
想

定
さ

れ
る

水
深

を
求

め
、

こ
の

う
ち

浸
水
の

範
囲

の
す

べ
て

を
包

括
し

て
得

ら
れ

る
区

域
を

浸
水

想
定

区
域

と
し

て
い

る
た

め
、

一
部

区
間

の
堤

防
強

化
に

応
じ

て
大
き

く
か

わ
る

も
の

で
は

あ
り

ま
せ

ん
が

、
堤

防
補

強
に

よ
っ
て

決
壊

に
対

す
る

安
全

性
は

向
上

す
る

こ
と

と
な

り
ま

す
。

－

2
-
4
6

①
想

定
氾

濫
区

域
内

の
小

区
域

毎
の

標
高

が
知

り
た

い
。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ａ
Ｒ

さ
ん

2
-
4
7

・
氾

濫
域

図
で

は
、

わ
か

り
に

く
い

。
パ

ブ
コ

メ
住

民
Ｂ

Ｇ
さ

ん

2
-
4
8

・
W
E
B
で

検
索

で
き

る
な

ど
し

て
も

ら
え

る
と

便
利

。
パ

ブ
コ

メ
住

民
Ｂ

Ｇ
さ

ん

2
-
4
9

・
付

属
病

院
に

勤
務

し
て

い
る

が
、

河
川

整
備

で
ど

の
よ

う
な

工
事

が
あ

り
、

ど
の

よ
う

な
リ

ス
ク

が
あ

る
の

か
。

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

が
あ

る
と

良
い

の
で

は
な

い
か

。
説

明
責

任
を

果
た

し
て

も
ら

え
る

と
よ

い
の

で
は

な
い

か
。

そ
の

よ
う

な
デ

ー
タ

が
提

供
さ

れ
る

と
良

い
の

で
は

な
い

か
。

社
会

と
し

て
こ

の
よ

う
な

状
況

を
目

指
し

て
い

る
と

い
う

よ
う

な
資

料
が

で
き

な
い

か
。

リ
ス

ク
を

回
避

す
る

判
断

基
準

が
欲

し
い

。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ｂ
Ｇ

さ
ん

　
治

水
、

利
水

に
関

わ
る

情
報

、
自

然
環
境

や
河

川
利

用
状

況
に

関
わ

る
情

報
等

を
収

集
、

整
理

し
、

効
率

的
に

発
信

す
る

と
と

も
に

、
関

係
機

関
や

地
域

住
民

と
そ

の
情

報
を

共
有

で
き

る
よ

う
な

施
設

整
備

、
体

制
づ

く
り

を
進

め
ま

す
。

　
地

域
住

民
、

学
校

、
企

業
等

が
水

害
に

対
す

る
意

識
を

高
め

、
洪

水
時

に
自

主
的

で
適

切
な

行
動

が
と

れ
る

よ
う

に
、

洪
水

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
を

活
用

し
た

避
難

訓
練

、
避

難
計

画
検

討
等

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
必

要
な

支
援

、
協

力
を

行
い

ま
す

。
　

ま
た

、
洪

水
に

よ
る

被
害

の
発

生
を

防
止
、

軽
減

す
る

た
め

に
は

、
関

係
機

関
の

責
務

を
果

た
す

と
と

も
に
、

相
互

に
連

携
、

協
力

し
て

防
災

対
策

に
取

り
組

む
こ

と
が

重
要

で
す

。
 
な

お
、

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
は

重
信

川
流

域
関

係
５

市
町

に
お

い
て

作
成

さ
れ

て
い

ま
す

。

－

　
想

定
氾

濫
区

域
図

に
つ

い
て

の
ご

質
問

は
、

松
山

河
川

国
道

事
務

所
に

お
問

い
合

わ
せ

下
さ

い
。

－

会
場

・
発

言
者

40



重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
2
1/

5
3
）

3
.
　

河
川

水
の

適
正

な
利

用
及

び
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

利
水

－
１

　
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

に
つ

い
て

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

瀬
切

れ
に

関
す

る
意

見
3
-
1

・
重

信
川

の
水

量
あ

る
い

は
周

辺
地

下
水

位
が

低
下

傾
向

に
あ

る
原

因
を

分
析

し
て

お
ら

れ
た

ら
教

え
て

く
だ

さ
い

。

学
識

者
佐

藤
委

員
　

川
に

水
が

流
れ

て
い

な
い

原
因

は
、

い
ろ

い
ろ

考
え

ら
れ

ま
す

。
流

域
の

保
水

能
力

の
低

下
、

市
街

化
が
進

ん
で

道
路

が
舗

装
さ

れ
た

こ
と

な
ど

か
ら

洪
水

時
に

一
気

に
流

出
し

普
段

ゆ
っ

く
り

と
流

出
し

て
い

る
水

が
少

な
く

な
っ

て
き

て
い

る
こ

と
、

ま
た

下
水

道
の

整
備

が
進

む
こ

と
で

水
が

川
に

戻
ら

ず
に

海
へ

直
接

出
て

行
っ

て
し

ま
う

こ
と

な
ど

、
水

収
支
の

関
係

か
ら

、
川

へ
出

て
来

る
普

段
の

平
水

時
の

水
量

が
か

な
り

少
な

く
な

っ
て

い
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
て

い
ま

す
。

　
流

域
内

で
地

下
水

の
利

用
も

、
人

口
の

増
加
に

従
っ

て
増

え
て

い
ま

す
。

そ
う

い
っ

た
諸

々
の

要
因

が
重
な

り
合

っ
て

、
川

へ
出

て
く

る
水

量
が

年
々

減
っ

て
き

て
い

る
の
で

は
な

い
か

と
考

え
て

い
ま

す
。

川
に

出
て

く
る

水
量

が
少
な

く
な

る
と

、
瀬

切
れ

が
起

こ
る

期
間

が
長

く
な

り
、

瀬
切

れ
が
起

こ
っ

て
い

る
延

長
も

長
く

な
る

と
い

う
問

題
が

生
じ

て
い
る

と
考

え
て

い
ま

す
。

重
信

川
は

扇
状

地
河

川
な

の
で

、
瀬

切
れ

は
昔

か
ら

あ
っ

た
と

聞
い

て
い

ま
す

。
最

近
は

そ
れ

が
拡

大
傾
向

に
あ

り
ま

す
。

－

3
-
2

・
川

に
水

が
流

れ
て

い
な

く
非

常
に

寂
し

い
。

川
に

水
が

流
れ

な
く

な
っ

た
原

因
は

何
か

。
ま

た
何

か
い

い
案

は
あ

り
ま

す
か

。

流
域

住
民

(
第

二
会

場
)

住
民

Ａ
さ

ん
　

重
信

川
中

流
域

の
河

道
は

、
扇

状
地

河
川
で

流
水

が
伏

流
し

や
す

い
の

で
、

昔
か

ら
渇

水
時

に
は

瀬
切

れ
が
発

生
し

て
ま

す
。

石
手

川
合

流
点

か
ら

砥
部

川
合

流
点

ま
で

の
間

で
は

年
間

の
半

分
以

上
の

期
間

で
瀬

切
れ

が
発

生
し

、
砥

部
川

合
流

点
か

ら
上

流
端

ま
で

の
間

は
７

割
以

上
の

期
間

で
発

生
し

て
い

ま
す

。
さ

ら
に

、
近

年
、

瀬
切

れ
の

発
生

区
間

が
拡

大
し

、
瀬

切
れ

期
間

も
長

期
化

の
傾

向
に

あ
り

ま
す

の
で
、

水
域

の
生

物
の

生
息

環
境

に
大

き
な

影
響

を
及

ぼ
し

て
い

ま
す
。

　
背

切
れ

の
現

状
と

課
題

に
つ

い
て

は
、

「
2
-
2
 
河

川
の

適
正

な
利

用
及

び
流

水
の

正
常

な
機

能
に

関
す

る
現

状
と

課
題

、
2
-

2
-
2
　

現
況

の
流

況
、

(
2
)
松

山
平

野
の

地
下

水
、

伏
流

水
の

状
況

」
に

お
い

て
、

瀬
切

れ
の

状
況

に
つ

い
て

コ
ラ

ム
を

新
た

に
追

加
記

載
し

ま
す

。

【
修

正
素

案
P
5
5
】

2
-
2
-
4
　

課
題

　
重

信
川

で
は

、
扇

状
地

河
川

と
い

う
地

形
的

な
特

徴
と

、
気

象
や

流
域

の
土

地
利

用
、

水
利

用
の

変
化

な
ど

諸
要

因
か

ら
河

川
流

量
の

減
少

や
地

下
水

位
の

低
下

、
瀬

切
れ

の
拡

大
、

水
質

の
悪

化
な

ど
の

課
題

が
生

じ
て

い
る

。
こ

の
た

め
、

松
山

地
域

の
限

ら
れ

た
水

資
源

を
有

効
に

活
用

す
る

と
い

う
観

点
か

ら
、

河
川

水
、

地
下

水
の

調
査

研
究

や
適

切
な

管
理

は
重

要
で

あ
り

、
関

係
機

関
と

連
携

し
て

健
全

な
水

循
環

の
構

築
を

目
指

す
必

要
が

あ
る

。
　

ま
た

、
河

川
の

流
水

の
正

常
な

機
能

を
維

持
す

る
流

量
に

関
し

て
は

、
生

物
の

生
息

、
生

育
環

境
の

保
全

や
安

定
し

た
水

利
用

の
観

点
等

か
ら

河
川

水
の

伏
没

、
還

元
機

構
の

解
明

な
ど

の
調

査
研

究
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

。

【
修

正
素

案
P
4
7
-
1
】

《
コ

ラ
ム

》
　

瀬
切

れ
　

重
信

川
中

流
域

(
石

手
川

合
流

点
～

国
管

理
区

間
上

流
端

)
の

河
道

は
、

扇
状

地
河

川
で

あ
り

、
流

水
が

伏
流

し
や

す
い

た
め

、
昔

か
ら

渇
水

時
に

は
瀬

切
れ

が
発

生
し

て
お

り
、

現
在

、
石

手
川

合
流

点
か

ら
砥

部
川

合
流

点
ま

で
の

間
で

は
年

間
の

半
分

以
上

の
期

間
で

瀬
切

れ
が

発
生

、
砥

部
川

合
流

点
か

ら
上

流
端

ま
で

の
間

は
７

割
以

上
の

期
間

で
瀬

切
れ

が
発

生
し

て
い

る
。

さ
ら

に
、

近
年

、
瀬

切
れ

の
発

生
期

間
は

長
期

化
、

ま
た

、
発

生
区

間
は

拡
大

の
傾

向
に

あ
り

、
水

域
の

生
物

の
生

息
環

境
に

大
き

な
影

響
を

及
ぼ

し
て

い
る

。

会
場

・
発

言
者

41



重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
2
2/

5
3
）

3
.
　

河
川

水
の

適
正

な
利

用
及

び
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

利
水

－
１

　
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

に
つ

い
て

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

瀬
切

れ
に

関
す

る
意

見
3
-
3

・
川

は
水

が
流

れ
て

こ
そ

川
と

い
う

認
識

が
あ

り
、

瀬
切

れ
の

な
い

河
川

に
す

る
た

め
の

整
備

を
お

願
い

し
た

い
。

市
町

長
砥

部
町

長
（

前
ペ

ー
ジ

の
続

き
）

　
河

川
の

流
水

の
正

常
な

機
能

を
維

持
す

る
流

量
に

関
し

て
は

、
生

物
の

生
息

、
生

育
環

境
の

保
全

や
安

定
し

た
水

利
用

の
観

点
等

か
ら

河
川

水
の

伏
没

、
還

元
機

構
の
解

明
な

ど
の

調
査

研
究

を
進

め
て

い
き

ま
す

。
ま

た
、

水
量

確
保

の
対

策
案

に
つ

い
て

、
河

川
水
、

地
下

水
の

適
切

な
管

理
、

関
係

機
関

と
連

携
し

、
人

間
と

自
然

の
水

利
用

の
配

分
が

適
切

と
な

る
健

全
な

水
循

環
を

構
築
し

ま
す

。
こ

れ
に

つ
い

て
は

、
国

交
省

だ
け

で
な

く
、

関
連
す

る
種

々
の

関
係

機
関

と
連

携
し

な
が

ら
、

重
信

川
の

河
川

環
境

を
維

持
す

る
よ

う
な

水
収

支
機

構
の

構
築

、
今

後
研

究
並

び
に
関

係
機

関
と

の
連

携
を

図
り

な
が

ら
実

施
し

て
い

き
ま

す
。

（
前

ペ
ー

ジ
の

続
き

）
【

修
正

素
案

P
8
6
】

3
-
5
　

河
川

の
適

正
な

利
用

及
び

正
常

な
機

能
の

維
持

に
関

す
る

目
標

(
1
)
 
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

　
流

水
の

正
常

な
機

能
を

維
持

す
る

た
め

に
必

要
な

流
量

（
以

下
、

「
正

常
流

量
」

と
い

う
）

に
つ

い
て

は
、

利
水

の
現

況
、

動
植

物
の

生
息

、
生

育
環

境
、

流
水

の
清

潔
の

保
持

等
を

考
慮

し
て

、
出

合
地

点
付

近
で

お
お

む
ね

2
m
3
/
s

程
度

と
想

定
さ

れ
る

が
、

そ
れ

以
外

の
区

間
に

つ
い

て
も

流
水

が
伏

流
し

て
い

る
現

状
や

み
お

筋
変

化
の

激
し

い
河

川
の

特
性

と
動

植
物

の
生

息
、

生
育

に
必

要
な

環
境

と
の

関
係

や
、

表
流

水
量

と
伏

流
水

量
の

相
互

関
係

の
解

明
な

ど
、

必
要

な
調

査
、

検
討

を
行

う
。

正
常

流
量

に
関

す
る

意
見

3
-
4

・
流

量
が

年
々

減
っ

て
き

て
い

る
環

境
下

で
、

ま
た

上
流

で
は

瀬
切

れ
の

課
題

を
抱

え
、

正
常

流
量

を
ど

の
よ

う
に

考
え

、
ま

た
、

そ
れ

を
ど

の
よ

う
に

維
持

し
て

い
く

か
を

考
え

る
必

要
が

あ
る

。

学
識

者
香

川
委

員
　

な
お

、
重

信
川

の
川

沿
い

に
存

在
す

る
霞

堤
と

泉
、

そ
し

て
そ

れ
を

つ
な

ぐ
水

路
が

あ
り

ま
す

。
霞

堤
は
昔

は
湿

地
的

な
環

境
で

し
た

。
泉

か
ら

の
小

川
が

重
信

川
本

川
と

つ
な

が
る

と
い

う
環

境
は

生
物

に
と

っ
て

い
い

環
境

で
す

。
重

信
川

が
洪

水
の

時
に

は
泉

と
か

霞
堤

に
逃

げ
込

む
し

、
瀬

切
れ

の
と

き
に

は
上

流
に

行
け

な
く

な
る

た
め

、
湿

地
環

境
と

か
泉

の
方

に
一

時
避

難
し

て
い

ま
す

。
そ

う
し

た
環

境
が

失
わ

れ
つ
つ

あ
る

た
め

、
霞

堤
と

泉
の

よ
う

な
環

境
を

再
生

す
る

た
め

自
然

再
生

事
業

に
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

動
植

物
の

移
動

経
路

と
も

な
る

水
と

緑
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
確

保
す

る
取

り
組

み
を

こ
れ

か
ら

も
継

続
し

ま
す

。
　

【
修

正
素

案
P
8
6
】

3
-
5
　

河
川

の
適

正
な

利
用

及
び

正
常

な
機

能
の

維
持

に
関

す
る

目
標

(
2
)
 
河

川
水

の
適

正
な

利
用

　
河

川
水

の
適

正
な

利
用

に
つ

い
て

は
、

渇
水

時
の

被
害

を
最

小
限

に
抑

え
る

た
め

、
情

報
提

供
、

情
報

伝
達

体
制

を
整

備
す

る
と

と
も

に
、

関
係

機
関

及
び

水
利

使
用

者
等

と
連

携
し

て
水

利
用

に
関

す
る

調
整

を
図

る
。

　
ま

た
、

地
下

水
、

伏
流

水
の

利
用

は
、

河
川

水
と

も
密

接
に

関
連

す
る

こ
と

か
ら

、
河

川
環

境
の

保
全

及
び

生
活

用
水

水
源

等
の

保
全

な
ど

の
観

点
よ

り
、

関
係

機
関

及
び

水
利

用
者

と
連

携
し

て
、

河
川

水
、

地
下

水
等

の
適

切
な

管
理

が
な

さ
れ

、
健

全
な

水
循

環
が

構
築

さ
れ

る
よ

う
に

努
め

る
。

瀬
切

れ
に

関
す

る
意

見
3
-
5

・
重

信
川

は
、

出
合

の
少

し
上

流
か

ら
横

川
原

あ
た

り
で

は
、

ほ
と

ん
ど

水
が

流
れ

て
い

な
い

。
全

川
で

水
を

流
せ

る
よ

う
な

方
策

を
考

え
て

い
な

い
の

か
。

難
し

い
と

は
お

も
い

ま
す

が
。

水
が

流
れ

て
い

る
姿

は
河

川
に

と
っ

て
理

想
で

あ
る

と
思

う
。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ｂ
Ｊ

さ
ん

【
修

正
素

案
P
1
2
7
】

5
-
4
　

河
川

整
備

の
調

査
研

究
　

河
川

に
関

す
る

調
査

研
究

は
、

こ
れ

ま
で

治
水

、
利

水
を

中
心

に
行

わ
れ

て
き

た
。

一
方

、
近

年
は

自
然

環
境

に
対

す
る

意
識

の
高

ま
り

に
よ

っ
て

河
川

や
そ

の
周

辺
の

動
植

物
の

生
息

、
生

育
環

境
に

関
す

る
情

報
の

収
集

、
蓄

積
や

調
査

、
研

究
が

進
め

ら
れ

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

さ
ら

に
、

近
年

、
河

川
の

機
能

と
し

て
注

目
さ

れ
て

い
る

土
砂

移
動

に
つ

い
て

の
調

査
、

研
究

が
進

め
ら

れ
て

い
る

。
　

こ
の

よ
う

な
背

景
の

も
と

、
重

信
川

で
は

、
流

域
全

体
の

土
砂

動
態

な
ど

の
研

究
に

加
え

、
水

制
工

な
ど

の
歴

史
的

工
法

の
効

果
を

含
め

た
局

所
的

な
深

掘
れ

な
ど

の
研

究
や

、
河

川
流

量
と

伏
流

水
、

瀬
切

れ
と

の
関

係
性

な
ど

の
水

循
環

に
関

す
る

研
究

は
、

今
後

も
さ

ら
に

進
め

る
必

要
が

あ
る

。

会
場

・
発

言
者
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
2
3/

5
3
）

3
.
　

河
川

水
の

適
正

な
利

用
及

び
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

利
水

－
１

　
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

に
つ

い
て

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

瀬
切

れ
に

関
す

る
意

見
3
-
6

・
川

に
も

っ
と

水
が

欲
し

い
。

瀬
切

れ
対

策
と

し
て

河
床

を
掘

り
下

げ
る

案
は

ど
う

か
。

流
域

住
民

(
第

一
会

場
)

住
民

Ｅ
さ

ん

3
-
7

・
久

谷
大

橋
（

南
高

井
町

）
の

上
流

・
下

流
域

は
水

量
が

な
く

、
川

原
に

な
っ

て
い

る
状

況
で

あ
る

が
、

こ
の

よ
う

な
砂

利
を

除
去

し
て

、
水

の
流

れ
る

川
に

は
出

来
な

い
の

か
。

・
重

信
川

、
石

手
川

な
ど

川
全

体
に

見
ら

れ
る

状
況

で
あ

る
。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ｐ
さ

ん

3
-
8

・
素

案
は

す
べ

て
ご

も
っ

と
も

。
防

災
対

策
、

水
の

有
効

利
用

等
を

満
足

し
た

う
え

で
可

能
な

ら
ば

③
川

床
を

下
げ

る

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ｗ
さ

ん

会
場

・
発

言
者

　
川

を
掘

り
下

げ
て

水
量

を
確

保
す

る
た
め

に
は

、
川

の
中

で
も

特
に

河
床

の
高

さ
の

低
い

澪
筋

部
の

河
床
を

堀
り

下
げ

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
澪

筋
部

で
河

床
を

急
に

掘
り

下
げ

る
と

、
周

辺
の

地
下

水
利

用
へ

の
影

響
も

あ
り

、
掘

り
下

げ
た

河
床

高
を

維
持

す
る

の
も

難
し

い
場

合
が

多
い

と
考

え
ま

す
。

従
っ

て
、

そ
の

よ
う

な
掘

削
は

計
画

し
て

お
り

ま
せ

ん
。

－
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
2
4/

5
3
）

3
.
　

河
川

水
の

適
正

な
利

用
及

び
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

利
水

－
２

　
水

利
用

に
つ

い
て

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

渇
水

対
応

に
関

す
る

意
見

3
-
9

・
渇

水
に

対
し

て
強

い
川

と
は

ど
の

よ
う

に
考

え
て

い
る

の
か

。
流

域
住

民
(
第

一
会

場
)

住
民

Ｅ
さ

ん
【

修
正

素
案

P
5
5
】

2
-
2
-
4
　

課
題

　
重

信
川

で
は

、
扇

状
地

河
川

と
い

う
地

形
的

な
特

徴
と

、
気

象
や

流
域

の
土

地
利

用
、

水
利

用
の

変
化

な
ど

諸
要

因
か

ら
河

川
流

量
の

減
少

や
地

下
水

位
の

低
下

、
瀬

切
れ

の
拡

大
、

水
質

の
悪

化
な

ど
の

課
題

が
生

じ
て

い
る

。
　

こ
の

た
め

、
松

山
地

域
の

限
ら

れ
た

水
資

源
を

有
効

に
活

用
す

る
と

い
う

観
点

か
ら

、
河

川
水

、
地

下
水

の
調

査
研

究
や

適
切

な
管

理
は

重
要

で
あ

り
、

関
係

機
関

と
連

携
し

て
健

全
な

水
循

環
の

構
築

を
目

指
す

必
要

が
あ

る
。

3
-
1
0

３
．

個
人

住
宅

に
至

る
ま

で
貯

水
槽

（
出

来
る

限
り

有
蓋

）
の

設
置

を
推

進
す

る
。

　
A
．

現
状

流
域

内
の

都
市

化
（

住
宅

化
）

が
進

む
と

、
降

雨
と

同
時

に
雨

水
は

、
土

地
に

浸
透

す
る

こ
と

な
く

、
突

発
的

に
多

量
の

出
水

現
象

を
引

起
こ

す
。

家
屋

、
庭

に
降

っ
た

雨
を

家
庭

内
の

貯
水

槽
に

有
限

で
は

あ
る

が
、

集
水

し
、

日
常

適
度

に
有

効
利

用
す

る
こ

と
に

よ
り

上
水

道
の

節
約

に
も

繋
り

、
経

済
的

効
果

は
大

き
い

。
　

B
．

対
策

県
、

市
町

村
に

よ
り

補
助

事
業

と
す

る
な

ら
ば

更
に

促
進

す
る

こ
と

が
可

能
で

あ
ろ

う
。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ａ
Ｃ

さ
ん

【
修

正
素

案
P
8
6
】

3
-
5
　

河
川

の
適

正
な

利
用

及
び

正
常

な
機

能
の

維
持

に
関

す
る

目
標

(
2
)
 
河

川
水

の
適

正
な

利
用

　
河

川
水

の
適

正
な

利
用

に
つ

い
て

は
、

渇
水

時
の

被
害

を
最

小
限

に
抑

え
る

た
め

、
情

報
提

供
、

情
報

伝
達

体
制

を
整

備
す

る
と

と
も

に
、

関
係

機
関

及
び

水
利

使
用

者
等

と
連

携
し

て
水

利
用

に
関

す
る

調
整

を
図

る
。

　
ま

た
、

地
下

水
、

伏
流

水
の

利
用

は
、

河
川

水
と

も
密

接
に

関
連

す
る

こ
と

か
ら

、
河

川
環

境
の

保
全

及
び

生
活

用
水

水
源

等
の

保
全

な
ど

の
観

点
よ

り
、

関
係

機
関

及
び

水
利

用
者

と
連

携
し

て
、

河
川

水
、

地
下

水
等

の
適

切
な

管
理

が
な

さ
れ

、
健

全
な

水
循

環
が

構
築

さ
れ

る
よ

う
に

努
め

る
。

3
-
1
1

・
重

信
川

は
礫

河
原

で
あ

る
た

め
、

中
流

域
で

は
瀬

切
れ

が
で

き
る

の
は

し
ょ

う
が

な
い

。
も

っ
と

農
地

へ
の

取
水

を
認

め
て

ほ
し

い
。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ａ
Ｊ

さ
ん

【
修

正
素

案
P
1
2
7
】

5
-
4
　

河
川

整
備

の
調

査
研

究
　

河
川

に
関

す
る

調
査

研
究

は
、

こ
れ

ま
で

治
水

、
利

水
を

中
心

に
行

わ
れ

て
き

た
。

一
方

、
近

年
は

自
然

環
境

に
対

す
る

意
識

の
高

ま
り

に
よ

っ
て

河
川

や
そ

の
周

辺
の

動
植

物
の

生
息

、
生

育
環

境
に

関
す

る
情

報
の

収
集

、
蓄

積
や

調
査

、
研

究
が

進
め

ら
れ

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

さ
ら

に
、

近
年

、
河

川
の

機
能

と
し

て
注

目
さ

れ
て

い
る

土
砂

移
動

に
つ

い
て

の
調

査
、

研
究

が
進

め
ら

れ
て

い
る

。
　

こ
の

よ
う

な
背

景
の

も
と

、
重

信
川

で
は

、
流

域
全

体
の

土
砂

動
態

な
ど

の
研

究
に

加
え

、
水

制
工

な
ど

の
歴

史
的

工
法

の
効

果
を

含
め

た
局

所
的

な
深

掘
れ

な
ど

の
研

究
や

、
河

川
流

量
と

伏
流

水
、

瀬
切

れ
と

の
関

係
性

な
ど

の
水

循
環

に
関

す
る

研
究

は
、

今
後

も
さ

ら
に

進
め

る
必

要
が

あ
る

。
　

会
場

・
発

言
者

　
渇

水
時

に
は

、
石

手
川

ダ
ム

の
水

を
有

効
利
用

す
る

た
め

に
、

関
係

す
る

利
水

者
と

調
整

し
な

が
ら

水
を

節
約

す
る

取
り

組
み

を
し

て
い

ま
す

。
　

渇
水

時
の

被
害

を
最

小
限

に
抑

え
る

た
め

、
情

報
提

供
、

情
報

伝
達

体
制

を
整

備
す

る
と

と
も

に
、

関
係

機
関

及
び

水
利

使
用

者
等

と
連

携
し

て
水

利
用

に
関

す
る

調
整
を

図
っ

て
い

き
ま

す
。

　
ま

た
、

松
山

地
域

の
限

ら
れ

た
水

資
源

を
有

効
に

活
用

す
る

と
い

う
観

点
か

ら
、

河
川

水
、

地
下

水
の

調
査

研
究

や
適

切
な

管
理

は
重

要
で

あ
り

、
関

係
機

関
と

連
携

し
て
健

全
な

水
循

環
の

構
築

を
目

指
し

ま
す

。
　

な
お

、
健

全
な

水
循

環
に

つ
い

て
は

、
国

交
省
だ

け
で

は
な

く
て

、
関

係
す

る
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
今

後
さ

ら
に

調
査

研
究

を
進

め
て

い
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
2
5/

5
3
）

3
.
　

河
川

水
の

適
正

な
利

用
及

び
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

利
水

－
２

　
水

利
用

に
つ

い
て

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

水
利

用
に

関
す

る
意

見
3
-
1
2

・
渇

水
が

度
々

あ
る

。
地

下
ダ

ム
を

つ
く

っ
て

、
そ

れ
を

吸
い

上
げ

て
飲

料
水

と
し

て
利

用
す

る
な

ど
が

考
え

ら
れ

な
い

か
。

流
域

住
民

(
第

二
会

場
)

住
民

Ａ
さ

ん
【

修
正

素
案

P
5
5
】

2
-
2
-
4
　

課
題

　
重

信
川

で
は

、
扇

状
地

河
川

と
い

う
地

形
的

な
特

徴
と

、
気

象
や

流
域

の
土

地
利

用
、

水
利

用
の

変
化

な
ど

諸
要

因
か

ら
河

川
流

量
の

減
少

や
地

下
水

位
の

低
下

、
瀬

切
れ

の
拡

大
、

水
質

の
悪

化
な

ど
の

課
題

が
生

じ
て

い
る

。
　

こ
の

た
め

、
松

山
地

域
の

限
ら

れ
た

水
資

源
を

有
効

に
活

用
す

る
と

い
う

観
点

か
ら

、
河

川
水

、
地

下
水

の
調

査
研

究
や

適
切

な
管

理
は

重
要

で
あ

り
、

関
係

機
関

と
連

携
し

て
健

全
な

水
循

環
の

構
築

を
目

指
す

必
要

が
あ

る
。

3
-
1
3

・
重

信
川

に
3
ヶ

所
ほ

ど
の

堰
を

設
け

る
。

河
口

付
近

、
出

合
橋

付
近

、
中

央
高

校
付

近
に

堰
を

設
置

す
る

。
高

さ
は

2
～

3
メ

ー
ト

ル
が

良
い

と
思

わ
れ

る
。

（
地

下
水

位
の

確
保

、
湛

水
域

に
よ

る
温

暖
化

の
軽

減
）

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ｚ
さ

ん
【

修
正

素
案

P
8
6
】

3
-
5
　

河
川

の
適

正
な

利
用

及
び

正
常

な
機

能
の

維
持

に
関

す
る

目
標

(
2
)
 
河

川
水

の
適

正
な

利
用

　
河

川
水

の
適

正
な

利
用

に
つ

い
て

は
、

渇
水

時
の

被
害

を
最

小
限

に
抑

え
る

た
め

、
情

報
提

供
、

情
報

伝
達

体
制

を
整

備
す

る
と

と
も

に
、

関
係

機
関

及
び

水
利

使
用

者
等

と
連

携
し

て
水

利
用

に
関

す
る

調
整

を
図

る
。

　
ま

た
、

地
下

水
、

伏
流

水
の

利
用

は
、

河
川

水
と

も
密

接
に

関
連

す
る

こ
と

か
ら

、
河

川
環

境
の

保
全

及
び

生
活

用
水

水
源

等
の

保
全

な
ど

の
観

点
よ

り
、

関
係

機
関

及
び

水
利

用
者

と
連

携
し

て
、

河
川

水
、

地
下

水
等

の
適

切
な

管
理

が
な

さ
れ

、
健

全
な

水
循

環
が

構
築

さ
れ

る
よ

う
に

努
め

る
。

3
-
1
4

・
松

山
が

渇
水

対
策

と
し

て
西

条
分

水
を

計
画

し
て

い
る

が
、

重
信

川
の

洪
水

を
貯

め
て

利
用

す
る

方
法

は
な

い
の

か
？

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ａ
Ｉ

さ
ん

3
-
1
5

・
松

山
分

水
の

た
め

重
信

川
が

で
き

る
こ

と
が

あ
る

の
か

？
洪

水
の

水
を

一
時

貯
め

て
お

く
様

な
こ

と
は

で
き

な
い

か

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ａ
Ｓ

さ
ん

会
場

・
発

言
者

　
重

信
川

水
系

河
川

整
備

基
本

方
針

に
お

い
て

は
、

洪
水

を
貯

め
て

そ
の

水
を

利
用

す
る

と
い

う
計

画
は

あ
り
ま

せ
ん

。
よ

っ
て

、
河

川
整

備
計

画
に

お
い

て
も

こ
う
し

た
計

画
は

あ
り

ま
せ

ん
。

　
な

お
、

松
山

市
の

安
定

的
な

水
資

源
確

保
に

つ
き

ま
し

て
は

、
県

、
市

、
町

等
の

関
係

す
る

担
当

部
局

に
お

い
て

計
画

検
討

さ
れ

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

り
、

現
時

点
で

は
コ

メ
ン

ト
す

る
立

場
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
た

だ
し

、
一

般
論
と

し
て

水
資

源
の

確
保

に
あ

た
っ

て
は

、
水

資
源

確
保

施
設

の
建

設
費

、
維

持
費

等
の

コ
ス

ト
と

確
保

で
き

る
水

量
、

便
益

を
検

討
し

、
そ

の
費

用
対

効
果

を
分

析
す

る
必

要
が

あ
り

、
ご

提
案
の

重
信

川
流

域
内

で
の

新
た

な
水

資
源

確
保

施
設

に
関

し
て

は
、

現
時

点
で

は
困

難
と

推
察

さ
れ

、
今

後
の

長
期

的
か

つ
幅

広
い

観
点

か
ら

の
ご

提
案

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

【
修

正
素

案
P
1
2
7
】

5
-
4
　

河
川

整
備

の
調

査
研

究
　

河
川

に
関

す
る

調
査

研
究

は
、

こ
れ

ま
で

治
水

、
利

水
を

中
心

に
行

わ
れ

て
き

た
。

一
方

、
近

年
は

自
然

環
境

に
対

す
る

意
識

の
高

ま
り

に
よ

っ
て

河
川

や
そ

の
周

辺
の

動
植

物
の

生
息

、
生

育
環

境
に

関
す

る
情

報
の

収
集

、
蓄

積
や

調
査

、
研

究
が

進
め

ら
れ

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

さ
ら

に
、

近
年

、
河

川
の

機
能

と
し

て
注

目
さ

れ
て

い
る

土
砂

移
動

に
つ

い
て

の
調

査
、

研
究

が
進

め
ら

れ
て

い
る

。
　

こ
の

よ
う

な
背

景
の

も
と

、
重

信
川

で
は

、
流

域
全

体
の

土
砂

動
態

な
ど

の
研

究
に

加
え

、
水

制
工

な
ど

の
歴

史
的

工
法

の
効

果
を

含
め

た
局

所
的

な
深

掘
れ

な
ど

の
研

究
や

、
河

川
流

量
と

伏
流

水
、

瀬
切

れ
と

の
関

係
性

な
ど

の
水

循
環

に
関

す
る

研
究

は
、

今
後

も
さ

ら
に

進
め

る
必

要
が

あ
る

。

　
地

下
ダ

ム
に

よ
る

地
下

水
の

飲
料

水
利

用
に

つ
い

て
は

、
河

川
管

理
者

と
し

て
事

業
実

施
は

困
難

と
判

断
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
河

川
整

備
計

画
に

お
い

て
は

計
画

は
あ

り
ま

せ
ん

。
　

ま
た

、
堰

設
置

に
よ

る
地

下
水

位
の

確
保
に

つ
い

て
は

、
現

況
の

流
下

断
面

内
に

堰
を

つ
く

る
こ

と
は

河
積

阻
害

が
考

え
ら

れ
る

た
め

、
河

川
整

備
計

画
に

お
い

て
は

計
画
は

あ
り

ま
せ

ん
。

　
松

山
地

域
の

限
ら

れ
た

水
資

源
を

有
効

に
活

用
す

る
と

い
う

観
点

か
ら

、
河

川
水

、
地

下
水

の
調

査
研
究

や
適

切
な

管
理

は
重

要
で

あ
り

、
関

係
機

関
と

連
携

し
て

健
全
な

水
循

環
が

構
築

さ
れ

る
よ

う
に

努
め

ま
す

。
　

な
お

、
健

全
な

水
循

環
に

つ
い

て
は

、
国

交
省
だ

け
で

は
な

く
て

、
関

係
す

る
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
今

後
さ

ら
に

調
査

研
究

を
進

め
て

い
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

　
ま

た
、

地
下

水
、

伏
流

水
の

利
用

は
、

河
川

水
と

も
密

接
に

関
係

す
る

こ
と

か
ら

、
河

川
環

境
の

保
全

及
び

生
活

用
水

水
源

等
の

保
全

な
ど

の
観

点
よ

り
、

関
係

機
関

及
び

水
利

用
者

と
連

携
し

て
、

河
川

水
、

地
下

水
等

の
適

切
な

管
理
が

な
さ

れ
、

健
全

な
水

循
環

が
構

築
さ

れ
る

よ
う

努
め

ま
す
。
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
2
6/

5
3
）

3
.
　

河
川

水
の

適
正

な
利

用
及

び
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

利
水

－
２

　
水

利
用

に
つ

い
て

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

水
利

用
に

関
す

る
意

見
3
-
1
6

７
．

洪
水

時
の

水
を

貯
水

し
、

後
日

こ
れ

を
有

効
利

用
す

る
。

例
え

ば
石

手
川

ダ
ム

直
下

に
在

る
揚

水
機

を
活

用
し

、
格

好
の

谷
間

に
作

ら
れ

た
小

規
模

ダ
ム

に
貯

水
し

、
後

日
、

”
潅

漑
用

水
”

や
上

水
と

し
て

活
用

も
可

能
で

あ
る

。
[
提

案
］

湯
山

地
区

最
大

の
過

疎
化

の
進

ん
だ

集
落

”
杉

立
町

”
（

奥
道

後
山

頂
も

含
む

）
を

バ
ッ

ク
（

峠
）

に
し

た
通

称
”

足
谷

”
が

あ
る

。
同

地
渓

谷
を

流
れ

る
川

”
足

谷
川

”
を

堰
止

め
て

洪
水

の
水

を
貯

め
て

お
く

と
云

う
方

法
で

あ
る

。
こ

の
谷

は
狭

く
、

可
成

り
奥

行
き

も
有

り
、

ボ
リ

ュ
ー

ム
も

十
分

、
地

債
、

地
盤

も
軟

弱
で

は
な

い
。

工
事

費
も

余
り

高
く

は
な

い
だ

ろ
う

。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ａ
Ｑ

さ
ん

（
前

ペ
ー

ジ
の

続
き

）
（

前
ペ

ー
ジ

の
続

き
）

　
こ

こ
は

曽
っ

て
山

頂
部

（
榎

峠
）

を
中

心
に

2
0
数

戸
の

集
落

で
あ

っ
た

が
、

現
在

1
／

１
０

の
約

２
戸

ま
で

に
過

疎
化

が
進

ん
で

い
る

。
地

場
に

は
採

算
に

合
う

産
業

も
な

く
、

こ
の

渓
谷

沿
い

に
放

任
に

近
い

孟
宗

竹
が

繁
殖

し
、

畑
地

も
殆

ど
皆

無
で

あ
る

。
一

時
、

脚
光

を
浴

び
た

ユ
ー

ス
ホ

ス
テ

ル
も

閉
鎖

さ
れ

て
久

し
く

、
通

行
す

る
者

も
稀

な
現

状
で

あ
る

。
　

こ
の

谷
へ

の
洪

水
時

の
水

を
ポ

ン
プ

ア
ッ

プ
し

て
貯

水
す

れ
ば

、
放

流
口

は
市

之
井

手
浄

水
場

の
取

水
堰

の
約

2
0
0
m
上

流
と

な
る

の
で

渇
水

時
に

於
け

る
松

山
市

の
水

不
足

を
補

う
に

役
立

つ
と

思
わ

れ
る

。
　

現
在

、
松

山
市

が
巨

額
の

資
金

を
投

入
し

て
ま

で
も

物
色

し
た

、
山

鳥
坂

ダ
ム

や
、

市
長

が
県

知
事

ま
で

交
え

て
詭

弁
を

労
し

て
、

西
条

市
の

黒
瀬

ダ
ム

に
目

を
向

け
た

り
、

す
る

事
を

即
刻

中
止

し
、

正
々

常
々

と
松

山
市

の
内

部
で

伊
予

灘
へ

放
流

す
る

水
を

有
効

に
利

用
し

て
成

敗
を

決
す

べ
き

で
は

な
か

ろ
う

か
？

固
定

観
念

に
囚

わ
れ

ず
発

想
の

転
換

あ
っ

て
こ

そ
水

を
制

し
、

天
下

を
制

す
る

事
が

出
来

る
も

の
と

信
ず

る
。

　
こ

れ
に

は
、

四
国

地
方

整
備

局
と

松
山

市
が

緊
密

な
連

携
が

あ
っ

て
こ

そ
達

成
さ

れ
る

事
で

あ
る

。

水
利

用
に

関
す

る
意

見
3
-
1
7

・
洪

水
時

の
水

が
利

用
で

き
な

い
の

か
。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ｂ
Ｉ

さ
ん

会
場

・
発

言
者
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
2
7/

5
3
）

3
.
　

河
川

水
の

適
正

な
利

用
及

び
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

利
水

－
２

　
水

利
用

に
つ

い
て

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

水
利

用
に

関
す

る
意

見
3
-
1
8

・
雨

の
降

り
方

と
し

て
は

、
重

信
川

本
川

の
方

が
多

い
。

１
ト

ン
く

ら
い

の
開

発
は

可
能

で
あ

る
が

、
伏

流
水

と
な

る
可

能
性

も
あ

る
。

重
信

川
の

自
流

域
で

も
開

発
可

能
で

あ
る

と
思

う
。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ｂ
Ｃ

さ
ん

（
前

ペ
ー

ジ
の

続
き

）
（

前
ペ

ー
ジ

の
続

き
）

3
-
1
9

・
田

が
減

っ
て

、
家

が
増

え
た

現
状

が
あ

る
が

、
か

ん
が

い
面

積
も

減
っ

て
き

て
お

り
、

か
ん

が
い

用
水

が
減

っ
て

い
る

現
状

を
き

ち
ん

と
把

握
す

る
こ

と
、

水
利

用
の

高
度

化
を

検
討

す
る

こ
と

で
解

決
で

き
る

部
分

も
あ

る
。

水
循

環
を

再
度

検
討

し
、

構
築

す
る

こ
と

が
大

切
で

あ
る

。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ｂ
Ｃ

さ
ん

　
松

山
地

域
の

限
ら

れ
た

水
資

源
を

有
効

に
活

用
す

る
と

い
う

観
点

か
ら

、
河

川
水

、
地

下
水

の
調

査
研
究

や
適

切
な

管
理

は
重

要
で

あ
り

、
関

係
機

関
と

連
携

し
て

健
全
な

水
循

環
が

構
築

さ
れ

る
よ

う
に

努
め

ま
す

。
　

健
全

な
水

循
環

に
つ

い
て

は
、

国
交

省
だ

け
で
は

な
く

て
、

関
係

す
る

機
関

と
連

携
し

な
が

ら
、

今
後

さ
ら

に
調

査
研

究
を

進
め

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

3
-
2
0

・
何

で
も

ア
イ

デ
ア

を
検

討
す

る
こ

と
が

大
切

で
あ

る
。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ｂ
Ｃ

さ
ん

3
-
2
1

（
そ

の
２

）
・

重
信

川
の

低
水

時
は

、
流

量
水

質
面

で
正

常
な

機
能

が
維

持
さ

れ
て

い
る

と
は

云
え

な
い

。
洪

水
時

に
利

用
さ

れ
る

こ
と

な
く

海
へ

流
れ

て
い

く
水

を
い

か
に

流
域

内
に

貯
留

し
、

渇
水

時
の

た
め

に
役

立
つ

水
資

源
と

す
る

こ
と

が
で

き
る

か
、

ま
た

流
域

の
利

水
の

現
況

に
合

理
化

の
余

地
は

な
い

か
知

恵
を

絞
り

、
新

し
い

発
想

の
も

と
に

水
資

源
の

活
用

策
を

探
る

こ
と

は
有

意
義

で
あ

り
、

そ
の

可
能

性
は

十
分

に
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

今
後

の
調

査
、

検
討

を
期

待
す

る
。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ａ
Ｙ

さ
ん

【
修

正
素

案
P
8
6
】

3
-
5
　

河
川

の
適

正
な

利
用

及
び

正
常

な
機

能
の

維
持

に
関

す
る

目
標

(
2
)
 
河

川
水

の
適

正
な

利
用

　
河

川
水

の
適

正
な

利
用

に
つ

い
て

は
、

渇
水

時
の

被
害

を
最

小
限

に
抑

え
る

た
め

、
情

報
提

供
、

情
報

伝
達

体
制

を
整

備
す

る
と

と
も

に
、

関
係

機
関

及
び

水
利

使
用

者
等

と
連

携
し

て
水

利
用

に
関

す
る

調
整

を
図

る
。

　
ま

た
、

地
下

水
、

伏
流

水
の

利
用

は
、

河
川

水
と

も
密

接
に

関
連

す
る

こ
と

か
ら

、
河

川
環

境
の

保
全

及
び

生
活

用
水

水
源

等
の

保
全

な
ど

の
観

点
よ

り
、

関
係

機
関

及
び

水
利

用
者

と
連

携
し

て
、

河
川

水
、

地
下

水
等

の
適

切
な

管
理

が
な

さ
れ

、
健

全
な

水
循

環
が

構
築

さ
れ

る
よ

う
に

努
め

る
。

3
-
2
2

・
川

の
治

水
、

利
水

、
環

境
と

い
う

こ
と

で
、

治
水

と
環

境
に

お
も

き
が

お
か

れ
て

い
る

よ
う

で
あ

る
が

、
利

水
と

い
う

面
で

は
、

石
手

川
ダ

ム
、

積
極

的
に

使
え

る
水

量
を

増
や

す
と

い
う

こ
と

は
ど

の
よ

う
な

こ
と

を
考

え
て

い
る

の
か

。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ｂ
Ｉ

さ
ん

　
石

手
川

ダ
ム

に
よ

り
賄

っ
て

い
る

松
山

市
の

水
供

給
に

つ
き

ま
し

て
は

、
渇

水
時

の
被

害
を

最
小

限
に

抑
え

る
た

め
、

情
報

提
供

、
情

報
連

絡
体

制
を

整
備

す
る

と
と

も
に
、

関
係

機
関

及
び

水
利

用
者

等
と

連
携

し
て

水
利

用
に

関
す

る
調

整
を

図
り

ま
す

。
　

ま
た

、
ダ

ム
の

利
水

容
量

を
有

効
に

活
用
す

る
た

め
、

引
き

続
き

、
ダ

ム
貯

水
池

へ
の

土
砂

流
入

の
抑

制
対
策

を
実

施
し

て
い

き
ま

す
。

【
修

正
素

案
P
1
1
6
】

4
-
2
-
1
洪

水
、

高
潮

等
に

よ
る

災
害

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

(
2
)
ダ

ム
の

維
持

管
理

　
石

手
川

ダ
ム

に
つ

い
て

は
、

水
文

観
測

所
等

の
河

川
管

理
施

設
を

定
め

ら
れ

た
点

検
基

準
に

基
づ

い
て

適
正

に
管

理
を

行
う

。
流

木
処

理
や

堆
砂

対
策

等
を

適
切

に
実

施
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
ダ

ム
機

能
の

確
保

を
図

る
。

3
-
2
3

・
伊

予
市

に
お

い
て

も
重

信
川

の
水

利
用

を
し

て
い

る
の

で
素

案
に

記
載

し
て

欲
し

い
。

市
町

長
伊

予
市

長
重

信
川

の
水

利
用

の
現

状
に

お
い

て
、

伊
予

市
に

お
け

る
水

利
用

状
況

に
つ

い
て

追
記

し
ま

し
た

。
【

修
正

素
案

P
4
1
】

2
-
2
-
1
　

水
利

用
の

現
状

　
水

道
用

水
に

つ
い

て
は

、
旧

松
山

市
で

は
水

道
用

水
取

水
量

1
3
.
5
万

m
3
/
日

の
う

ち
約

5
割

を
石

手
川

ダ
ム

、
約

4
割

が
地

下
水

、
約

1
割

が
伏

流
水

の
取

水
で

あ
る

。
ま

た
、

東
温

市
、

旧
砥

部
町

、
松

前
町

で
は

水
道

用
水

の
全

て
が

、
旧

伊
予

市
で

は
一

部
の

表
流

水
（

重
信

川
以

外
）

を
除

い
て

ほ
と

ん
ど

が
地

下
水

で
ま

か
な

わ
れ

て
い

る
。

【
修

正
素

案
P
5
5
】

2
-
2
-
4
　

課
題

　
重

信
川

で
は

、
扇

状
地

河
川

と
い

う
地

形
的

な
特

徴
と

、
気

象
や

流
域

の
土

地
利

用
、

水
利

用
の

変
化

な
ど

諸
要

因
か

ら
河

川
流

量
の

減
少

や
地

下
水

位
の

低
下

、
瀬

切
れ

の
拡

大
、

水
質

の
悪

化
な

ど
の

課
題

が
生

じ
て

い
る

。
　

こ
の

た
め

、
松

山
地

域
の

限
ら

れ
た

水
資

源
を

有
効

に
活

用
す

る
と

い
う

観
点

か
ら

、
河

川
水

、
地

下
水

の
調

査
研

究
や

適
切

な
管

理
は

重
要

で
あ

り
、

関
係

機
関

と
連

携
し

て
健

全
な

水
循

環
の

構
築

を
目

指
す

必
要

が
あ

る
。

会
場

・
発

言
者
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
2
8/

5
3
）

3
.
　

河
川

水
の

適
正

な
利

用
及

び
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

利
水

－
２

　
水

利
用

に
つ

い
て

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

水
利

用
に

関
す

る
意

見
3
-
2
4

河
川

維
持

用
水

に
つ

い
て

　
河

川
敷

だ
け

で
の

河
川

維
持

用
水

の
確

保
は

出
来

な
い

、
素

案
、

に
よ

り
ま

す
と

、
地

下
水

位
の

低
下

が
見

ら
れ

る
、

重
信

川
の

特
性

と
し

て
、

伏
流

水
と

な
っ

て
河

川
敷

以
外

に
広

く
流

れ
、

こ
の

水
を

く
み

上
げ

の
利

用
度

は
高

い
、

堤
内

の
伏

流
水

、
地

下
水

の
く

み
上

げ
で

地
盤

は
圧

密
沈

下
し

、
沈

下
し

た
地

盤
の

回
復

は
な

い
、

保
水

能
力

は
益

々
低

下
す

る
の

で
は

、
こ

の
他

の
要

因
と

し
て

、
稲

作
減

少
に

伴
う

保
水

効
果

の
低

下
、

又
針

葉
樹

、
つ

ま
り

人
工

林
の

間
伐

を
し

な
い

た
め

、
下

草
、

低
木

の
繁

茂
が

な
い

た
め

、
保

水
効

果
の

減
少

等
が

言
わ

れ
て

お
り

ま
す

。
河

川
敷

だ
け

で
い

か
に

頑
張

っ
て

も
維

持
用

水
の

確
保

は
出

来
な

い
。

①
堤

内
の

伏
流

水
、

地
下

水
の

く
み

上
げ

規
制

を
計

る
（

法
的

整
備

）
②

森
林

の
整

備
に

つ
い

て
は

、
国

家
事

業
と

し
て

取
り

組
む

、
水

の
み

の
問

題
で

は
な

い
、

C
O
2

の
問

題
も

含
め

た
、

他
省

庁
と

の
調

整
も

必
要

と
思

わ
れ

ま
す

。
重

信
川

流
域

は
急

埈
な

地
形

で
あ

る
た

め
に

、
台

風
、

梅
雨

等
の

降
水

を
い

か
に

長
く

流
域

に
留

め
置

く
こ

と
が

出
来

る
か

、
こ

の
方

策
等

で
き

な
い

も
の

で
し

ょ
う

か
。

重
信

川
の

流
域

の
住

民
の

一
人

と
し

て
、

安
全

で
安

心
し

て
日

々
の

生
活

が
出

来
て

お
り

ま
す

こ
と

、
松

山
河

川
国

道
事

務
所

の
職

員
の

皆
様

に
深

く
感

謝
申

し
あ

げ
ま

す
。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ａ
Ｚ

さ
ん

　
①

に
つ

い
て

は
県

、
市

等
の

関
係

機
関

に
問

い
合

わ
せ

ま
し

た
が

、
圧

密
沈

下
の

事
例

は
あ

り
ま

せ
ん

で
し

た
。

ま
た

地
下

水
の

規
制

に
つ

い
て

は
、

関
係

機
関

と
の

調
整
の

事
例

も
あ

ま
り

あ
り

ま
せ

ん
。

河
川

水
、

伏
流

水
、

あ
る

い
は

地
下

水
と

い
っ
た

相
互

に
関

係
す

る
水

の
関

係
を

解
明

し
な

が
ら

、
健

全
な
水

循
環

を
構

築
す

る
た

め
の

研
究

を
行

っ
て

い
き

ま
す

。
　

②
に

つ
い

て
は

河
川

管
理

者
と

し
て

も
森

林
の

土
砂

流
出

防
備

機
能

を
は

じ
め

と
す

る
多

面
的

な
機

能
は
重

要
で

あ
る

と
考

え
て

い
ま

す
。

河
川

整
備

計
画

は
、

河
川

管
理

者
で

あ
る

国
が

実
施

す
る

内
容

を
中

心
に

記
載

し
て

い
ま

す
。

森
林

整
備

に
つ

い
て

は
河

川
管

理
者

が
実

施
す

る
事

業
で

な
い
こ

と
か

ら
、

森
林

整
備

を
担

う
関

係
機

関
と

の
連

携
を

強
化
す

る
こ

と
で

対
応

し
て

い
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

ま
た

、
河

川
管

理
者

と
し

て
も

で
き

る
だ

け
協

力
し

て
い

き
た

い
と

考
え

、
素

案
の

「
5
.
今

後
に

向
け

て
」
の

中
の

「
5
-
5
 
森

林
に

つ
い

て
」

を
新

た
に

設
け

て
記

載
し

ま
す
。

【
修

正
素

案
P
1
2
7
】

5
-
5
　

森
林

に
つ

い
て

　
森

林
保

全
へ

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
は

、
土

砂
流

出
の

防
備

機
能

等
の

保
全

が
図

ら
れ

る
よ

う
、

森
林

整
備

を
実

施
し

て
い

る
関

係
機

関
と

の
連

携
に

努
め

る
。

3
.
　

河
川

水
の

適
正

な
利

用
及

び
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

利
水

－
３

　
地

下
水

管
理

に
つ

い
て

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

地
下

水
管

理
に

関
す

る
意

見
3
-
2
5

・
堤

内
地

側
の

地
下

水
利

用
が

盛
ん

で
あ

る
が

、
周

辺
の

地
盤

沈
下

・
圧

密
沈

下
な

ど
が

発
生

し
、

保
水

能
力

が
下

が
っ

て
い

る
と

い
う

事
は

な
い

か
。

ま
た

、
地

下
水

利
用

に
規

制
等

を
か

け
る

こ
と

は
可

能
な

の
か

。

流
域

住
民

(
第

一
会

場
)

住
民

Ｉ
さ

ん
　

県
、

市
等

の
関

係
機

関
に

問
い

合
わ

せ
ま
し

た
が

、
地

盤
沈

下
の

事
例

は
あ

り
ま

せ
ん

で
し

た
。

ま
た

地
下

水
の

規
制

に
つ

い
て

は
、

関
係

機
関

と
の

調
整

の
事

例
も

あ
ま
り

あ
り

ま
せ

ん
。

　
河

川
水

、
伏

流
水

、
あ

る
い

は
地

下
水

と
い

っ
た

相
互

に
関

係
す

る
水

の
関

係
を

解
明

し
な

が
ら

、
健

全
な

水
循

環
を

構
築

す
る

た
め

の
研

究
を

行
っ

て
い

き
ま

す
。

【
修

正
素

案
P
8
6
】

3
-
5
　

河
川

の
適

正
な

利
用

及
び

正
常

な
機

能
の

維
持

に
関

す
る

目
標

(
2
)
 
河

川
水

の
適

正
な

利
用

　
河

川
水

の
適

正
な

利
用

に
つ

い
て

は
、

渇
水

時
の

被
害

を
最

小
限

に
抑

え
る

た
め

、
情

報
提

供
、

情
報

伝
達

体
制

を
整

備
す

る
と

と
も

に
、

関
係

機
関

及
び

水
利

使
用

者
等

と
連

携
し

て
水

利
用

に
関

す
る

調
整

を
図

る
。

　
ま

た
、

地
下

水
、

伏
流

水
の

利
用

は
、

河
川

水
と

も
密

接
に

関
連

す
る

こ
と

か
ら

、
河

川
環

境
の

保
全

及
び

生
活

用
水

水
源

等
の

保
全

な
ど

の
観

点
よ

り
、

関
係

機
関

及
び

水
利

用
者

と
連

携
し

て
、

河
川

水
、

地
下

水
等

の
適

切
な

管
理

が
な

さ
れ

、
健

全
な

水
循

環
が

構
築

さ
れ

る
よ

う
に

努
め

る
。

会
場

・
発

言
者

会
場

・
発

言
者
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
2
9/

5
3
）

3
.
　

河
川

水
の

適
正

な
利

用
及

び
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

利
水

－
４

　
山

の
保

水
能

力
に

つ
い

て
テ

ー
マ

/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

山
の

保
水

能
力

に
関

す
る

意
見

3
-
2
6

・
山

の
保

水
力

を
確

保
す

る
こ

と
は

、
河

川
を

維
持

す
る

た
め

の
水

量
確

保
に

も
つ

な
が

る
こ

と
か

ら
大

事
な

問
題

だ
と

思
う

。

流
域

住
民

(
第

一
会

場
)

住
民

Ｆ
さ

ん

3
-
2
7

・
素

案
は

す
べ

て
ご

も
っ

と
も

。
防

災
対

策
、

水
の

有
効

利
用

等
を

満
足

し
た

う
え

で
可

能
な

ら
ば

①
上

流
域

に
保

水
能

力
の

高
い

植
林

を
す

る

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ｗ
さ

ん

3
-
2
8

・
緑

の
ダ

ム
な

ど
山

の
保

水
力

の
確

保
に

つ
い

て
、

関
係

す
る

機
関

と
か

で
具

体
計

画
は

あ
る

の
か

。
ま

た
や

る
必

要
が

あ
る

の
か

。

流
域

住
民

(
第

一
会

場
)

住
民

Ｉ
さ

ん

3
-
2
9

・
安

定
し

た
供

給
と

安
全

な
水

は
、

ま
ず

山
か

ら
で

あ
り

、
み

ん
な

で
考

え
る

必
要

が
あ

る
。

市
町

長
砥

部
町

長

3
-
3
0

・
山

を
手

い
れ

す
る

。
パ

ブ
コ

メ
住

民
Ａ

Ｆ
さ

ん

3
-
3
1

２
．

放
任

さ
れ

て
い

る
孟

宗
竹

林
の

対
策

と
、

水
源

涵
養

林
の

増
強

　
A
．

現
状

竹
林

の
生

態
－

竹
林

は
保

水
力

に
乏

し
く

、
根

が
縦

横
に

張
り

め
ぐ

ら
さ

れ
て

い
る

も
の

の
、

そ
れ

は
表

層
部

分
の

み
で

あ
っ

て
深

根
性

で
は

な
い

。
従

っ
て

、
一

箇
所

崩
壊

が
発

生
す

る
と

、
連

鎖
的

に
拡

大
す

る
怖

れ
が

あ
る

。
　

現
在

の
竹

林
は

放
任

さ
れ

て
い

る
も

の
が

殆
ど

で
、

採
算

外
と

、
高

齢
化

と
、

労
仂

の
投

入
が

困
難

で
、

孟
宗

竹
、

本
来

の
旺

盛
な

繁
殖

力
は

、
手

の
施

し
様

が
な

い
の

が
実

情
で

あ
る

。
そ

の
上

、
自

然
林

は
勿

論
、

造
林

の
破

壊
は

脅
威

と
な

っ
て

い
る

。
　

或
学

者
曰

く
、

”
孟

宗
竹

は
国

を
滅

ぼ
す

”
は

殊
に

名
言

で
あ

る
。

例
へ

ば
、

石
手

川
ダ

ム
周

辺
の

山
は

、
手

も
着

け
ら

れ
ず

放
置

さ
れ

、
繁

殖
を

続
け

て
い

る
孟

宗
竹

が
見

渡
す

限
り

で
あ

る
。

　
B
．

対
策

例
へ

ば
、

選
択

性
殺

草
剤

”
フ

レ
ノ

ッ
ク

粒
剤

”
（

も
っ

と
優

れ
た

薬
品

が
開

発
さ

れ
て

い
る

か
も

知
れ

な
い

）
等

を
活

用
し

、
根

絶
を

図
り

乍
ら

、
涵

養
林

の
育

成
に

努
め

て
ゆ

く
。

仮
り

に
、

竹
の

伐
採

手
段

で
は

、
繰

返
し

現
象

が
起

り
、

さ
ら

に
繁

殖
し

て
ゆ

く
。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ａ
Ｃ

さ
ん

会
場

・
発

言
者

　
一

般
的

に
森

林
は

宅
地

や
農

地
に

比
べ

て
保

水
能

力
が

高
く

、
森

林
土

壌
を

保
全

す
る

機
能

が
あ

る
た

め
、

河
川

管
理

者
と

し
て

も
森

林
を

保
全

し
て

い
く

こ
と

は
重

要
で

あ
る

と
考

え
て

い
ま

す
。

河
川

整
備

計
画

は
、

河
川

管
理

者
で

あ
る

国
が

実
施

す
る

内
容

を
中

心
に

記
載

し
て

い
ま

す
。
森

林
整

備
に

つ
い

て
は

河
川

管
理

者
が

実
施

す
る

事
業

で
な

い
こ

と
か

ら
、

森
林

整
備

を
担

う
関

係
機

関
と

の
連

携
を

強
化

す
る

こ
と

で
対

応
し

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
　

ま
た

、
河

川
管

理
者

と
し

て
も

で
き

る
だ

け
協

力
し

て
い

き
た

い
と

考
え

、
素

案
の

「
5
.
今

後
に

向
け

て
」

の
中

の
「

5
-
5

森
林

に
つ

い
て

」
を

新
た

に
設

け
て

記
載

し
ま

す
。

【
修

正
素

案
P
1
2
7
】

5
-
5
　

森
林

に
つ

い
て

　
森

林
保

全
へ

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
は

、
土

砂
流

出
の

防
備

機
能

等
の

保
全

が
図

ら
れ

る
よ

う
、

森
林

整
備

を
実

施
し

て
い

る
関

係
機

関
と

の
連

携
に

努
め

る
。
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
3
0/

5
3
）

3
.
　

河
川

水
の

適
正

な
利

用
及

び
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

利
水

－
５

　
下

水
道

・
水

質
に

つ
い

て
テ

ー
マ

/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

下
水

道
・

水
質

に
関

す
る

意
見

3
-
3
2

・
流

総
計

画
で

の
還

元
返

水
に

つ
い

て
の

具
体

計
画

、
状

況
を

把
握

し
て

い
る

か
。

ま
た

、
還

元
返

水
は

、
整

備
計

画
の

３
０

年
間

内
に

間
に

合
う

の
か

気
に

な
る

。

学
識

者
香

川
委

員

3
-
3
3

・
香

川
先

生
の

意
見

に
関

係
し

ま
す

が
、

下
水

道
整

備
総

合
計

画
に

携
わ

っ
て

い
た

立
場

よ
り

少
し

説
明

し
ま

す
が

、
小

野
川

と
石

手
川

の
合

流
点

ぐ
ら

い
か

ら
再

生
水

を
流

し
て

、
そ

れ
を

垣
生

あ
た

り
で

ま
た

取
っ

て
そ

の
上

水
に

す
る

と
い

う
計

画
が

あ
っ

て
、

水
質

予
測

調
査

も
や

っ
て

い
た

が
、

重
信

本
流

の
水

質
類

型
を

維
持

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
水

質
に

な
っ

て
し

ま
う

の
で

、
そ

れ
は

だ
め

だ
と

い
う

こ
と

に
な

り
ま

し
た

。
そ

れ
で

、
高

度
処

理
水

は
費

用
が

大
き

く
す

ぐ
に

で
き

な
い

た
め

、
現

在
の

２
次

処
理

水
を

流
す

と
い

う
前

提
で

や
っ

て
み

た
が

、
す

ぐ
に

は
無

理
だ

と
い

う
こ

と
に

な
っ

た
。

だ
か

ら
、

や
る

に
し

て
も

相
当

後
に

な
る

ん
じ

ゃ
な

い
か

と
い

う
感

じ
で

あ
る

。

学
識

者
大

森
委

員

3
-
3
4

・
下

水
道

の
整

備
な

ど
、

水
質

の
保

全
に

も
頑

張
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

と
思

っ
て

い
る

。
市

町
長

砥
部

町
長

3
-
3
5

・
実

際
、

重
信

川
は

臭
い

の
が

残
念

で
あ

る
。

下
水

道
や

浄
化

槽
の

設
置

に
対

し
て

発
言

で
き

る
、

促
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
る

と
良

い
。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ｂ
Ｅ

さ
ん

3
-
3
6

・
河

川
管

理
者

側
か

ら
プ

ッ
シ

ュ
で

き
な

い
の

か
。

下
水

道
は

日
本

で
は

ほ
ぼ

終
わ

っ
て

お
り

、
予

算
が

つ
き

に
く

い
状

況
に

あ
る

。
都

市
計

画
サ

イ
ド

か
ら

見
れ

ば
、

松
山

市
で

は
予

算
が

つ
き

に
く

い
状

況
に

な
っ

て
い

る
。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ｂ
Ｅ

さ
ん

3
-
3
7

・
松

山
市

が
言

っ
て

も
、

国
は

お
金

を
く

れ
な

い
の

で
は

な
い

か
。

さ
ぼ

っ
て

い
た

の
が

い
け

な
い

の
で

す
が

。
河

川
が

応
援

し
て

く
れ

る
と

よ
い

。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ｂ
Ｅ

さ
ん

3
-
3
8

・
坊

ち
ゃ

ん
ス

タ
ジ

ア
ム

前
の

水
質

は
よ

く
な

っ
て

い
る

が
、

出
合

地
点

で
は

ア
ユ

が
遡

上
す

る
に

は
、

ま
だ

汚
い

な
と

思
う

。

流
域

住
民

(
第

一
会

場
)

住
民

Ｅ
さ

ん

3
-
3
9

・
小

野
川

の
水

は
す

こ
し

も
き

れ
い

に
な

っ
て

い
な

い
　

む
だ

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ａ
Ｆ

さ
ん

　
重

信
川

で
は

、
砥

部
川

合
流

点
よ

り
下

流
の

区
間

で
は

、
環

境
基

準
を

上
回

っ
て

い
ま

す
が

、
最

近
2
～

3年
は

、
下

流
区

間
の

水
質

も
改

善
さ

れ
る

傾
向

に
あ

り
ま

す
。

　
河

川
水

質
に

つ
い

て
は

、
河

川
の

利
用

や
多

様
な

動
植

物
の

生
息

、
生

育
環

境
を

考
慮

し
、

下
水

道
事

業
等
の

関
連

事
業

や
関

係
機

関
と

の
連

携
、

調
整

及
び

地
域

住
民

と
の

連
携

の
う

え
、

よ
り

一
層

の
汚

濁
負

荷
の

低
減

等
に

よ
っ
て

環
境

基
準

を
守

る
こ

と
を

目
指

し
て

い
ま

す
。

【
修

正
素

案
P
8
6
】

3
-
5
　

河
川

の
適

正
な

利
用

及
び

正
常

な
機

能
の

維
持

に
関

す
る

目
標

(
3
)
 
水

質
の

保
全

　
河

川
水

質
に

つ
い

て
は

、
河

川
の

利
用

や
多

様
な

動
植

物
の

生
息

、
生

育
環

境
を

考
慮

し
、

下
水

道
事

業
等

の
関

連
事

業
や

関
係

機
関

と
の

連
携

、
調

整
及

び
地

域
住

民
と

の
連

携
の

う
え

、
よ

り
一

層
の

汚
濁

負
荷

の
低

減
等

に
よ

っ
て

環
境

基
準

を
守

る
こ

と
を

目
指

す
。

【
修

正
素

案
P
1
2
2
】

4
-
2
-
2
　

河
川

の
適

正
な

利
用

及
び

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
に

関
す

る
事

項
(
3
)
 
水

質
保

全
　

河
川

水
質

に
つ

い
て

は
、

河
川

の
利

用
状

況
、

地
域

の
水

利
用

状
況

、
現

状
の

環
境

を
考

慮
し

、
下

水
道

等
の

関
係

事
業

や
関

係
機

関
と

の
連

携
、

調
整

、
地

域
住

民
と

の
連

携
を

図
り

な
が

ら
、

中
流

域
の

現
状

の
良

好
な

水
質

の
保

全
及

び
下

流
域

に
お

け
る

水
質

の
改

善
に

努
め

る
。

　
重

信
川

流
域

別
下

水
道

整
備

総
合

計
画

（
平

成
６

年
）

で
記

述
さ

れ
て

い
ま

す
。

下
水

道
の

区
域

と
し

て
は

松
山

市
の

区
域

で
す

。
十

分
に

計
画

が
煮

詰
ま

っ
て

い
る

わ
け
で

は
あ

り
ま

せ
ん

が
、

下
水

道
整

備
に

よ
り

水
を

バ
イ

パ
ス

す
る

と
川

の
水

量
が

減
る

の
で

、
河

川
に

返
す

と
い

う
考

え
方
で

す
。

「
2
-
2
-
3

水
質

、
(
3
)
 
下

水
道

の
整

備
状

況
」

に
お

い
て

、
実

施
時

期
な

ど
具

体
は

現
在

の
と

こ
ろ

未
定

で
あ

る
こ

と
を
補

足
追

記
し

ま
す

。
　

な
お

、
流

水
の

正
常

な
機

能
を

維
持

す
る

た
め

の
適

切
な

流
水

管
理

、
限

ら
れ

た
水

資
源

の
有

効
活

用
の
観

点
か

ら
、

関
係

機
関

と
連

携
を

図
り

な
が

ら
下

水
高

度
処

理
水
の

返
送

な
ど

を
含

め
、

今
後

と
も

流
域

内
の

健
全

な
水

循
環
の

構
築

の
調

査
、

検
討

を
進

め
て

い
く

考
え

で
す

。

【
修

正
素

案
P
5
4
】

2
-
2
-
3
　

水
質

(
3
)
 
下

水
道

の
整

備
状

況
（

4
行

目
）

　
な

お
、

平
成

6
年

に
策

定
さ

れ
た

「
重

信
川

流
域

別
下

水
道

整
備

総
合

計
画

」
で

は
、

下
水

道
整

備
に

よ
る

流
域

外
へ

の
排

出
量

が
増

加
す

る
と

、
河

川
流

量
の

減
少

が
見

込
ま

れ
る

た
め

、
高

度
処

理
水

を
流

域
内

河
川

へ
還

元
す

る
計

画
と

な
っ

て
い

る
。

な
っ

て
い

る
が

、
現

在
の

と
こ

ろ
実

施
時

期
な

ど
具

体
に

つ
い

て
は

未
定

で
あ

る
。

【
修

正
素

案
P
1
2
2
】

4
-
2
-
2
　

河
川

の
適

正
な

利
用

及
び

流
水

の
正

常
な

機
能

の
維

持
に

関
す

る
事

項
(
1
)
　

適
切

な
流

水
管

理
（

3
行

目
）

　
ま

た
、

限
ら

れ
た

水
資

源
を

有
効

に
活

用
す

る
観

点
か

ら
、

関
係

機
関

と
連

携
を

図
り

な
が

ら
下

水
道

高
度

処
理

水
の

河
川

へ
の

返
送

な
ど

を
含

め
、

流
域

内
の
健

全
な

水
循

環
の

構
築

の
調

査
、

検
討

を
行

う
。

会
場

・
発

言
者
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
3
1/

5
3
）

3
.
　

河
川

水
の

適
正

な
利

用
及

び
流

水
の

正
常

な
機

能
の

維
持

利
水

－
５

　
下

水
道

・
水

質
に

つ
い

て
テ

ー
マ

/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

下
水

道
・

水
質

に
関

す
る

意
見

3
-
4
0

・
素

案
は

す
べ

て
ご

も
っ

と
も

。
防

災
対

策
、

水
の

有
効

利
用

等
を

満
足

し
た

う
え

で
可

能
な

ら
ば

②
水

質
浄

化
能

力
の

あ
る

植
物

を
自

生
さ

せ
る

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ｗ
さ

ん
　

市
街

地
を

流
下

し
重

信
川

に
流

入
す

る
支

川
に

は
、

生
活

排
水

等
に

起
因

す
る

汚
濁

負
荷

量
の

削
減

が
進
ん

で
い

な
い

河
川

が
見

ら
れ

ま
す

。
流

入
支

川
か

ら
の

汚
濁

負
荷

量
の

削
減

を
図

る
た

め
に

、
関

連
市

町
の

下
水

道
整

備
の

計
画
と

の
整

合
に

留
意

し
つ

つ
、

支
川

合
流

部
に

お
け

る
湿

地
の
形

成
、

水
路

の
多

自
然

化
な

ど
の

、
水

質
浄

化
対

策
に

お
い
て

、
水

質
浄

化
能

力
の

あ
る

植
物

に
よ

る
浄

化
に

努
め

ま
す

。

【
修

正
素

案
P
1
1
0
】

4
-
1
-
2
　

河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

に
関

す
る

事
項

(
4
)
 
そ

の
他

の
環

境
整

備
事

業
1
)
 
水

質
に

関
す

る
整

備
事

業
①

流
入

支
川

等
に

お
け

る
水

質
浄

化
　

市
街

地
を

流
下

し
重

信
川

に
流

入
す

る
支

川
に

は
、

生
活

排
水

等
に

起
因

す
る

汚
濁

負
荷

量
の

削
減

が
進

ん
で

い
な

い
河

川
が

見
ら

れ
る

。
こ

う
し

た
支

川
の

影
響

に
よ

り
重

信
川

本
川

で
も

、
水

質
環

境
基

準
が

満
足

で
き

て
い

な
い

地
点

が
あ

る
。

流
入

支
川

か
ら

の
汚

濁
負

荷
量

の
削

減
を

図
る

た
め

に
、

関
連

市
町

の
下

水
道

整
備

の
計

画
と

の
整

合
に

留
意

し
つ

つ
、

支
川

合
流

部
に

お
け

る
湿

地
の

形
成

、
水

路
の

多
自

然
化

な
ど

、
水

質
浄

化
対

策
に

努
め

る
。

3
-
4
1

・
ア

オ
コ

の
問

題
は

選
択

取
水

装
置

で
水

質
改

善
も

結
構

で
き

る
と

思
う

。
取

水
位

置
に

関
し

て
松

山
市

の
操

作
に

ダ
ム

管
理

者
も

か
か

わ
る

必
要

が
あ

る
と

思
う

。

学
識

者
大

森
委

員
　

選
択

取
水

は
松

山
市

が
操

作
を

行
っ

て
い
ま

す
。

常
時

満
水

位
の

場
合

で
も

水
深

約
1
5
ｍ

の
位

置
か

ら
取

水
し

て
お

り
、

ア
オ

コ
の

影
響

は
ほ

と
ん

ど
受

け
ま

せ
ん

。
　

松
山

市
に

情
報

を
提

供
し

操
作

を
行

っ
て

い
ま

す
。

【
修

正
素

案
P
8
6
】

3
-
5
　

河
川

の
適

正
な

利
用

及
び

正
常

な
機

能
の

維
持

に
関

す
る

目
標

(
3
)
 
水

質
の

保
全

　
石

手
川

ダ
ム

貯
水

池
の

水
質

に
つ

い
て

は
、

関
係

機
関

と
の

連
携

、
調

整
及

び
ダ

ム
上

流
地

域
の

住
民

と
の

連
携

に
よ

り
、

流
入

水
質

の
負

荷
低

減
等

を
行

い
、

ダ
ム

湖
の

良
好

な
水

質
の

保
全

を
努

め
る

。

会
場

・
発

言
者
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
3
2/

5
3
）

4
.
　

河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

環
境

－
１

　
動

植
物

の
生

息
、

生
育

状
況

に
つ

い
て

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

動
植

物
の

生
息

、
生

育
状

況
に

関
す

る
意

見

4
-
1

・
貴

重
種

の
保

全
は

当
然

大
切

だ
が

、
そ

の
地

域
の

自
然

環
境

を
把

握
す

る
上

で
ど

れ
く

ら
い

の
種

が
確

認
さ

れ
さ

て
い

る
か

記
述

し
て

欲
し

い
。

学
識

者
石

川
委

員
　

「
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

」
(
国

土
交
通

省
)
の

過
去

の
デ

ー
タ

を
環

境
区

分
毎

に
と

り
ま

と
め

た
上

で
、

「
2
-
3
　

河
川

環
境

の
現

状
と

課
題

」
に

お
い

て
は

2
0
0
7
年

9
月

時
点
ま

で
の

レ
ッ

ド
リ

ス
ト

等
に

該
当

す
る

重
要

種
を

再
整

理
す

る
と
と

も
に

、
今

回
は

確
認

種
に

つ
い

て
も

に
追

記
し

ま
し
た

。

【
修

正
素

案
P
5
7
】

2
-
3
　

河
川

環
境

の
現

状
と

課
題

(
1
)
動

植
物

の
生

息
、

生
育

状
況

1
)
 
重

信
川

上
流

域
(
国

管
理

区
間

上
流

端
よ

り
上

流
)

（
2
4
行

目
）

　
過

去
の

環
境

調
査

で
は

、
魚

類
1
6
種

、
底

生
動

物
1
6
6

種
、

両
生

類
8
種

、
は

虫
類

8
種

、
ほ

乳
類

1
6
種

、
鳥

類
1
0
5
種

、
陸

上
昆

虫
類

2
0
8
3
種

、
植

物
6
4
8
種

が
確

認
さ

れ

て
お

り
、

こ
の

う
ち

環
境

省
、

愛
媛

県
、

松
山

市
注

）
の

レ
ッ

ド
デ

ー
タ

ブ
ッ

ク
等

に
記

載
さ

れ
て

い
る

重
要

種
は

の
う

ち
、

魚
類

5
 
 
4
種

、
底

生
動

物
7
種

、
両

生
類
5
 
 
4

種
、

は
虫

類
4
種

、
ほ

乳
類
7
 
 
4
種

、
鳥

類
1
7
 
1
3
種

、
陸

上
昆

虫
類

1
8
 
1
4
種

、
植

物
1
9
 
1
7
種

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。
　

ま
た

、
日

本
の

外
来

種
リ

ス
ト

（
2
0
0
4
/
5
/
1
4
　

日
本

生
態

学
会

）
、

外
来

生
物

法
（

2
0
0
4
/
6
/
2
　

交
付

）
に

記
載

さ
れ

て
い

る
外

来
種

は
、

魚
類

1
種

、
底

生
動

物
1
種

、
ほ

乳
類

2
種

、
鳥

類
2
種

、
陸

上
昆

虫
類

1
6
種

、
植

物
5
5
種

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。

【
修

正
素

案
P
5
9
】

表
-
2
.
3
.
1
(
1
)
　

上
流

域
で

確
認

さ
れ

て
い

る
重

要
種

4
-
2

・
動

植
物

の
生

息
、

生
育

状
況

は
、

国
土

交
通

省
以

外
の

調
査

も
反

映
さ

せ
て

欲
し

い
。

学
識

者
三

宅
委

員
　

「
2
-
3
　

河
川

環
境

の
現

状
と

課
題

　
(
1
)動

植
物

の
生

息
、

生
育

状
況

」
は

、
環

境
区

分
毎

に
確

認
種

、
重

要
種

及
び

外
来

種
に

つ
い

て
整

理
し

て
お

り
ま

す
。

　
な

お
、

国
土

交
通

省
以

外
の

調
査

（
文

献
調
査

）
に

つ
い

て
も

整
理

し
ま

し
た

が
、

環
境

区
分

毎
の

生
息

状
況

が
確

認
で

き
な

い
資

料
が

あ
る

た
め

、
今

回
は

「
河

川
水
辺

の
国

勢
調

査
」

に
お

け
る

現
地

調
査

の
み

を
使

用
し

て
整

理
し

て
お

り
ま

す
。

【
修

正
素

案
P
6
1
】

2
)
 
重

信
川

中
流

域
（

石
手

川
合

流
点

～
国

管
理

区
間

上
流

端
）

（
7
行

目
）

　
過

去
の

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
で

は
、
魚

類
2
3
種

、
底

生
動

物
1
7
3
種

、
両

生
類

7
種

、
は

虫
類

1
0
種

、
ほ

乳
類

1
2

種
、

鳥
類

9
6
種

、
陸

上
昆

虫
類

1
0
5
4
種

、
植

物
4
9
7
種

が
確

認
さ

れ
て

お
り

、
こ

の
う

ち
環

境
省

、
愛

媛
県

、
松

山
市

の
レ

ッ
ド

デ
ー

タ
ブ

ッ
ク

等
に

記
載

さ
れ

て
い

る
重

要
種

は
の

う
ち

、
魚

類
7
 
 
6
種

、
底

生
動

物
1
2
 
 
4
種

、
両

生
類

3
種

、
は

虫
類
5
 
1
種

、
ほ

乳
類

3
 
1
種

、
鳥

類
1
2
種

、
陸

上
昆

虫
類

1
4
 
1
3
種

、
植

物
1
5
 
1
4
種

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。
　

ま
た

、
日

本
の

外
来

種
リ

ス
ト

、
外

来
生

物
法

に
記

載
さ

れ
て

い
る

外
来

種
は

、
魚

類
2
種

、
底

生
動

物
4
種

、
両

生
類

1
種

、
は

虫
類

3
種

、
ほ

乳
類

4
種

、
鳥

類
3
種

、
陸

上
昆

虫
類

1
7
種

、
植

物
1
2
2
種

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。

【
修

正
素

案
P
6
2
】

表
-
2
.
3
.
1
(
2
)
　

中
流

域
で

確
認

さ
れ

て
い

る
重

要
種

会
場

・
発

言
者
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
3
3/

5
3
）

4
.
　

河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

環
境

－
１

　
動

植
物

の
生

息
、

生
育

状
況

に
つ

い
て

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

（
前

ペ
ー

ジ
の

続
き

）
（

前
ペ

ー
ジ

の
続

き
）

（
前

ペ
ー

ジ
の

続
き

）

（
前

ペ
ー

ジ
の

続
き

）

（
前

ペ
ー

ジ
の

続
き

）
（

前
ペ

ー
ジ

の
続

き
）

【
修

正
素

案
P
6
3
】

3
)
 
重

信
川

下
流

域
（

河
口

～
石

手
川

合
流

点
）

（
3
0
行

目
）

　
過

去
の

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
で

は
、
魚

類
6
2
種

、
底

生
動

物
1
1
9
種

、
両

生
類

6
種

、
は

虫
類

9
種

、
ほ

乳
類

1
3

種
、

鳥
類

1
2
1
種

、
陸

上
昆

虫
類

9
0
9
種

、
植

物
3
3
0
種

が
確

認
さ

れ
て

お
り

、
こ

の
う

ち
環

境
省

、
愛

媛
県

、
松

山
市

の
レ

ッ
ド

デ
ー

タ
ブ

ッ
ク

等
に

記
載

さ
れ

て
い

る
重

要
種

は
の

う
ち

、
魚

類
1
5
 
1
3
種

、
底

生
動

物
1
7
 
1
1
種

、
両

生
類

2
種

、
は

虫
類

3
種

、
ほ

乳
類

4
 
2
種

、
鳥

類
1
9
種

、
陸

上
昆

虫
類

8
 
5
種

、
植

物
1
5
 
1
2
種

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。
　

ま
た

、
日

本
の

外
来

種
リ

ス
ト

、
外

来
生

物
法

に
記

載
さ

れ
て

い
る

外
来

種
は

、
魚

類
2
種

、
底

生
動

物
4
種

、
両

生
類

1
種

、
は

虫
類

3
種

、
ほ

乳
類

5
種

、
鳥

類
2
種

、
陸

上
昆

虫
類

1
9
種

、
植

物
8
8
種

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。

【
修

正
素

案
P
6
5
～

P
6
5
-
1
】

表
-
2
.
3
.
1
(
3
)
　

下
流

域
で

確
認

さ
れ

て
い

る
重

要
種

【
修

正
素

案
P
.
6
6
】

4
)
石

手
川

（
国

管
理

区
間

）
、

石
手

川
ダ

ム
（

上
か

ら
7
行

目
よ

り
)

　
過

去
の

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
で

は
、
鳥

類
5
6
種

、
陸

上
昆

虫
類

6
2
3
種

、
植

物
3
2
1
種

が
確

認
さ

れ
て

お
り

、
こ

の
う

ち
環

境
省

、
愛

媛
県

、
松

山
市

の
レ

ッ
ド

デ
ー

タ
ブ

ッ
ク

等
に

記
載

さ
れ

て
い

る
重

要
種
は

の
う

ち
、

鳥
類

4
2
種

、
陸

上
昆

虫
類

5
 
4
種

、
植

物
6
 
5
種

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。
　

ま
た

、
日

本
の

外
来

種
リ

ス
ト

、
外

来
生

物
法

に
記

載
さ

れ
て

い
る

外
来

種
は

、
鳥

類
1
種

、
陸

上
昆

虫
類

1
4

種
、

植
物

9
5
種

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。

【
修

正
素

案
P
6
7
～

P
6
7
-
1
】

表
-
2
.
3
.
1
(
4
)
　

石
手

川
で

確
認

さ
れ

て
い

る
重

要
種

会
場

・
発

言
者
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
3
4/

5
3
）

4
.
　

河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

環
境

－
１

　
動

植
物

の
生

息
、

生
育

状
況

に
つ

い
て

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

（
前

ペ
ー

ジ
の

続
き

）
（

前
ペ

ー
ジ

の
続

き
）

（
前

ペ
ー

ジ
の

続
き

）

（
前

ペ
ー

ジ
の

続
き

）

（
前

ペ
ー

ジ
の

続
き

）
（

前
ペ

ー
ジ

の
続

き
）

【
修

正
素

案
P
.
6
6
】

4
)
石

手
川

（
国

管
理

区
間

）
、

石
手

川
ダ

ム
（

上
か

ら
1
9
行

目
よ

り
)

　
過

去
の

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
で

は
、
魚

類
1
8
種

、
底

生
動

物
1
9
3
種

、
両

生
類

1
1
種

、
は

虫
類

1
2
種

、
ほ

乳
類

1
7
種

、
鳥

類
9
8
種

、
陸

上
昆

虫
類

1
2
5
0
種

、
植

物
8
2
0
種

が
確

認
さ

れ
て

お
り

、
こ

の
う

ち
環

境
省

、
愛

媛
県

、
松

山
市

の
レ

ッ
ド

デ
ー

タ
ブ

ッ
ク

等
に

記
載

さ
れ

て
い

る
重

要
種

は
の

う
ち

、
魚

類
2
種

、
底

生
動

物
8
 
4
種

、
両

生
類

6
3
種

、
は

虫
類

6
 
3
種

、
ほ

乳
類

8
 
3
種

、
鳥

類
2
0
 
1
0
種

、
陸

上
昆

虫
類

9
 
7
種

、
植

物
2
0
 
1
8
種

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。
　

ま
た

、
日

本
の

外
来

種
リ

ス
ト

、
外

来
生

物
法

に
記

載
さ

れ
て

い
る

外
来

種
は

、
魚

類
3
種

、
底

生
動

物
1
種

、
両

生
類

1
種

、
は

虫
類

2
種

、
ほ

乳
類

2
種

、
鳥

類
2
種

、
陸

上
昆

虫
類

1
0
種

、
植

物
1
0
2
種

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。

【
修

正
素

案
P
6
8
-
1
】

表
-
2
.
3
.
1
(
5
)
　

石
手

川
ダ

ム
湖

及
び

周
辺

で
確

認
さ

れ
て

い
る

重
要

種

動
植

物
の

生
息

、
生

育
状

況
に

関
す

る
意

見

4
-
3

・
平

成
1
8
年

度
の

石
手

川
ダ

ム
湖

の
水

辺
国

勢
調

査
で

、
オ

シ
ド

リ
を

ハ
ン

テ
ィ

ン
グ

す
る

オ
オ

タ
カ

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。
ぜ

ひ
こ

れ
を

入
れ

て
い

た
だ

け
れ

ば
と

思
う

。
オ

オ
タ

カ
は

良
好

な
自

然
環

境
の

指
標

と
し

て
石

手
川

の
自

然
度

の
価

値
を

上
げ

る
も

の
と

思
う

。

学
識

者
石

川
委

員
　

「
平

成
1
8
年

度
水

辺
の

国
勢

調
査

」
に

お
い
て

オ
オ

タ
カ

を
確

認
し

て
お

り
、

「
2
-
3
　

河
川

環
境

の
現

状
と

課
題

」
の

「
(
1
)
動

植
物

の
生

息
、

生
育

状
況

」
の

「
4)
石

手
川

（
国

管
理

区
間

）
、

石
手

川
ダ

ム
」

に
お

い
て

、
こ

の
調

査
結

果
を

追
記

し
ま

し
た

。

【
修

正
素

案
P
6
6
】

2
-
3
　

河
川

環
境

の
現

状
と

課
題

(
1
)
動

植
物

の
生

息
、

生
育

状
況

4
)
 
石

手
川

（
国

管
理

区
間

）
、

石
手

川
ダ

ム
（

1
4
行

目
）

　
ダ

ム
湖

周
辺

で
は

、
シ

ュ
レ

ー
ゲ

ル
ア

オ
ガ

エ
ル

や
タ

ゴ
ガ

エ
ル

等
の

両
生

類
、

カ
ナ

ヘ
ビ

等
の

は
虫

類
、

タ
ヌ

キ
等

の
ほ

乳
類

、
オ

オ
タ

カ
等

の
鳥

類
、

ミ
ヤ

マ
カ

ワ
ト

ン
ボ

や
ハ

ル
ゼ

ミ
等

の
昆

虫
類

、
タ

コ
ノ

ア
シ

や
エ

ビ
ネ

や
カ

ワ
ラ

ハ
ン

ノ
キ

等
の

植
物

が
確

認
さ

れ
て

い
る

。

【
修

正
素

案
P
6
8
-
1
】

表
-
2
.
3
.
1
(
5
)
　

石
手

川
ダ

ム
湖

及
び

周
辺

で
確

認
さ

れ
て

い
る

重
要

種

4
-
4

・
素

案
の

動
植

物
の

重
要

種
に

誤
り

が
あ

る
。

イ
シ

ド
ジ

ョ
ウ

は
別

の
種

と
し

て
記

載
さ

れ
る

こ
と

に
な

っ
て

お
り

、
ヒ

ナ
イ

シ
ド

ジ
ョ

ウ
と

な
っ

て
い

る
。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ｂ
Ｈ

さ
ん

　
国

土
交

通
省

の
「

河
川

水
辺

の
国

勢
調
査

」
に

お
け

る
記

載
方

法
に

従
っ

て
い

ま
す

（
イ

シ
ド

ジ
ョ

ウ
と

し
て
の

分
類

の
み

で
あ

り
、

ヒ
ナ

イ
シ

ド
ジ

ョ
ウ

の
分

類
が

現
時

点
で

あ
り

ま
せ

ん
）

。
ま

た
、

当
時

の
調

査
に

お
け

る
確

認
標
本

が
残

っ
て

い
な

い
た

め
、

現
時

点
で

ヒ
ナ

イ
シ

ド
ジ

ョ
ウ

で
あ

る
と

結
論

づ
け

る
の

は
困

難
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

－
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
3
5/

5
3
）

4
.
　

河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

環
境

－
２

　
動

植
物

の
生

息
、

生
育

環
境

の
保

全
、

再
生

に
つ

い
て

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

外
来

種
対

策
に

関
す

る
意

見
4
-
5

・
外

来
生

物
が

問
題

と
な

っ
て

い
る

が
、

重
信

川
流

域
で

は
ミ

シ
シ

ッ
ピ

ア
カ

ミ
ミ

ガ
メ

が
目

立
つ

よ
う

に
な

っ
て

き
て

い
る

。
こ

の
カ

メ
は

大
型

で
攻

撃
性

が
強

く
悪

化
し

た
環

境
に

も
耐

性
が

強
い

た
め

に
在

来
種

で
あ

る
ク

サ
ガ

メ
と

か
イ

シ
ガ

メ
へ

の
影

響
が

懸
念

さ
れ

て
い

る
。

し
た

が
っ

て
、

こ
れ

ら
に

つ
い

て
ど

こ
か

に
明

記
し

て
い

た
だ

け
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
　

ミ
シ

シ
ッ

ピ
ア

カ
ミ

ミ
ガ

メ
は

要
注

意
外

来
生

物
。

外
来

生
物

法
の

規
制

対
象

に
は

な
ら

な
い

が
、

環
境

へ
の

影
響

が
い

ろ
い

ろ
考

え
ら

れ
る

の
で

、
飼

育
者

、
販

売
者

に
適

切
な

取
扱

の
理

解
と

協
力

を
求

め
る

必
要

が
あ

る
と

思
う

。

学
識

者
石

川
委

員

4
-
6

・
R
D
B
の

こ
と

は
わ

か
っ

た
が

、
河

川
に

外
来

種
が

多
く

入
っ

て
い

る
。

外
来

種
の

対
策

は
ど

う
な

っ
て

い
る

の
か

。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ｂ
Ｆ

さ
ん

【
修

正
素

案
P
1
1
0
～

P
1
1
1
】

4
-
1
-
2
　

河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

に
関

す
る

事
項

(
4
)
そ

の
他

の
環

境
整

備
事

業
2
)
河

川
工

事
の

実
施

に
お

け
る

配
慮

等
①

局
所

的
な

深
掘

れ
対

策
、

浸
食

対
策

（
5
行

目
）

　
な

お
、

新
た

に
設

置
す

る
低

水
護

岸
は

、
多

自
然

川
づ

く
り

の
理

念
に

基
づ

き
、
在

来
種

に
よ

る
緑

化
等

、
生

物
の

生
息

・
の

場
と

な
る

よ
う

な
環

境
が

形
成

さ
れ

る
よ

う
配

慮
す

る
。

　
堤

防
の

質
的

強
化

対
策

と
し

て
実

施
す

る
河

川
敷

造
成

の
整

備
に

あ
た

っ
て

は
、
在

来
種

に
よ

る
緑

化
等

、
生

物
の

生
息

・
の

場
と

な
る

よ
う

な
環

境
が

形
成

さ
れ

る
よ

う
配

慮
す

る
。

【
修

正
素

案
P
1
2
3
】

4
-
2
-
3
 
河

川
環

境
の

整
備

と
保

全
に

関
す

る
事

項
(
1
)
河

川
環

境
の

保
全

、
維

持
管

理
（

9
行

目
）

　
一

方
、

重
信

川
で

は
外

来
種

が
侵

入
し

、
在

来
種

の
生

息
、

生
育

域
の

減
少

、
生

息
環

境
の

悪
化

、
に

よ
る

生
物

多
様

性
の

減
少

が
懸

念
さ

れ
て

い
る

た
め

、
必

要
に

応
じ

て
関

係
機

関
等

と
連

携
し

な
が

ら
周

辺
住

民
に

外
来

種
の

取
り

扱
い

に
関

す
る

情
報

提
供

に
努

め
る

と
と

も
に

、
工

事
等

に
お

い
て

は
在

来
種

に
よ

る
緑

化
や

、
堤

防
除

草
実

施
時

に
お

い
て

可
能

な
範

囲
で

外
来

植
物

の
除

去
を

行
う

な
ど

適
切

な
維

持
管

理
に

よ
り

、
外

来
種

の
分

布
拡

大
を

抑
制

し
、

在
来

種
の

生
息

環
境

の
保

全
に

努
め

る
。

　
な

お
、

河
川

環
境

の
保

全
、

維
持

管
理

の
た

め
、

河
川

環
境

に
関

す
る

継
続

的
な

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
行

い
、

河
川

環
境

の
変

化
の

を
把

握
す

る
と

と
も

に
、

必
要

に
応

じ
て

地
域

住
民

へ
の

情
報

提
供

に
努

め
る

。
　

松
原

泉
及

び
広

瀬
霞

な
ど

自
然

再
生

事
業

の
を

実
施

箇
所

し
て

い
る

松
原

泉
及

び
広

瀬
霞

で
は

、
地

域
住

民
や

関
係

機
関

、
Ｎ

Ｐ
Ｏ

等
の

協
力

を
得

て
維

持
管

理
を

行
っ

て
い

く
。

　
外

来
生

物
対

策
と

し
て

は
、

従
来

よ
り

国
土

交
通

省
も

「
河

川
に

お
け

る
外

来
種

対
策

の
考

え
方

と
そ

の
事

例
―

主
な

侵
略

的
外

来
種

の
影

響
と

対
策

―
」

を
と

り
ま

と
め
、

各
河

川
で

の
対

策
に

活
用

し
て

い
ま

す
。

　
本

整
備

計
画

で
も

そ
の

重
要

性
に

鑑
み

、
「
4
-
1
-
2
 
河

川
環

境
の

整
備

と
保

全
に

関
す

る
事

項
、

(
4
)
そ

の
他

の
環

境
整

備
事

業
、

2
)
河

川
工

事
の

実
施

に
お

け
る

配
慮

等
、

①
局

所
的

な
深

掘
れ

対
策

、
浸

食
対

策
」

、
「

4
-
2
-
3
 
河

川
環
境

の
整

備
と

保
全

に
関

す
る

事
項

、
(
1
)
河

川
環

境
の

保
全

、
維

持
管

理
」

に
お

い
て

、
必

要
に

応
じ

て
関

係
機

関
等

と
連

携
し

な
が

ら
周

辺
住

民
に

外
来

種
の

取
り

扱
い

に
関

す
る

情
報

提
供

に
努

め
る

と
と

も
に

、
工

事
等

に
お

い
て

は
在

来
種

に
よ

る
緑

化
に

努
め

る
こ

と
を

追
記

し
ま

す
。
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
3
6/

5
3
）

4
.
　

河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

環
境

－
２

　
動

植
物

の
生

息
、

生
育

環
境

の
保

全
、

再
生

に
つ

い
て

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

全
川

的
な

環
境

の
保

全
、

再
生

に
関

す
る

意
見

4
-
7

・
ま

た
動

植
物

の
生

息
生

育
環

境
の

保
全

や
、

交
流

と
学

習
の

場
で

あ
る

親
水

公
園

拡
大

や
自

然
再

生
事

業
で

も
３

０
年

間
の

計
画

と
の

事
で

す
が

、
予

算
の

許
す

限
り

沢
山

実
施

を
お

願
い

致
し

ま
す

。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ｊ
さ

ん

4
-
8

・
動

植
物

の
生

息
、

生
育

環
境

の
保

全
、

再
生

を
お

願
い

し
ま

す
。

ホ
タ

ル
の

飛
ぶ

重
信

川
に

し
て

下
さ

い
。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ｑ
さ

ん

4
-
9

・
お

願
い

し
た

い
の

は
、

人
間

の
都

合
だ

け
を

考
え

る
の

で
な

く
、

動
植

物
を

始
め

と
す

る
自

然
自

体
へ

の
影

響
を

、
忘

れ
な

い
で

欲
し

い
。

始
め

に
結

論
有

り
き

で
な

く
、

あ
ら

ゆ
る

視
点

、
角

度
か

ら
検

討
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ｘ
さ

ん

4
-
1
0

１
．

玉
川

町
、

八
幡

浜
市

の
河

川
に

取
り

入
れ

て
い

る
段

差
を

、
地

域
の

水
路

に
も

取
り

入
れ

る
。

２
．

セ
メ

ン
ト

で
の

河
底

を
、

部
分

的
に

元
の

石
垣

,
砂

底
に

戻
す

。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ａ
Ａ

さ
ん

4
-
1
1

・
素

案
は

す
べ

て
ご

も
っ

と
も

。
防

災
対

策
、

水
の

有
効

利
用

等
を

満
足

し
た

う
え

で
可

能
な

ら
ば

⑥
野

鳥
、

水
生

生
物

が
住

め
る

環
境

を
整

え
る

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ｗ
さ

ん

　
重

信
川

の
河

川
環

境
の

整
備

と
保

全
に

関
し

て
は

、
「

3
-
6
河

川
環

境
の

整
備

と
保

全
に

関
す

る
目

標
」

に
お

け
る

「
(
1
)
動

植
物

の
生

息
、

生
育

に
関

す
る

目
標

」
、

「
(
2)
河

川
景

観
に

関
す

る
す

る
目

標
」

、
「

(
3
)
河

川
空

間
の

利
用

の
目

標
」

に
示

し
た

目
標

に
照

ら
し

適
正

な
整

備
と

管
理

に
努

め
ま

す
。

【
修

正
素

案
P
8
7
】

3
-
6
河

川
環

境
の

整
備

と
保

全
に

関
す

る
目

標
（

8
行

目
）

　
従

っ
て

、
河

川
環

境
に

関
す

る
目

標
と

し
て

、
現

在
も

重
信

川
に

残
る

良
好

な
動

植
物

の
生

息
・

生
育

環
境

や
河

川
景

観
を

保
全

す
る

。
ま

た
、

顕
在

化
し

て
い

る
環

境
上

の
課

題
の

解
決

に
向

け
、

か
つ

て
重

信
川

に
あ

っ
た

良
好

で
特

徴
的

な
環

境
の

再
生

に
努

め
る

。
　

一
方

で
、

重
信

川
は

、
四

国
第

一
の

都
市

で
あ

る
松

山
市

街
地

の
近

郊
を

流
れ

、
都

市
近

郊
の

貴
重

な
オ

ー
プ

ン
ス

ペ
ー

ス
、

ま
た

、
身

近
な

自
然

空
間

と
し

て
利

用
が

多
い

。
　

そ
こ

で
、

将
来

に
渡

り
、

ス
ポ

ー
ツ

や
環

境
学

習
な

ど
、

適
正

な
河

川
利

用
が

図
ら

れ
る

よ
う

に
、

関
係

機
関

や
地

域
住

民
と

連
携

し
、

人
と

川
、

地
域

と
川

と
の

共
生

関
係

の
構

築
に

努
め

る
。

　
ま

た
、

こ
れ

ら
の

目
標

の
実

現
に

向
け

、
河

川
環

境
に

関
す

る
基

礎
情

報
を

活
用

し
、

治
水

、
利

水
、

河
川

利
用

と
の

整
合

を
図

り
つ

つ
、

良
好

な
河

川
環

境
の

保
全

、
再

生
に

努
め

る
。

さ
ら

に
、

今
後

も
継

続
し

た
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
な

ど
の

必
要

な
調

査
、

検
討

に
よ

り
環

境
の

評
価

を
行

い
、

必
要

に
応

じ
て

自
然

再
生

事
業

等
を

関
係

機
関

、
地

域
住

民
等

と
連

携
し

な
が

ら
行

う
。

　
な

お
、

河
川

工
事

等
の

際
に

は
「

多
自

然
川

づ
く

り
」

を
基

本
と

し
、

良
好

な
河

川
環

境
の

保
全

、
再

生
に

努
め

る
。

会
場

・
発

言
者
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
3
7/

5
3
）

4
.
　

河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

環
境

－
２

　
動

植
物

の
生

息
、

生
育

環
境

の
保

全
、

再
生

に
つ

い
て

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

河
口

部
の

環
境

の
保

全
、

再
生

に
関

す
る

意
見

4
-
1
2

・
河

口
の

干
潟

等
の

自
然

環
境

の
保

全
再

生
を

進
め

て
欲

し
い

。
市

町
長

松
山

市
長

　
重

信
川

河
口

域
の

干
潟

は
、

渡
り

鳥
の

重
要
な

渡
来

地
、

越
冬

地
で

あ
り

、
ハ

ク
セ

ン
シ

オ
マ

ネ
キ

な
ど

の
重

要
種

が
生

息
し

て
い

ま
す

が
、

昭
和

2
0
年

代
に

比
べ

る
と
、

良
好

な
水

際
環

境
、

干
潟

環
境

が
減

少
し

て
ま

す
。

こ
の

た
め

、
干

潟
を

保
全

し
、

多
様

な
動

植
物

の
生

息
、

生
育

環
境

の
保

全
に

努
め

ま
す

。

【
修

正
素

案
P
1
0
5
】

4
-
1
-
2
　

河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

に
関

す
る

事
項

(
1
)
 
動

植
物

の
生

息
、

生
育

環
境

の
保

全
・

再
生

2
)
 
重

信
川

下
流

域
（

河
口

～
石

手
川

合
流

点
）

②
干

潟
の

保
全

　
重

信
川

河
口

域
に

は
干

潟
が

あ
り

、
渡

り
鳥

の
餌

場
、

休
憩

地
と

し
て

重
要

な
渡

来
地

、
越

冬
地

に
な

っ
て

い
る

ほ
か

、
ハ

ク
セ

ン
シ

オ
マ

ネ
キ

な
ど

の
重

要
種

が
生

息
し

て
い

る
。

一
方

、
昭

和
2
0
年

代
の

護
岸

整
備

や
中

州
の

上
昇

と
み

お
筋

の
河

床
低

下
に

よ
る

比
高

差
の

拡
大

等
に

よ
っ

て
良

好
な

水
際

環
境

、
干

潟
環

境
が

減
少

し
て

い
る

。
こ

の
た

め
、

河
岸

部
で

は
浅

場
環

境
を

保
全

す
る

と
と

も
に

、
中

州
で

は
、

水
際

か
ら

陸
域

ま
で

を
な

だ
ら

か
に

連
続

さ
せ

る
こ

と
に

よ
り

干
潟

を
保

全
し

、
多

様
な

動
植

物
の

生
息

、
生

育
環

境
の

保
全

に
努

め
る

。
　

な
お

、
中

州
の

水
際

の
な

だ
ら

か
な

連
続

性
の

保
全

で
は

、
重

信
川

が
本

来
持

っ
て

い
る

洪
水

な
ど

の
自

然
の

力
を

可
能

な
限

り
利

用
す

る
こ

と
を

基
本

と
す

る
。

ま
た

、
中

州
の

比
高

差
の

拡
大

の
抑

制
、

中
州

部
の

土
砂

交
換

な
ど

の
干

潟
環

境
へ

の
適

度
な

攪
乱

に
つ

い
て

の
調

査
・

検
討

を
行

う
。

4
-
1
3

・
河

口
干

潟
の

保
全

に
つ

い
て

、
「

中
州

の
比

高
差

拡
大

の
抑

制
の

た
め

中
州

部
の

土
砂

交
換

な
ど

の
干

潟
環

境
の

適
度

な
攪

乱
」

と
書

か
れ

て
い

る
が

、
河

口
干

潟
に

は
、

水
生

生
物

の
生

息
場

所
が

あ
る

た
め

、
干

潟
に

人
の

手
を

加
え

る
場

合
は

慎
重

に
お

願
い

し
た

い
。

学
識

者
大

森
委

員
　

「
4
-
1
-
2
 
河

川
環

境
の

整
備

と
保

全
に

関
す

る
事

項
」

の
「

(
1
)
動

植
物

の
生

息
、

生
育

環
境

の
保

全
・
再

生
　

2
)
重

信
川

下
流

域
(
河

口
～

石
手

川
合

流
点

)
　

②
干

潟
の

保
全

」
に

お
い

て
は

、
多

様
な

動
植

物
の

生
息

、
生

育
環
境

の
保

全
に

努
め

る
た

め
に

必
要

な
調

査
・

検
討

を
行

う
こ

と
と

し
て

お
り

、
必

要
な

整
備

の
実

施
に

当
た

っ
て

は
事

前
・

事
後
の

十
分

な
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
を

行
い

ま
す

。

【
修

正
素

案
P
1
0
5
】

4
-
1
-
2
 
河

川
環

境
の

整
備

と
保

全
に

関
す

る
事

項
(
1
)
動

植
物

の
生

息
、

生
育

環
境

の
保

全
・

再
生

2
)
重

信
川

下
流

域
(
河

口
～

石
手

川
合

流
点

②
干

潟
の

保
全

（
2
行

目
）

　
一

方
、

昭
和

2
0
年

代
の

護
岸

整
備

や
中

州
の

上
昇

と
み

お
筋

の
河

床
低

下
に

よ
る

比
高

差
の

拡
大

等
に

よ
っ

て
良

好
な

水
際

環
境

、
干

潟
環

境
が

減
少

し
て

い
る

。
こ

の
た

め
、

河
岸

部
で

は
浅

場
環

境
を

保
全

す
る

と
と

も
に

、
中

州
で

は
、

水
際

か
ら

陸
域

ま
で

を
な

だ
ら

か
に

連
続

さ
せ

る
こ

と
に

よ
り

干
潟

を
保

全
し

、
多

様
な

動
植

物
の

生
息

、
生

育
環

境
の

保
全

に
努

め
る

。
　

な
お

、
中

州
の

水
際

の
な

だ
ら

か
な

連
続

性
の

保
全

で
は

、
重

信
川

が
本

来
持

っ
て

い
る

洪
水

な
ど

の
自

然
の

力
を

可
能

な
限

り
利

用
す

る
こ

と
を

基
本

と
す

る
。

ま
た

、
中

州
の

比
高

差
の

拡
大

の
抑

制
、

中
州

部
の

土
砂

交
換

な
ど

の
干

潟
環

境
へ

の
適

度
な

攪
乱

に
つ

い
て

の
調

査
・

検
討

を
行

う
。

会
場

・
発

言
者
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
3
8/

5
3
）

4
.
　

河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

環
境

－
２

　
動

植
物

の
生

息
、

生
育

環
境

の
保

全
、

再
生

に
つ

い
て

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

協
働

に
よ

る
取

り
組

み
に

関
す

る
意

見

4
-
1
4

・
松

原
泉

な
ど

の
大

学
、

行
政

、
住

民
等

の
協

働
に

よ
る

取
り

組
み

に
な

ら
い

、
河

川
環

境
の

整
備

を
推

進
し

て
欲

し
い

。

市
町

長
松

山
市

長
【

修
正

素
案

P
1
0
1
】

4
-
1
-
2
　

河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

に
関

す
る

事
項

（
5
行

目
）

(
1
)
 
動

植
物

の
生

息
、

生
育

環
境

の
保

全
・

再
生

1
)
 
重

信
川

中
流

域
（

石
手

川
合

流
点

～
国

管
理

区
間

上
流

端
）

①
水

と
緑

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

確
保

（
霞

堤
の

環
境

再
生

、
水

辺
植

生
の

保
全

、
再

生
）

　
重

信
川

は
昔

か
ら

渇
水

時
に

は
瀬

切
れ

が
発

生
し

、
ま

た
洪

水
時

に
は

激
流

と
な

る
こ

と
か

ら
、

魚
類

な
ど

の
水

生
生

物
に

と
っ

て
は

厳
し

い
生

息
環

境
と

な
っ

て
い

る
。

重
信

川
に

流
入

す
る

支
川

や
霞

堤
の

湿
地

、
さ

ら
に

周
辺

の
水

路
や

泉
は

、
重

信
川

と
つ

な
が

っ
て

、
生

物
の

移
動

や
生

息
環

境
の

連
続

性
を

保
つ

こ
と

で
、

渇
水

時
や

洪
水

時
に

お
け

る
重

信
川

の
厳

し
い

生
息

環
境

を
緩

和
す

る
重

要
な

役
割

を
果

た
し

て
き

た
。

　
こ

の
よ

う
な

霞
堤

に
お

い
て

、
関

係
機

関
、

住
民

等
と

連
携

を
図

り
つ

つ
、

ミ
ニ

ワ
ン

ド
の

設
置

な
ど

に
よ

る
湿

地
の

再
生

、
流

入
支

川
や

水
路

の
多

自
然

化
な

ど
、

霞
堤

の
環

境
面

で
の

機
能

及
び

多
様

な
動

植
物

の
生

息
、

生
育

環
境

の
保

全
、

再
生

に
向

け
た

取
り

組
み

を
推

進
す

る
（

広
瀬

霞
で

実
施

中
、

コ
ラ

ム
参

照
）

。
そ

し
て

、
周

辺
の

水
路

や
泉

な
ど

と
と

も
に

、
水

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

確
保

を
図

る
（

松
原

泉
で

実
施

済
み

、
コ

ラ
ム

参
照

）
。

　
ま

た
、

重
信

川
本

川
の

淵
や

た
ま

り
等

の
水

際
部

、
流

入
す

る
支

川
や

水
路

な
ど

に
お

い
て

、
関

係
機

関
等

と
も

連
携

し
、

ヨ
シ

原
な

ど
の

水
辺

植
生

の
保

全
、

再
生

に
、

可
能

な
限

り
努

め
る

。
そ

し
て

、
河

畔
林

な
ど

と
と

も
に

、
緑

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

確
保

に
努

め
る

。
　

こ
れ

ら
に

よ
り

生
物

の
移

動
や

生
息

環
境

の
連

続
性

を
確

保
し

、
多

様
な

動
植

物
の

生
息

、
生

育
環

境
の

保
全

、
再

生
に

努
め

る
。

【
修

正
素

案
P
1
2
5
-
1
】

《
コ

ラ
ム

》
重

信
川

の
自

然
を

は
ぐ

く
む

会
の

活
動

（
1
頁

追
加

）

会
場

・
発

言
者

　
現

在
、

実
施

中
の

広
瀬

霞
や

松
原

泉
の

再
生

事
業

の
よ

う
に

、
重

信
川

の
水

際
部

か
ら

流
入

水
路

、
沿

川
の

霞
堤

や
泉

を
結

ぶ
水

と
緑

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

確
保

を
図
り

、
生

物
の

移
動

や
連

続
性

の
確

保
、

多
様

な
動

植
物

の
生

息
、

生
育

環
境

の
保

全
、

再
生

に
努

め
、

あ
わ

せ
て

自
然

体
験

活
動
、

環
境

学
習

等
の

場
と

し
て

の
機

能
も

高
め

て
い

き
た

い
と
考

え
て

い
ま

す
。

　
今

後
も

、
こ

の
よ

う
な

整
備

に
関

し
て

関
係

機
関

、
住

民
等

と
の

連
携

を
図

っ
て

い
き

た
い

と
考

え
て

お
り

素
案

を
追

加
し

ま
し

た
。

　
ま

た
、

「
重

信
川

の
自

然
を

は
ぐ

く
む

会
」

の
活

動
を

追
記

し
て

、
松

原
泉

の
再

生
事

業
が

大
学

や
N
P
O
、
関

係
行

政
機

関
、

住
民

等
の

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

に
よ

り
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
を

紹
介

し
ま

し
た

。
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
3
9/

5
3
）

4
.
　

河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

環
境

－
３

　
河

川
の

使
用

規
制

に
つ

い
て

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

河
川

の
使

用
規

制
に

関
す

る
意

見
4
-
1
5

・
重

信
川

、
松

山
市

で
は

、
非

常
に

貴
重

な
自

然
の

空
間

で
あ

る
。

こ
れ

か
ら

、
将

来
は

従
来

よ
り

も
生

態
系

の
保

護
に

積
極

的
に

関
わ

っ
て

も
良

い
の

で
は

な
い

か
。

河
川

は
公

物
な

の
で

規
制

が
難

し
い

の
か

も
し

れ
な

い
が

、
バ

イ
ク

や
大

型
犬

が
走

り
ま

わ
っ

て
い

る
。

犬
は

人
が

連
れ

て
行

っ
て

は
し

ら
せ

て
い

る
の

で
あ

り
、

鳥
な

ど
に

影
響

も
あ

り
、

飛
来

し
な

く
な

る
。

犬
も

バ
イ

ク
も

あ
り

え
な

い
の

で
、

も
っ

と
強

く
規

制
す

る
こ

と
に

踏
み

込
め

な
い

の
か

。
で

き
な

い
も

の
か

。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ｂ
Ｅ

さ
ん

4
-
1
6

・
従

来
の

治
水

、
利

水
だ

け
な

ら
、

規
制

は
難

し
い

が
、

今
度

は
環

境
保

全
も

含
ま

れ
て

お
り

、
そ

れ
に

反
す

る
も

の
は

取
締

り
の

対
象

と
な

る
の

で
は

な
い

か
。

そ
の

目
的

に
関

す
る

も
の

は
ち

ゃ
ん

と
規

制
す

る
必

要
が

あ
る

と
思

う
。

従
来

の
自

由
使

用
に

制
限

が
か

か
る

の
で

は
と

も
思

う
。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ｂ
Ｅ

さ
ん

　
重

信
川

は
、

緑
地

、
公

園
や

各
種

イ
ベ

ン
ト

会
場

と
し

て
利

用
さ

れ
、

地
域

住
民

の
ス

ポ
ー

ツ
、

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

の
場

、
憩

い
の

場
と

な
っ

て
い

る
一

方
で

、
貴

重
な

自
然

環
境

の
場

と
な

っ
て

い
ま

す
。

　
河

川
利

用
に

当
っ

て
は

、
「

4
-
2
-
3
 
河

川
環
境

の
整

備
と

保
全

に
関

す
る

事
項

　
(
2
)
河

川
空

間
の

適
正

な
利

用
」

に
示

す
よ

う
に

、
関

係
自

治
体

等
と

連
携

を
図

り
、

自
然

環
境

の
保

全
に

配
慮

し
つ

つ
、

適
切

な
河

川
利

用
が

図
ら

れ
る
よ

う
に

努
め

ま
す

。
　

な
お

、
御

意
見

を
踏

ま
え

て
、

自
然

環
境

の
保

全
へ

の
配

慮
の

観
点

か
ら

、
迷

惑
行

為
に

対
す

る
注

意
喚
起

等
に

努
め

る
こ

と
を

追
記

し
ま

す
。

【
修

正
素

案
P
1
2
3
-
1
】

4
-
2
-
3
 
河

川
環

境
の

整
備

と
保

全
に

関
す

る
事

項
(
2
)
河

川
空

間
の

適
正

な
利

用
　

重
信

川
の

河
川

空
間

は
、

緑
地

、
公

園
や

各
種

イ
ベ

ン
ト

会
場

と
し

て
利

用
さ

れ
て

お
り

、
地

域
住

民
の

ス
ポ

ー
ツ

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
の

場
、

憩
い

の
場

と
な

っ
て

い
る

。
引

き
続

き
、

こ
れ

ら
機

能
の

確
保

の
た

め
、

関
係

自
治

体
等

と
連

携
を

図
る

と
と

も
に

、
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

つ
つ

、
迷

惑
行

為
に

対
す

る
注

意
喚

起
等

、
適

切
な

河
川

利
用

が
図

ら
れ

る
よ

う
に

努
め

る
。

　
な

お
、

河
川

区
間

の
占

用
許

可
に

際
し

て
は

、
河

川
整

備
の

基
本

理
念

、
目

標
に

基
づ

き
、

河
川

空
間

の
適

切
な

利
用

が
図

ら
れ

る
よ

う
に

努
め

る
。

ま
た

、
河

川
空

間
利

用
状

況
の

調
査

結
果

、
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

等
の

動
植

物
の

調
査

結
果

や
地

域
住

民
と

共
同

で
行

う
「

川
の

通
信

簿
注

）
」

な
ど

の
結

果
を

踏
ま

え
、

必
要

に
応

じ
て

空
間

管
理

計
画

の
見

直
し

を
地

域
住

民
や

自
治

体
と

協
働

し
て

行
う

。

会
場

・
発

言
者
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
4
0/

5
3
）

4
.
　

河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

環
境

－
４

　
河

川
空

間
の

利
用

と
整

備
に

つ
い

て
テ

ー
マ

/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

子
供

か
ら

高
齢

者
に

配
慮

し
た

河
川

空
間

の
整

備
に

関
す

る
意

見

4
-
1
7

・
高

齢
者

が
安

全
に

川
を

楽
し

め
る

配
慮

が
必

要
。

子
供

か
ら

高
齢

者
ま

で
が

親
し

め
る

川
づ

く
り

を
す

れ
ば

も
っ

と
川

へ
の

愛
着

心
が

高
ま

る
と

思
う

。

学
識

者
下

條
委

員

4
-
1
8

・
老

人
も

楽
し

め
る

も
の

は
必

要
と

感
じ

る
、

検
討

し
て

下
さ

い
学

識
者

鈴
木

議
長

4
-
1
9

・
最

近
、

流
域

住
民

の
河

川
離

れ
が

進
ん

で
い

る
と

思
う

。
も

っ
と

身
近

な
川

と
な

っ
て

も
ら

い
た

い
。

松
原

泉
や

い
も

炊
き

な
ど

、
子

供
か

ら
年

寄
り

ま
で

が
川

で
遊

べ
る

環
境

や
常

日
頃

か
ら

何
気

な
し

に
河

に
親

し
め

る
よ

う
な

状
況

を
醸

し
出

し
て

も
ら

い
た

い
。

流
域

住
民

(
第

二
会

場
)

住
民

Ｄ
さ

ん
・

【
4
-
1
7
】

の
回

答
に

同
じ

。
・

普
段

か
ら

川
に

対
す

る
広

報
や

子
ど

も
た
ち

へ
の

教
育

の
お

手
伝

い
な

ど
、

可
能

な
限

り
行

っ
て

い
ま

す
。

大
学

な
ど

で
作

ら
れ

て
い

る
テ

キ
ス

ト
に

は
重

信
川

を
テ

ー
マ
に

し
た

も
の

も
あ

り
ま

す
。

そ
う

い
っ

た
勉

強
と

共
に

、
普

段
か

ら
親

子
連

れ
で

川
に

行
っ

て
川

に
親

し
む

、
と

い
う

の
は
非

常
に

大
切

な
こ

と
だ

と
思

っ
て

い
ま

す
。

そ
う

い
っ

た
一

環
で

、
松

原
泉

と
か

広
瀬

霞
、

あ
る

い
は

開
発

霞
と

か
色

々
な

川
に

近
い

施
設

が
あ

り
ま

す
が

、
川

離
れ

と
い

う
と

こ
ろ

を
念

頭
に

置
き

な
が

ら
川

に
親

し
め

る
事

業
を

進
め

て
い

き
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

4
-
2
0

松
原

泉
に

も
坊

ち
ゃ

ん
ス

タ
ジ

ア
ム

の
と

こ
ろ

も
子

供
が

寄
っ

て
き

て
い

な
い

と
感

じ
て

い
る

。
も

っ
と

子
供

が
遊

べ
る

よ
う

な
場

所
に

な
っ

て
欲

し
い

と
思

う
。

流
域

住
民

(
第

一
会

場
)

住
民

Ｅ
さ

ん
・

【
4
-
1
7
】

の
回

答
に

同
じ

。
・

松
原

泉
の

整
備

は
ま

だ
始

ま
っ

た
ば

か
り

で
、

1
0
年

、
2
0
年

後
の

先
の

状
況

を
考

え
な

が
ら

計
画

を
し

て
い

ま
す

。
地

元
や

N
P
O
の

方
々

、
あ

る
い

は
子

ど
も

た
ち

に
も

参
加
し

て
い

た
だ

い
て

生
物

の
調

査
も

実
施

し
て

お
り

、
環

境
の
変

化
を

子
供

た
ち

と
一

緒
に

勉
強

し
な

が
ら

、
多

く
の

方
々

が
松

原
泉

に
行

っ
て

勉
強

し
て

頂
く

こ
と

を
希

望
し

な
が

ら
、

管
理
を

始
め

た
と

こ
ろ

で
す

。

会
場

・
発

言
者

　
国

土
交

通
省

で
は

「
福

祉
の

川
づ

く
り

」
と

し
て

高
齢

者
に

配
慮

し
た

施
設

整
備

等
を

実
施

し
て

い
ま

す
。

重
信

川
で

も
、

「
4
-
1
-
2
 
河

川
環

境
の

整
備

と
保

全
に

関
す

る
事

項
」

の
「

(
3
)

河
川

空
間

の
利

用
と

整
備

」
の

項
で

、
地

域
住
民

の
積

極
的

な
河

川
空

間
利

用
の

促
進

に
努

め
る

な
か

で
、
子

供
か

ら
高

齢
者

ま
で

の
様

々
な

地
域

住
民

を
対

象
と

す
る
こ

と
を

追
記

し
ま

す
。

【
修

正
素

案
P
1
0
9
】

4
-
1
-
2
　

河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

に
関

す
る

事
項

(
3
)
河

川
空

間
の

利
用

と
整

備
　

地
域

の
自

然
環

境
、

景
観

を
活

用
し

、
子

供
か

ら
高

齢
者

ま
で

の
様

々
な

地
域

住
民

の
が

川
に

親
し

み
が

積
極

的
な

自
然

体
験

活
動

や
環

境
学

習
な

ど
の

河
川

空
間

利
用

を
促

進
す

る
た

め
の

河
川

整
備

に
努

め
る

。

1
)
 
重

信
川

中
流

域
（

石
手

川
合

流
点

～
国

管
理

区
間

上
流

端
）

①
河

川
空

間
の

適
正

な
利

用
促

進
を

図
る

場
の

整
備

　
松

山
市

近
郊

に
位

置
し

、
河

川
敷

に
は

ス
ポ

ー
ツ

広
場

や
公

園
、

ゴ
ル

フ
場

な
ど

と
し

て
、

ま
た

い
も

た
き

な
ど

の
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
の

場
と

し
て

多
く

子
供

か
ら

高
齢

者
ま

で
の

人
々

に
利

用
さ

れ
て

い
る
。

そ
の

た
め

、
地

元
自

治
体

や
地

域
住

民
、

関
係

機
関

と
連

携
、

調
整

を
図

り
つ

つ
、

適
正

な
河

川
利

用
を

推
進

す
る

。

2
)
 
重

信
川

（
国

管
理

区
間

）
①

環
境

学
習

の
場

の
整

備
　

近
年

、
水

辺
で

遊
ぶ

子
供

が
少

な
く

な
っ

た
こ

と
も

あ
り

、
今

後
、

将
来

を
担

う
子

供
達

の
河

川
へ

の
意

識
や

関
心

を
高

め
、

河
川

環
境

の
保

全
、

再
生

に
つ

い
て

の
理

解
を

深
め

る
た

め
、

泉
、

霞
堤

、
礫

河
原

な
ど

、
重

信
川

の
特

徴
的

な
河

川
環

境
を

有
す

る
重

信
川

を
フ

ィ
ー

ル
ド

と
し

た
学

習
の

場
の

整
備

や
環

境
学

習
の

支
援

を
行

う
。
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
4
1/

5
3
）

4
.
　

河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

環
境

－
４

　
河

川
空

間
の

利
用

と
整

備
に

つ
い

て
テ

ー
マ

/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

公
園

等
の

整
備

に
関

す
る

意
見

4
-
2
1

護
岸

の
整

備
に

あ
わ

せ
て

レ
ク

レ
ー

シ
ョ

ン
広

場
等

の
整

備
を

検
討

し
て

欲
し

い
。

市
町

長
東

温
市

長
　

局
所

的
な

深
掘

れ
対

策
と

し
て

、
上

流
部
で

は
河

川
敷

の
造

成
に

よ
る

対
策

を
計

画
し

て
い

る
箇

所
が

あ
り
ま

す
。

ご
要

望
の

大
き

さ
が

確
保

で
き

る
か

ど
う

か
は

、
事

業
上
の

限
界

も
あ

ろ
う

か
と

思
わ

れ
ま

す
。

（
た

と
え

ば
市

町
事
業

と
の

連
携

調
整

な
ど

は
ど

う
か

な
ど

御
相

談
を

さ
せ

て
頂
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

）
　

実
施

時
期

に
つ

い
て

は
未

定
で

あ
り

ま
す

が
、

危
険

性
や

優
先

度
を

考
慮

し
な

が
ら

進
め

て
い

き
た

い
と
考

え
て

い
ま

す
。

【
修

正
素

案
P
1
0
9
】

4
-
1
-
2
　

河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

に
関

す
る

事
項

(
3
)
河

川
空

間
の

利
用

と
整

備
　

地
域

の
自

然
環

境
、

景
観

を
活

用
し

、
子

供
か

ら
高

齢
者

ま
で

の
様

々
な

地
域

住
民

の
が

川
に

親
し

み
積

極
的

な
自

然
体

験
活

動
や

環
境

学
習

な
ど

の
河

川
空

間
利

用
を

促
進

す
る

た
め

の
河

川
整

備
に

努
め

る
。

1
)
 
重

信
川

中
流

域
（

石
手

川
合

流
点

～
国

管
理

区
間

上
流

端
）

①
河

川
空

間
の

適
正

な
利

用
促

進
を

図
る

場
の

整
備

　
松

山
市

近
郊

に
位

置
し

、
河

川
敷

に
は

ス
ポ

ー
ツ

広
場

や
公

園
、

ゴ
ル

フ
場

な
ど

と
し

て
、

ま
た

い
も

た
き

な
ど

の
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
の

場
と

し
て
多

く
子

供
か

ら
高

齢
者

ま
で

の
人

々
に

利
用

さ
れ

て
い

る
。

そ
の

た
め

、
地

元
自

治
体

や
地

域
住

民
、

関
係

機
関

と
連

携
、

調
整

を
図

り
つ

つ
、

適
正

な
河

川
利

用
を

推
進

す
る

。

4
-
2
2

赤
坂

泉
の

桜
づ

つ
み

の
よ

う
な

、
住

民
が

憩
え

る
場

所
も

考
え

て
欲

し
い

。
市

町
長

砥
部

町
長

　
現

在
、

広
瀬

霞
、

松
原

泉
な

ど
住

民
が

川
に

親
し

み
、

憩
え

る
空

間
の

整
備

を
進

め
て

お
り

ま
す

。
今

後
と

も
、

必
要

に
応

じ
て

地
域

の
方

々
が

憩
え

る
河

川
空

間
整

備
に

努
め

ま
す

。

【
修

正
素

案
P
1
0
9
】

4
-
1
-
2
　

河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

に
関

す
る

事
項

(
3
)
河

川
空

間
の

利
用

と
整

備
　

地
域

の
自

然
環

境
、

景
観

を
活

用
し

、
子

供
か

ら
高

齢
者

ま
で

の
様

々
な

地
域

住
民

の
が

川
に

親
し

み
積

極
的

な
自

然
体

験
活

動
や

環
境

学
習

な
ど

の
河

川
空

間
利

用
を

促
進

す
る

た
め

の
河

川
整

備
に

努
め

る
。

会
場

・
発

言
者
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
4
2/

5
3
）

4
.
　

河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

環
境

－
４

　
河

川
空

間
の

利
用

と
整

備
に

つ
い

て
テ

ー
マ

/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

公
園

等
の

整
備

に
関

す
る

意
見

4
-
2
3

整
備

は
当

然
必

要
と

思
い

ま
す

。
そ

の
際

に
は

河
川

敷
を

広
く

取
っ

て
い

た
だ

き
、

自
由

に
出

入
り

で
き

る
広

場
と

し
、

駐
車

場
も

整
備

し
て

い
た

だ
き

た
い

で
す

。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ｌ
さ

ん

4
-
2
4

公
園

の
整

備
を

し
て

欲
し

い
。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ｍ
さ

ん

4
-
2
5

と
て

も
良

い
計

画
だ

と
思

い
ま

す
。

泉
等

、
自

然
の

形
を

損
な

わ
な

い
よ

う
に

整
備

し
て

ほ
し

い
と

思
い

ま
す

。
親

子
連

れ
が

一
日

遊
べ

る
よ

う
な

楽
し

い
公

園
を

つ
く

っ
て

ほ
し

い
で

す
。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ｏ
さ

ん

4
-
2
6

東
温

市
か

す
み

の
森

公
園

は
た

く
さ

ん
の

人
で

に
ぎ

わ
っ

て
い

る
。

ス
ポ

ー
ツ

施
設

も
ほ

し
い

。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ａ
Ｍ

さ
ん

4
-
2
7

素
案

は
す

べ
て

ご
も

っ
と

も
。

防
災

対
策

、
水

の
有

効
利

用
等

を
満

足
し

た
う

え
で

可
能

な
ら

ば ⑤
河

川
敷

に
所

々
に

公
園

を
つ

く
る

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ｗ
さ

ん

　
河

川
内

の
公

園
、

ス
ポ

ー
ツ

施
設

、
サ

イ
ク
リ

ン
グ

道
な

ど
は

、
県

・
市

町
な

ど
が

占
用

を
行

っ
て

整
備
、

運
用

さ
れ

て
い

る
も

の
で

す
。

今
後

と
も

、
子

供
か

ら
高

齢
者
ま

で
、

適
正

な
河

川
空

間
利

用
が

図
ら

れ
る

よ
う

に
、

「
4
-1
-
2
 
河

川
環

境
の

整
備

と
保

全
に

関
す

る
事

項
　

(
3
)
河

川
空
間

の
利

用
と

整
備

」
に

示
す

方
針

で
整

備
を

進
め

ま
す

が
、

そ
の
際

に
は

地
域

の
利

用
の

実
態

や
要

望
も

踏
ま

え
て

適
正

な
空

間
利
用

を
図

り
ま

す
。

【
修

正
素

案
P
1
0
9
】

4
-
1
-
2
　

河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

に
関

す
る

事
項

(
3
)
河

川
空

間
の

利
用

と
整

備
　

地
域

の
自

然
環

境
、

景
観

を
活

用
し

、
子

供
か

ら
高

齢
者

ま
で

の
様

々
な

地
域

住
民

の
が

川
に

親
し

み
積

極
的

な
自

然
体

験
活

動
や

環
境

学
習

な
ど

の
河

川
空

間
利

用
を

促
進

す
る

た
め

の
河

川
整

備
に

努
め

る
。

1
)
 
重

信
川

中
流

域
（

石
手

川
合

流
点

～
国

管
理

区
間

上
流

端
）

①
河

川
空

間
の

適
正

な
利

用
促

進
を

図
る

場
の

整
備

　
松

山
市

近
郊

に
位

置
し

、
河

川
敷

に
は

ス
ポ

ー
ツ

広
場

や
公

園
、

ゴ
ル

フ
場

な
ど

と
し

て
、

ま
た

い
も

た
き

な
ど

の
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
活

動
の

場
と

し
て
多

く
子

供
か

ら
高

齢
者

ま
で

の
人

々
に

利
用

さ
れ

て
い

る
。

そ
の

た
め

、
地

元
自

治
体

や
地

域
住

民
、

関
係

機
関

と
連

携
、

調
整

を
図

り
つ

つ
、

適
正

な
河

川
利

用
を

推
進

す
る

。

2
)
 
重

信
川

（
国

管
理

区
間

）
①

環
境

学
習

の
場

の
整

備
　

近
年

、
水

辺
で

遊
ぶ

子
供

が
少

な
く

な
っ

た
こ

と
も

あ
り

、
今

後
、

将
来

を
担

う
子

供
達

の
河

川
へ

の
意

識
や

関
心

を
高

め
、

河
川

環
境

の
保

全
、

再
生

に
つ

い
て

の
理

解
を

深
め

る
た

め
、

泉
、

霞
堤

、
礫

河
原

な
ど

、
重

信
川

の
特

徴
的

な
河

川
環

境
を

有
す

る
重

信
川

を
フ

ィ
ー

ル
ド

と
し

た
学

習
の

場
の

整
備

や
環

境
学

習
の

支
援

を
行

う
。

会
場

・
発

言
者
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
4
3/

5
3
）

4
.
　

河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

環
境

－
４

　
河

川
空

間
の

利
用

と
整

備
に

つ
い

て
テ

ー
マ

/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

河
川

空
間

の
利

用
に

関
す

る
意

見
4
-
2
8

・
川

の
は

た
の

土
手

の
道

を
ひ

ろ
げ

て
・

川
の

は
た

に
の

う
り

ょ
う

せ
き

を
つ

く
っ

て
京

都
の

か
も

川
み

た
い

に
・

砂
ボ

ー
大

会
を

し
て

・
土

手
で

ド
ッ

グ
レ

ー
ス

を
し

て
・

夏
に

花
火

を
川

で
す

る
と

こ
を

つ
く

っ
て

・
つ

り
ぼ

り
を

つ
く

っ
て

・
イ

カ
ダ

大
会

を
し

て
・

重
信

川
の

上
流

～
下

流
ま

で
の

ハ
イ

キ
ン

グ
大

会
を

し
て

・
夏

休
み

子
供

キ
ャ

ン
プ

大
会

を
し

て
・

重
信

川
の

昭
和

写
真

展
を

し
て

・
ア

マ
チ

ュ
ア

ア
ー

ト
展

を
し

て
、

土
手

で
夏

の
夜

・
ア

マ
チ

ュ
ア

バ
ン

ド
大

会
を

し
て

・
夏

の
夜

土
手

で
、

い
ご

、
し

ょ
う

ぎ
大

会
を

し
て

え
ん

だ
い

で
・

土
手

で
こ

っ
と

う
市

を
し

て
・

土
手

で
朝

市
を

し
て

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ｕ
さ

ん
　

現
在

、
重

信
川

に
お

い
て

は
、

マ
ラ

ソ
ン

大
会

、
い

も
た

き
会

、
バ

ー
ウ

ォ
ッ

チ
ン

グ
な

ど
、

N
P
O
や

地
域

住
民

の
方

々
が

実
施

さ
れ

て
お

り
ま

す
。

今
後

も
、

河
川

管
理

や
そ

の
他

の
方

々
の

河
川

利
用

に
支

障
の

な
い

範
囲

で
、

活
用
し

て
頂

け
る

よ
う

に
努

め
ま

す
。

【
修

正
素

案
P
1
2
3
-
1
】

4
-
2
-
3
 
河

川
環

境
の

整
備

と
保

全
に

関
す

る
事

項
(
2
)
河

川
空

間
の

適
正

な
利

用
　

重
信

川
の

河
川

空
間

は
、

緑
地

、
公

園
や

各
種

イ
ベ

ン
ト

会
場

と
し

て
利

用
さ

れ
て

お
り

、
子

供
か

ら
高

齢
者

ま
で

様
々

な
地

域
住

民
の

ス
ポ

ー
ツ

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
の

場
、

憩
い

の
場

と
な

っ
て

い
る

。
引

き
続

き
、

こ
れ

ら
機

能
の

確
保

の
た

め
、

関
係

自
治

体
等

と
連

携
を

図
る

と
と

も
に

、
自

然
環

境
の

保
全

に
配

慮
し

つ
つ

、
適

切
な

河
川

利
用

が
図

ら
れ

る
よ

う
に

努
め

る
。

　
な

お
、

河
川

区
間

の
占

用
許

可
に

際
し

て
は

、
河

川
整

備
の

基
本

理
念

、
目

標
に

基
づ

き
、

河
川

空
間

の
適

切
な

利
用

が
図

ら
れ

る
よ

う
に

努
め

る
。

ま
た

、
河

川
空

間
利

用
状

況
の

調
査

結
果

、
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

等
の

動
植

物
の

調
査

結
果

や
地

域
住

民
と

共
同

で
行

う
「

川
の

通
信

簿
注

）
」

な
ど

の
結

果
を

踏
ま

え
、

必
要

に
応

じ
て

空
間

管
理

計
画

の
見

直
し

を
地

域
住

民
や

自
治

体
と

協
働

し
て

行
う

。

堤
防

上
等

の
道

の
整

備
に

関
す

る
意

見

4
-
2
9

素
案

は
す

べ
て

ご
も

っ
と

も
。

防
災

対
策

、
水

の
有

効
利

用
等

を
満

足
し

た
う

え
で

可
能

な
ら

ば ④
土

手
を

道
路

と
し

て
有

効
利

用
す

る
。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ｗ
さ

ん
－

4
-
3
0

④
堤

防
上

の
道

路
の

整
備

を
望

む
。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ａ
Ｒ

さ
ん

－

4
-
3
1

　
国

管
理

区
間

の
南

岸
に

は
専

用
自

転
車

道
が

設
置

さ
れ

景
観

に
お

い
て

は
申

し
分

な
い

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

　
し

か
し

整
備

計
画

案
に

お
け

る
、

地
震

、
洪

水
等

緊
急

対
応

重
量

車
の

進
入

に
は

、
何

ら
の

貢
献

も
期

待
出

来
ま

せ
ん

。
い

た
ず

ら
に

経
費

の
浪

費
し

て
自

己
満

足
に

ひ
た

っ
て

お
る

と
言

え
る

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ｋ
さ

ん
　

河
川

管
理

者
は

、
管

理
用

道
路

を
左

右
岸
の

堤
防

上
に

設
置

し
、

日
常

の
河

川
巡

視
を

行
っ

て
お

り
ま

す
。

ま
た

、
管

理
用

道
路

は
災

害
等

緊
急

時
は

復
旧

時
の

大
型

車
両

も
通

行
可

能
な

よ
う

に
整

備
さ

れ
て

い
ま

す
。

　
一

方
、

自
転

車
・

歩
行

者
道

（
サ

イ
ク
リ

ン
グ

ロ
ー

ド
）

は
、

県
・

市
町

が
周

遊
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ
ン

ラ
イ

ン
の

構
築

を
目

的
と

し
て

整
備

し
て

い
る

も
の

で
す

。

－

4
-
3
2

　
自

転
車

道
な

ど
の

一
般

の
人

が
河

川
に

関
わ

る
部

分
の

記
述

が
欲

し
い

。
パ

ブ
コ

メ
住

民
Ｂ

Ｂ
さ

ん
　

愛
媛

県
、

市
町

が
占

用
し

て
、

整
備

管
理

し
て

い
る

自
転

車
歩

行
者

道
（

サ
イ

ク
リ

ン
グ

ロ
ー

ド
）

に
つ

い
て

、
「

2
-
3
　

河
川

環
境

の
現

状
と

課
題

(
3
)
 
河

川
空

間
の

利
用
」

に
お

い
て

追
加

記
載

し
ま

す
。

【
修

正
素

案
P
7
4
】

2
-
3
　

河
川

環
境

の
現

状
と

課
題

(
3
)
 
河

川
空

間
の

利
用

図
-
2
.
3
.
4
　

自
転

車
歩

行
者

道
の

占
用

状
況

4
-
3
3

上
村

大
橋

付
近

の
サ

イ
ク

リ
ン

グ
ロ

ー
ド

横
に

つ
い

て
利

用
者

も
多

い
の

で
舗

装
し

て
欲

し
い

。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ａ
Ｏ

さ
ん

　
利

用
者

の
ご

意
見

と
し

て
県

・
市

町
等

の
占

用
者

と
情

報
を

共
有

し
、

適
切

な
占

用
と

安
全

な
河

川
利
用

に
配

慮
し

た
利

用
形

態
に

つ
い

て
連

携
を

図
り

つ
つ

検
討

し
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。

－

　
堤

防
上

の
道

路
は

日
常

の
河

川
管

理
や

緊
急

時
の

輸
送

路
と

し
て

整
備

し
て

い
ま

す
が

、
一

般
道

路
と

し
て
の

利
用

に
関

し
て

は
条

件
に

応
じ

て
県

・
市

町
等

に
占

用
許
可

を
行

っ
て

利
用

し
て

頂
い

て
お

り
ま

す
。

今
後

と
も

、
堤

防
上
の

道
路

利
用

に
つ

い
て

は
適

正
な

利
用

に
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。

会
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・
発
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
4
4/

5
3
）

4
.
　

河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

環
境

－
５

　
河

川
景

観
に

つ
い

て
テ

ー
マ

/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

河
川

景
観

に
関

す
る

意
見

4
-
3
4

②
樹

林
帯

の
拡

張
を

願
う

。
パ

ブ
コ

メ
住

民
Ａ

Ｒ
さ

ん
　

重
信

川
の

河
畔

林
は

、
昭

和
3
0
年

代
に

比
べ

て
多

く
が

消
失

し
て

お
り

ま
す

が
、

「
4
-
1
-
2
 
河

川
環

境
の
整

備
と

保
全

に
関

す
る

事
項

　
(
1
)
動

植
物

の
生

息
、

生
育

環
境

の
保

全
・

再
生

1
)
重

信
川

中
流

域
　

②
樹

林
の

保
全

、
再

生
」

に
示

す
よ

う
に

、
治

水
と

の
整

合
を

図
り

つ
つ

、
側

帯
等
と

し
て

可
能

な
限

り
保

全
、

再
生

に
努

め
ま

す
。

【
修

正
素

案
P
1
0
4
】

4
-
1
-
2
 
河

川
環

境
の

整
備

と
保

全
に

関
す

る
事

項
(
1
)
動

植
物

の
生

息
、

生
育

環
境

の
保

全
・

再
生

1
)
重

信
川

中
流

域
②

樹
林

の
保

全
、

再
生

　
重

信
川

の
河

畔
林

な
ど

の
樹

林
帯

は
、

昭
和

3
0
年

以
前

は
部

分
的

に
連

続
し

て
い

た
が

、
市

街
化

の
進

展
や

河
川

改
修

な
ど

に
よ

り
、

現
在

は
そ

の
多

く
が

消
失

し
た

。
樹

林
は

小
動

物
や

小
鳥

類
、

昆
虫

類
等

の
移

動
経

路
や

生
息

空
間

と
し

て
、

ま
た

緑
豊

か
な

空
間

と
し

て
重

要
な

役
割

を
果

た
し

て
お

り
、

治
水

と
整

合
を

図
り

つ
つ

、
側

帯
等

と
し

て
可

能
な

限
り

保
全

、
再

生
に

努
め

る
。

4
-
3
5

（
１

）
．

石
手

川
橋

梁
等

歴
史

的
構

造
物

は
、

上
部

の
鉄

橋
構

造
物

は
工

費
U
P
し

て
も

景
観

面
を

残
す

べ
き

（
こ

れ
を

開
発

と
い

う
名

で
文

化
財

景
観

破
壊

が
な

さ
れ

て
い

た
。

）

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ａ
Ｄ

さ
ん

　
Ｊ

Ｒ
石

手
川

橋
梁

の
取

り
扱

い
に

つ
い

て
は
、

関
係

機
関

と
協

議
を

行
い

ま
す

。
【

修
正

素
案

P
9
9
】

4
-
1
-
1
　

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

(
2
)
石

手
川

4
)
 
要

改
築

構
造

物
へ

の
対

策
　

橋
台

の
位

置
が

川
側

へ
突

出
し

川
幅

が
上

下
流

に
比

べ
て

著
し

く
狭

く
、

洪
水

の
流

下
に

悪
影

響
を

与
え

る
こ

と
が

懸
念

さ
れ

る
Ｊ

Ｒ
石

手
川

橋
梁

に
つ

い
て

は
、

施
設

管
理

者
等

の
関

係
機

関
と

調
整

の
上

、
改

築
等

の
対

策
を

実
施

す
る

。

会
場

・
発

言
者
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
4
5/

5
3
）

4
.
　

河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

環
境

－
６

　
川

に
親

し
み

、
川

に
学

ぶ
取

組
み

に
つ

い
て

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

川
の

歴
史

の
学

習
・

伝
承

に
関

す
る

意
見

4
-
3
6

・
霞

堤
と

い
う

の
は

、
人

間
の

知
恵

が
発

揮
さ

れ
た

文
化

財
と

考
え

る
の

で
、

そ
の

歴
史

を
し

っ
か

り
と

残
し

て
お

く
べ

き
で

あ
る

。
川

と
人

間
の

か
か

わ
り

の
歴

史
を

残
し

伝
え

る
こ

と
も

大
切

。

学
識

者
下

條
委

員
　

今
後

さ
ら

に
、

「
川

に
親

し
む

取
り

組
み
」

と
し

て
、

身
近

な
自

然
で

あ
る

重
信

川
の

自
然

体
験

活
動

な
ど

を
通

じ
た

環
境

教
育

へ
の

積
極

的
な

支
援

を
行

い
ま

す
。

　
ま

た
、

ご
指

摘
の

よ
う

に
、

重
信

川
の

歴
史
、

文
化

、
環

境
等

か
ら

学
ぶ

も
の

が
多

い
と

考
え

、
「

4
-
2
-3
 
河

川
環

境
の

整
備

と
保

全
に

関
す

る
事

項
」

に
お

い
て

、
「
3
)
 
川

に
学

ぶ
取

組
み

」
を

追
記

し
て

、
重

信
川

の
歴

史
・

文
化
・

環
境

等
を

学
び

伝
え

る
取

り
組

み
を

積
極

的
に

実
施

し
ま

す
。

　
さ

ら
に

、
今

後
に

向
け

た
活

動
と

し
て

、
「
5
-
2
　

河
川

情
報

の
発

信
と

共
有

」
で

は
、

重
信

川
の

歴
史

等
を

次
世

代
に

伝
え

る
方

法
の

検
討

の
取

り
組

み
を

追
記

し
ま

し
た

。
　

ま
た

、
流

域
の

水
、

土
砂

等
の

循
環

機
構

に
係

わ
る

科
学

的
知

見
を

関
係

機
関

と
連

携
し

て
、

調
査

・
研

究
を

行
っ

て
い

き
ま

す
。

【
修

正
素

案
P
1
2
4
】

4
-
2
-
3
 
河

川
環

境
の

整
備

と
保

全
に

関
す

る
事

項
2
)
 
川

に
親

し
む

取
り

組
み

　
身

近
な

自
然

で
あ

る
重

信
川

に
親

し
め

る
自

然
体

験
活

動
な

ど
を

通
し

て
、

将
来

を
担

う
子

供
た

ち
の

環
境

教
育

へ
の

積
極

的
な

支
援

を
行

う
。
ま

た
、

流
域

内
の

連
携

な
ど

地
域

社
会

の
連

携
を

築
く

河
川

愛
護

活
動

な
ら

び
に

、
地

域
住

民
の

重
信

川
に

対
す

る
関

心
を

高
め

、
治

水
、

利
水

、
防

災
等

に
つ

い
て

の
知

識
、

理
解

を
深

め
る

様
々

な
活

動
を

行
う

。
　

特
に

、
将

来
を

担
う

子
供

た
ち

に
対

し
て

、
身

近
な

自
然

で
あ

る
重

信
川

に
親

し
む

こ
と

が
出

来
る

取
り

組
み

を
積

極
的

に
展

開
す

る
。

具
体

的
に

は
、

こ
れ

ま
で

に
も

実
施

し
て

き
た

水
生

生
物

調
査

や
河

川
イ

ベ
ン

ト
な

ど
の

重
信

川
を

利
用

し
た

環
境

学
習

、
自

然
体

験
学

習
の

場
の

提
供

等
を

地
域

の
方

々
と

様
々

な
工

夫
や

取
り

組
み

を
行

い
な

が
ら

推
進

し
て

い
く

。
　

ま
た

、
教

育
機

関
と

連
携

し
て

、
総

合
学

習
の

時
間

等
を

利
用

し
、

河
川

環
境

に
対

す
る

理
解

と
河

川
愛

護
の

精
神

を
育

て
る

機
会

の
創

出
と

充
実

を
図

る
。

4
-
3
7

・
川

に
人

間
が

ど
う

か
か

わ
っ

て
き

た
か

、
川

に
つ

い
て

も
っ

と
知

っ
て

も
ら

う
必

要
が

あ
る

。
水

を
知

る
と

い
う

意
味

で
の

知
水

を
取

り
込

ん
だ

計
画

と
し

て
欲

し
い

。

学
識

者
下

條
委

員
【

修
正

素
案

P
1
2
5
】

4
-
2
-
3
 
河

川
環

境
の

整
備

と
保

全
に

関
す

る
事

項
3
)
 
川

に
学

ぶ
取

り
組

み
　

重
信

川
の

治
水

、
利

水
、

環
境

、
歴

史
、

文
化

な
ど

を
学

ぶ
取

り
組

み
を

積
極

的
に

展
開

し
、

将
来

を
担

う
子

供
た

ち
や

地
域

住
民

の
重

信
川

に
対

す
る

関
心

を
高

め
、

地
域

社
会

や
自

然
と

の
関

わ
り

に
関

し
て

の
知

識
、

理
解

を
深

め
る

様
々

な
活

動
を

行
う

。
　

ま
た

、
教

育
機

関
と

連
携

し
て

、
総

合
学

習
の

時
間

等
を

利
用

し
、

重
信

川
に

対
す

る
理

解
を

深
め

る
機

会
の

創
出

と
充

実
を

図
る

。

4
　

3
　

)
 
ダ

ム
に

親
し

む
取

り
組

み
　

石
手

川
ダ

ム
に

関
し

て
水

源
地

域
ビ

ジ
ョ

ン
等

の
活

動
を

通
じ

て
地

域
住

民
と

連
携

、
協

働
す

る
と

と
も

に
、

森
と

湖
に

親
し

む
旬

間
、

ダ
ム

見
学

会
な

ど
の

住
民

参
加

に
よ

る
各

種
イ

ベ
ン

ト
に

よ
っ

て
、

地
域

に
密

着
し

た
ダ

ム
を

目
指

す
。

ま
た

、
自

然
観

察
会

等
を

通
じ

、
ダ

ム
の

動
植

物
環

境
の

保
全

及
び

愛
護

活
動

を
推

進
す

る
。

会
場

・
発

言
者
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
4
6/

5
3
）

4
.
　

河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

環
境

－
６

　
川

に
親

し
み

、
川

に
学

ぶ
取

組
み

に
つ

い
て

テ
ー

マ
／

意
見

要
旨

N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

川
の

歴
史

の
学

習
・

伝
承

に
関

す
る

意
見

4
-
3
8

・
川

の
色

々
な

こ
と

を
も

っ
と

知
っ

て
も

ら
う

努
力

が
大

切
。

川
の

歴
史

を
伝

え
る

こ
と

も
大

事
。

流
域

住
民

(
第

二
会

場
)

住
民

Ｄ
さ

ん
（

前
ペ

ー
ジ

の
続

き
）

（
前

ペ
ー

ジ
の

続
き

）
【

修
正

素
案

P
1
2
6
】

5
.
　

今
後

に
向

け
て

　
重

信
川

で
は

、
洪

水
か

ら
貴

重
な

生
命

、
財

産
を

守
り

、
地

域
住

民
が

安
心

し
て

暮
ら

せ
る

よ
う

に
社

会
基

盤
の

整
備

を
図

る
必

要
が

あ
る

。
　

ま
た

、
河

川
は

多
様

な
生

物
の

生
息

、
生

育
の

場
で

あ
り

、
河

川
環

境
を

保
全

し
て

い
く

た
め

に
は

、
河

川
に

お
け

る
取

り
組

み
と

流
域

に
お

け
る

取
り

組
み

を
流

域
全

体
で

推
進

し
、

自
然

と
共

生
す

る
川

づ
く

り
を

行
う

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
　

さ
ら

に
、

人
と

河
川

と
の

豊
か

な
ふ

れ
あ

い
の

場
や

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

、
環

境
学

習
の

場
な

ど
、

多
く

の
人

々
が

、
よ

り
一

層
川

に
親

し
め

る
よ

う
に

適
正

な
河

川
利

用
を

図
り

、
人

と
川

、
地

域
と

川
と

が
共

生
す

る
川

づ
く

り
を

行
う

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
　

そ
の

た
め

に
は

、
地

域
住

民
、

自
治

体
、

関
係

機
関

、
河

川
管

理
者

等
が

、
重

信
川

流
域

の
情

報
を

共
有

し
、

連
携

、
協

働
し

て
取

り
組

ん
で

い
く

こ
と

が
不

可
欠

で
あ

る
。

4
-
3
9

・
人

名
が

川
の

名
前

に
な

っ
て

い
る

川
は

重
信

川
だ

け
と

聞
き

ま
し

た
。

足
立

重
信

を
顕

彰
す

る
記

念
碑

的
な

も
の

を
旧

重
信

町
に

設
置

し
て

も
ら

い
た

い
。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ａ
Ｈ

さ
ん

5
-
1
　

地
域

住
民

、
関

係
機

関
と

の
連

携
、

協
働

　
洪

水
に

よ
る

被
害

の
発

生
を

防
止

、
軽

減
す

る
た

め
に

は
、

関
係

機
関

が
受

け
持

つ
責

務
を

果
た

す
と

と
も

に
、

相
互

に
連

携
し

、
協

力
し

て
防

災
対

策
に

取
り

組
む

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
　

防
災

に
関

す
る

情
報

を
適

切
に

活
用

す
る

た
め

に
は

「
知

ら
せ

る
努

力
と

知
る

努
力

」
が

重
要

で
あ

る
。

　
ま

た
、

河
川

は
多

様
な

生
物

を
育

む
地

域
固

有
の

自
然

公
物

で
あ

り
、

河
川

環
境

は
流

域
環

境
と

一
連

の
も

の
で

あ
る

。
河

川
環

境
を

保
全

し
て

い
く

た
め

に
は

、
河

川
に

お
け

る
取

り
組

み
と

流
域

に
お

け
る

取
り

組
み

が
一

体
と

な
っ

て
進

め
ら

れ
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
　

こ
の

た
め

、
地

域
住

民
、

市
民

団
体

、
学

識
経

験
者

、
自

治
体

、
河

川
管

理
者

等
が

こ
れ

ま
で

の
取

り
組

み
に

加
え

て
、

各
々

の
役

割
を

認
識

し
つ

つ
、

よ
り

一
層

連
携

、
協

働
し

た
取

り
組

み
を

行
う

よ
う

努
め

る
。

会
場

・
発

言
者
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
4
7/

5
3
）

4
.
　

河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

環
境

－
６

　
川

に
親

し
み

、
川

に
学

ぶ
取

組
み

に
つ

い
て

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

川
の

歴
史

の
学

習
・

伝
承

に
関

す
る

意
見

4
-
4
0

（
二

）
「

重
代

の
偉

業
」

　
河

川
（

重
信

川
・

石
手

川
）

の
構

築
物

に
は

、
重

代
の

偉
業

が
散

見
さ

れ
る

、
こ

れ
が

流
域

沿
線

住
民

の
生

活
安

定
又

、
流

域
沿

線
の

発
展

が
礎

に
つ

な
が

っ
て

い
る

。
し

か
ら

ば
、

こ
れ

ら
重

代
の

偉
業

に
対

し
河

川
管

理
者

は
・

何
等

か
の

機
会

を
設

け
継

求
す

る
こ

と
。

・
何

等
か

の
方

法
で

重
点

と
な

る
も

の
を

適
所

に
表

示
（

掲
示

・
標

示
）

す
る

こ
と

。
多

く
の

人
々

に
そ

の
重

要
性

を
認

識
し

て
い

た
だ

く
必

要
性

が
現

在
生

じ
て

い
る

。
(
例

）
　

左
馬

之
介

殿
堤

　
　

　
　

霞
堤

（
遊

水
池

）
　

　
　

　
の

み
の

跡
（

岩
堰

）
こ

の
こ

と
も

維
持

・
管

理
の

整
備

に
つ

な
が

る
河

川
愛

護
の

一
端

と
な

る
で

あ
ろ

う

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ａ
Ｐ

さ
ん

（
前

ペ
ー

ジ
の

続
き

）
（

前
ペ

ー
ジ

の
続

き
）

【
修

正
素

案
P
1
2
7
】

（
1
行

目
）

5
-
2
　

河
川

情
報

の
発

信
と

共
有

　
治

水
、

利
水

に
関

わ
る

情
報

、
自

然
環

境
や

河
川

利
用

状
況

に
関

わ
る

情
報

等
を

迅
速

か
つ

正
確

に
収

集
、

整
理

し
、

効
率

的
に

発
信

す
る

と
と

も
に

、
関

係
機

関
や

地
域

住
民

と
重

信
川

流
域

に
関

す
る

情
報

を
共

有
で

き
る

よ
う

な
施

設
整

備
、

体
制

づ
く

り
を

進
め

る
。

　
ま

た
、

約
4
0
0
年

前
か

ら
始

め
ら

れ
た

、
流

路
の

付
け

替
え

、
築

堤
や

、
水

制
、

霞
堤

な
ど

の
重

信
川

の
治

水
の

歴
史

と
そ

の
意

義
は

、
今

後
地

域
住

民
の

人
命

と
財

産
を

守
る

に
あ

た
り

重
要

で
あ

る
た

め
、

こ
の

歴
史

を
次

世
代

に
伝

え
る

方
法

を
検

討
す

る
。

川
に

親
し

む
取

組
み

に
関

す
る

意
見

4
-
4
1

・
下

條
委

員
と

同
意

見
で

あ
る

。
・

ワ
ン

ド
と

か
霞

と
か

を
大

事
に

し
な

い
と

、
川

と
人

間
の

つ
き

合
い

の
場

、
あ

る
い

は
教

育
の

場
と

い
う

の
が

失
わ

れ
る

の
で

は
な

い
か

と
思

う
。

・
重

信
川

は
あ

ま
り

市
民

生
活

に
な

じ
ま

れ
て

い
な

い
よ

う
に

感
じ

る
。

も
っ

と
こ

れ
を

ど
う

活
か

す
か

と
い

う
こ

と
が

必
要

で
あ

る
が

水
が

な
い

だ
け

に
難

し
い

。
・

流
域

全
体

の
観

点
か

ら
み

た
水

の
動

き
と

、
人

間
と

水
が

触
れ

る
こ

と
が

で
き

る
場

所
（

泉
、

霞
、

河
口

、
上

流
部

な
ど

）
、

そ
の

中
で

河
川

の
役

割
と

い
っ

た
と

こ
ろ

を
少

し
ふ

れ
て

頂
き

た
い

。
（

河
川

管
理

者
の

管
轄

外
に

も
少

し
踏

み
込

ん
で

欲
し

い
。

）
・

堤
防

の
安

全
性

な
ど

の
話

だ
け

だ
と

疎
遠

な
感

じ
が

す
る

の
で

、
も

う
少

し
重

信
川

が
身

近
に

感
じ

る
よ

う
に

し
て

欲
し

い
。

学
識

者
佐

藤
委

員

4
-
4
2

（
一

）
「

河
川

ば
な

れ
」

一
寸

前
ま

で
は

、
河

川
へ

の
親

し
み

、
河

川
が

身
近

な
も

の
で

あ
っ

た
。

花
見

は
河

原
で

、
牛

の
品

評
会

も
河

原
で

、
時

代
と

と
も

に
生

活
環

境
の

変
化

か
ら

か
親

し
み

も
消

滅
し

た
。

「
河

川
の

大
切

さ
」

と
い

う
も

の
を

も
う

少
し

前
面

に
出

し
て

、
一

般
の

人
々

に
認

識
し

て
い

た
だ

く
必

要
性

が
あ

る
。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ａ
Ｐ

さ
ん

会
場

・
発

言
者
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
4
8/

5
3
）

4
.
　

河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

環
境

－
６

　
川

に
親

し
み

、
川

に
学

ぶ
取

組
み

に
つ

い
て

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

川
に

親
し

む
取

組
み

に
関

す
る

意
見

4
-
4
3

・
河

川
管

理
者

は
、

日
々

の
管

理
・

維
持

・
整

備
に

努
め

、
そ

の
結

果
、

流
域

沿
線

の
重

要
な

水
事

情
が

安
定

し
て

い
る

こ
と

は
大

い
に

感
謝

す
べ

き
で

あ
る

。
水

の
安

定
供

給
で

あ
る

。
が 蛇

口
を

捻
れ

ば
い

つ
で

も
水

が
で

る
。

小
川

に
は

い
つ

も
水

が
流

れ
て

い
る

。
こ

の
よ

う
な

こ
と

が
当

た
り

前
と

な
っ

て
い

る
こ

と
も

あ
り

、
水

の
あ

り
が

た
さ

、
水

の
大

切
さ

が
希

薄
と

な
り

「
河

川
ば

な
れ

」
と

な
っ

て
い

る
。

今
ま

で
、

流
域

沿
線

に
与

え
る

河
川

の
影

響
が

い
か

に
重

大
で

あ
る

か
認

識
し

て
い

た
だ

く
方

法
に

つ
い

て
管

理
者

は
、

模
索

、
検

討
し

、
広

く
ア

ピ
ー

ル
す

る
必

要
性

が
あ

る
。

思
う

に
、

誰
も

が
一

度
は

河
川

学
習

の
機

会
が

あ
る

。
「

河
川

学
習

の
義

務
化

」
で

あ
る

。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ａ
Ｐ

さ
ん

（
前

ペ
ー

ジ
の

続
き

）
（

前
ペ

ー
ジ

の
続

き
）

4
-
4
4

・
重

信
川

は
地

域
を

分
断

す
る

も
の

で
は

な
く

、
様

々
な

交
流

や
橋

渡
し

と
な

る
も

の
で

あ
る

。
自

然
環

境
の

保
全

等
の

活
動

を
地

域
も

一
緒

に
取

り
組

み
な

が
ら

盛
り

上
げ

て
い

き
た

い
。

市
町

長
松

前
町

長
【

修
正

素
案

P
1
2
4
】

4
-
2
-
3
 
河

川
環

境
の

整
備

と
保

全
に

関
す

る
事

項
(
3
)
 
地

域
と

一
体

と
な

っ
た

河
川

管
理

 
1
)
 
地

域
住

民
と

協
力

し
た

河
川

管
理

　
地

域
住

民
と

協
力

し
て

河
川

管
理

を
推

進
す

る
た

め
、

地
域

の
人

々
へ

河
川

に
関

す
る

様
々

な
情

報
を

発
信

す
る

。
ま

た
、

地
域

の
取

り
組

み
と

連
携

し
た

河
川

整
備

等
に

よ
り

、
住

民
参

加
型

の
河

川
管

理
の

構
築

に
努

め
る

。

4
-
4
5

・
N
P
O
等

の
連

携
を

深
め

る
な

ど
し

て
、

盛
り

上
げ

て
も

ら
い

た
い

。
パ

ブ
コ

メ
住

民
Ｂ

Ｄ
さ

ん
【

修
正

素
案

P
1
2
6
】

5
-
1
　

地
域

住
民

、
関

係
機

関
と

の
連

携
、

協
働

（
1
0
行

目
)

　
こ

の
た

め
、

地
域

住
民

、
市

民
団

体
、

学
識

経
験

者
、

自
治

体
、

河
川

管
理

者
等

が
こ

れ
ま

で
の

取
り

組
み

に
加

え
て

、
各

々
の

役
割

を
認

識
し

つ
つ

、
よ

り
一

層
連

携
、

協
働

し
た

取
り

組
み

を
行

う
よ

う
努

め
る

。

4
-
4
6

・
重

信
川

と
市

民
と

の
関

わ
り

が
希

薄
で

は
な

い
か

と
思

っ
て

い
る

。
具

体
的

に
知

ら
せ

る
と

い
う

努
力

に
つ

い
て

、
考

え
て

い
る

こ
と

が
あ

れ
ば

教
え

て
欲

し
い

。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ｂ
Ｄ

さ
ん

会
場

・
発

言
者

　
重

信
川

で
は

、
こ

れ
ま

で
も

様
々

な
環

境
活
動

が
実

施
さ

れ
て

お
り

、
今

後
と

も
住

民
参

加
型

の
河

川
管
理

に
努

め
ま

す
。
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
4
9/

5
3
）

4
.
　

河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

環
境

－
７

　
河

川
工

事
の

実
施

に
お

け
る

配
慮

等
テ

ー
マ

/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

多
自

然
川

づ
く

り
に

関
す

る
意

見
4
-
4
7

・
今

ま
で

や
ら

れ
た

と
こ

ろ
と

今
後

や
ら

れ
る

多
自

然
型

の
工

法
は

、
ど

う
い

う
工

法
、

ど
う

い
う

箇
所

で
や

ら
れ

る
の

で
し

ょ
う

か
。

流
域

住
民

(
第

一
会

場
)

住
民

Ｅ
さ

ん
　

重
信

川
の

全
て

の
河

川
整

備
は

、
「

多
自

然
川

づ
く

り
」

の
理

念
に

基
づ

き
実

施
す

る
旨

を
追

記
し

ま
し
た

。

霞
堤

整
備

に
あ

た
っ

て
の

配
慮

に
関

す
る

意
見

4
-
4
8

・
井

門
霞

堤
の

締
切

に
お

い
て

は
、

霞
堤

の
特

徴
や

自
然

環
境

の
保

全
に

も
配

慮
を

お
願

い
し

た
い

。

市
町

長
松

山
市

長
　

井
門

霞
堤

の
締

め
切

り
方

法
に

つ
い

て
は
、

・
霞

堤
の

特
徴

で
あ

る
上

流
か

ら
の

氾
濫

水
を

川
へ

戻
す

効
果
や

、
遊

水
効

果
も

少
な

い
こ

と
も

考
慮

し
た

上
で

、
・

本
川

堤
防

の
下

流
へ

の
延

伸
や

控
え

堤
防

の
延

伸
な

ど
も

対
策

案
と

し
て
考

え
ら

れ
る

が
、

総
合

的
な

観
点

か
ら

樋
門

に
よ

る
締

め
切

り
が

妥
当

と
考

え
て

い
ま

す
。

　
堤

防
締

め
切

り
に

あ
た

っ
て

は
、

樋
門

を
設

置
す

る
計

画
案

と
し

て
お

り
、

水
生

生
物

の
移

動
路

の
確

保
に

配
慮

を
行

っ
て

い
き

た
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

　
な

お
、

全
て

の
河

川
工

事
に

際
し

て
は

、
「
多

自
然

川
づ

く
り

」
を

基
本

と
し

、
良

好
な

河
川

環
境

の
保

全
・

再
生

に
努

め
る

こ
と

を
、

追
記

し
ま

し
た

。

会
場

・
発

言
者

【
修

正
素

案
P
1
1
1
】

4
-
1
-
2
　

河
川

環
境

の
整

備
と

保
全

に
関

す
る

事
項

(
4
)
そ

の
他

の
環

境
整

備
事

業
2
)
河

川
工

事
の

実
施

に
お

け
る

配
慮

等
（

3
行

目
）

②
多

自
然

川
づ

く
り

　
「

多
自

然
川

づ
く

り
」

と
は

、
河

川
全

体
の

自
然

の
営

み
を

視
野

に
入

れ
、

地
域

の
暮

ら
し

や
歴

史
・

文
化

と
の

調
和

に
も

配
慮

し
、

河
川

が
本

来
有

し
て

い
る

生
物

の
生

息
・

生
育

・
繁

殖
環

境
及

び
多

様
な

河
川

景
観

を
保

全
・

創
出

す
る

た
め

に
、

河
川

管
理

を
行

う
こ

と
を

い
う

。
　

重
信

川
に

お
け

る
調

査
、

設
計

、
施

工
、

維
持

管
理

等
は

、
多

自
然

川
づ

く
り

に
よ

り
自

然
環

境
、

景
観

、
歴

史
、

文
化

等
の

観
点

か
ら

重
信

川
ら

し
さ

が
、

で
き

る
限

り
保

全
・

創
出

さ
れ

る
よ

う
努

め
る

。
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
5
0/

5
3
）

5
.
　

維
持

・
管

理
維

持
管

理
－

１
　

整
備

後
の

管
理

に
つ

い
て

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

整
備

後
の

管
理

に
関

す
る

意
見

5
-
1

・
整

備
後

の
管

理
も

し
っ

か
り

し
て

ほ
し

い
と

思
い

ま
す

。
パ

ブ
コ

メ
住

民
Ｏ

さ
ん

　
河

川
維

持
管

理
に

つ
い

て
は

、
重

信
川

、
石

手
川

の
河

川
特

性
を

十
分

に
踏

ま
え

、
具

体
的

な
維

持
管
理

計
画

（
案

）
を

作
成

す
る

と
と

も
に

、
年

度
ご

と
に

1
年

間
の

維
持

管
理

実
施

計
画

を
策

定
し

、
そ

れ
に

基
づ

く
調

査
、

点
検

を
実

施
し

ま
す

。

【
修

正
素

案
P
1
1
2
】

4
-
2
-
1
　

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
発

生
の

防
止

ま
た

は
軽

減
に

関
す

る
事

項
(
6
行

目
)

　
河

川
維

持
管

理
の

項
目

と
内

容
に

つ
い

て
は

、
重

信
川

、
石

手
川

の
河

川
特

性
を

十
分

に
踏

ま
え

、
概

ね
3
～

5
年

間
を

対
象

に
河

川
管

理
上

の
重

点
箇

所
や

実
施

内
容

な
ど

、
具

体
的

な
維

持
管

理
計

画
（

案
）

を
作

成
す

る
と

と
も

に
、

年
度

ご
と

に
1
年

間
の

維
持

管
理

実
施

計
画

を
策

定
し

、
そ

れ
に

基
づ

く
調

査
、

点
検

を
実

施
す

る
。

5
.
　

維
持

・
管

理
維

持
管

理
－

２
　

取
水

門
の

管
理

に
つ

い
て

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

取
水

門
の

管
理

に
関

す
る

意
見

5
-
2

・
私

ど
も

は
栴

檀
投

取
水

門
(
樋

門
)
を

い
た

だ
い

て
い

ま
す

。
こ

の
樋

門
を

管
理

す
る

の
に

、
行

政
も

交
え

て
知

恵
を

出
し

て
お

る
段

階
で

す
。

小
さ

な
と

こ
ろ

で
す

が
、

協
力

の
程

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。

流
域

住
民

(
第

一
会

場
)

住
民

Ｈ
さ

ん
　

栴
檀

投
樋

門
は

、
許

可
工

作
物

で
す

の
で

、
今

後
の

管
理

に
つ

い
て

は
松

前
町

と
協

議
い

た
し

ま
す

。
－

5
.
　

維
持

・
管

理
維

持
管

理
－

３
　

維
持

管
理

に
つ

い
て

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

河
川

美
化

に
関

す
る

意
見

5
-
3

・
洪

水
を

安
全

に
流

下
さ

せ
る

た
め

の
対

応
で

す
が

、
流

下
し

た
ゴ

ミ
や

流
木

は
ほ

と
ん

ど
興

居
島

の
御

手
洗

海
岸

と
相

子
の

浜
へ

う
ち

あ
が

り
ま

す
。

こ
れ

を
く

い
と

め
る

方
法

を
考

え
て

下
さ

い
。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ｙ
さ

ん
　

重
信

川
に

お
い

て
は

、
洪

水
時

に
流

出
す

る
全

て
の

ゴ
ミ

等
に

対
処

す
る

こ
と

は
困

難
で

す
が

、
可

能
な
範

囲
で

塵
芥

処
理

を
行

っ
て

お
り

、
ご

理
解

下
さ

い
。

ま
た

、
地

域
住

民
、

N
P
O
の

方
々

に
お

い
て

は
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

活
動

で
河

川
内

の
清

掃
、

美
化

を
実

施
さ

れ
て

お
り

、
今

後
と

も
さ
ら

な
る

美
化

に
努

め
た

い
と

思
い

ま
す

。

【
修

正
素

案
P
1
1
6
】

4
-
2
-
1
洪

水
、

高
潮

等
に

よ
る

災
害

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

(
1
)
河

川
の

維
持

管
理

6
)
河

川
美

化
　

河
川

の
管

理
体

制
の

強
化

や
河

川
に

対
す

る
理

解
を

深
め

、
河

川
愛

護
思

想
の

普
及

啓
発

を
目

的
と

し
て

委
嘱

し
て

い
る

河
川

愛
護

モ
ニ

タ
ー

と
、

河
川

管
理

に
関

す
る

情
報

交
換

等
を

積
極

的
に

行
う

と
と

も
に

、
沿

川
市

町
や

Ｎ
Ｐ

Ｏ
、

や
地

域
の

小
中

学
校

等
と

の
連

携
を

図
り

、
河

川
の

一
斉

清
掃

活
動

や
環

境
学

習
等

を
通

じ
て

地
域

住
民

の
意

識
を

高
め

、
さ

ら
な

る
河

川
美

化
に

努
め

る
。

　
ま

た
、

ゴ
ミ

、
土

砂
等

の
不

法
投

棄
に

対
し

て
は

、
河

川
巡

視
に

よ
る

監
視

を
強

化
す

る
ほ

か
、

重
信

川
、

石
手

川
に

お
け

る
ゴ

ミ
マ

ッ
プ

を
作

成
し

、
不

法
投

棄
の

実
態

を
公

表
し

、
地

域
住

民
の

河
川

美
化

に
対

す
る

意
識

の
啓

発
に

努
め

る
。

ま
た

、
悪

質
な

行
為

に
対

し
て

は
関

係
機

関
と

の
連

携
を

図
り

、
適

切
な

対
応

を
と

る
も

の
と

す
る

。

会
場

・
発

言
者

会
場

・
発

言
者

会
場

・
発

言
者
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
5
1/

5
3
）

5
.
　

維
持

・
管

理
維

持
管

理
－

４
　

地
域

と
一

体
と

な
っ

た
河

川
管

理
つ

い
て

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

地
域

住
民

と
協

力
し

た
河

川
管

理
に

関
す

る
意

見

5
-
4

・
坊

ち
ゃ

ん
ス

タ
ジ

ア
ム

川
向

か
い

に
住

ん
で

る
人

に
と

っ
て

は
、

木
の

橋
か

な
ん

か
あ

れ
ば

、
そ

こ
を

渡
っ

て
坊

っ
ち

ゃ
ん

球
場

へ
行

っ
て

野
球

を
見

れ
る

と
い

う
よ

う
な

非
常

に
素

朴
な

意
見

も
あ

る
。

そ
れ

が
実

現
す

る
か

は
別

と
し

て
そ

ん
な

意
見

が
住

民
の

中
か

ら
出

て
き

て
、

そ
れ

が
川

に
親

し
む

方
向

に
な

っ
て

い
く

と
一

体
感

が
生

ま
れ

る
の

か
な

と
い

う
感

じ
も

す
る

。

市
町

長
松

前
町

長
　

地
域

住
民

の
方

々
と

協
力

し
て

河
川

管
理

を
推

進
す

る
た

め
、

地
域

の
方

々
へ

河
川

に
関

す
る

様
々

な
情

報
を

発
信

し
ま

す
。

ま
た

、
地

域
の

取
り

組
み

と
連

携
し

た
河

川
整

備
等

に
よ

り
、

住
民

参
加

型
の

河
川

管
理

の
構

築
に

努
め

ま
す

。

【
修

正
素

案
P
1
2
4
】

4
-
2
-
3
 
河

川
環

境
の

整
備

と
保

全
に

関
す

る
事

項
(
3
)
 
地

域
と

一
体

と
な

っ
た

河
川

管
理

1
)
 
地

域
住

民
と

協
力

し
た

河
川

管
理

　
地

域
住

民
と

協
力

し
て

河
川

管
理

を
推

進
す

る
た

め
、

地
域

の
人

々
へ

河
川

に
関

す
る

様
々

な
情

報
を

発
信

す
る

。
ま

た
、

地
域

の
取

り
組

み
と

連
携

し
た

河
川

整
備

等
に

よ
り

、
住

民
参

加
型

の
河

川
管

理
の

構
築

に
努

め
る

。

5
-
5

・
砥

部
町

と
し

て
も

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
で

あ
る

、
県

の
「

愛
リ

バ
ー

・
サ

ポ
ー

タ
ー

精
度

」
に

力
を

入
れ

て
い

き
、

川
に

親
し

む
よ

う
な

町
民

で
あ

り
た

い
と

思
う

の
で

、
今

後
の

川
づ

く
り

に
お

い
て

、
町

も
連

携
し

な
が

ら
進

め
て

い
け

た
ら

と
考

え
て

い
る

。

市
町

長
砥

部
町

長
　

地
域

の
方

に
河

川
管

理
の

強
化

、
河

川
愛
護

思
想

の
普

及
啓

発
を

目
的

と
し

て
、

河
川

愛
護

モ
ニ

タ
ー

を
委

嘱
し

て
い

ま
す

。
こ

の
河

川
愛

護
モ

ニ
タ

ー
と

河
川

管
理

に
関
す

る
情

報
交

換
を

行
う

と
と

も
に

、
一

斉
清

掃
や

環
境

学
習

を
通

じ
て

地
域

の
方

々
の

河
川

愛
護

精
神

を
高

め
る

た
め

、
地

域
の

方
々

と
連

携
を

図
り

ま
す

。
　

ま
た

、
さ

ら
な

る
河

川
美

化
の

推
進

に
向
け

て
は

、
沿

川
市

町
の

理
解

・
協

力
が

不
可

欠
と

考
え

ま
す
の

で
、

御
協

力
を

宜
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

ご
意

見
を

受
け

て
、
河

川
美

化
に

関
し

、
沿

川
市

町
と

も
連

携
す

る
こ

と
を

素
案
に

追
記

し
ま

し
た

。

【
修

正
素

案
P
1
1
6
】

4
-
2
-
1
　

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
発

生
の

防
止

ま
た

は
軽

減
に

関
す

る
事

項
(
1
)
 
河

川
の

維
持

管
理

6
)
 
河

川
美

化
　

河
川

の
管

理
体

制
の

強
化

や
河

川
に

対
す

る
理

解
を

深
め

、
河

川
愛

護
思

想
の

普
及

啓
発

を
目

的
と

し
て

委
嘱

し
て

い
る

河
川

愛
護

モ
ニ

タ
ー

と
、

河
川

管
理

に
関

す
る

情
報

交
換

等
を

積
極

的
に

行
う

と
と

も
に

、
沿

川
市

町
や

Ｎ
Ｐ

Ｏ
、

や
地

域
の

小
中

学
校

等
と

の
連

携
を

図
り

、
河

川
の

一
斉

清
掃

活
動

や
環

境
学

習
等

を
通

じ
て

地
域

住
民

の
意

識
を

高
め

、
さ

ら
な

る
河

川
美

化
に

努
め

る
。

5
-
6

・
い

つ
も

い
ろ

い
ろ

行
事

に
加

わ
っ

て
来

ま
し

た
が

、
い

つ
も

形
だ

け
心

か
ら

職
員

の
い

し
き

の
中

に
は

本
当

、
真

実
が

見
え

て
こ

な
い

。
（

形
だ

け
問

題
に

し
て

い
る

思
い

）

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ｓ
さ

ん
　

河
川

と
流

域
に

お
け

る
各

取
り

組
み

が
一

体
と

な
っ

て
進

む
こ

と
が

大
事

で
す

。
そ

の
た

め
、

地
域

住
民

、
市

民
団

体
、

学
識

経
験

者
、

自
治

体
、

河
川

管
理

者
等

が
、
各

々
の

役
割

を
認

識
し

、
よ

り
一

層
連

携
、

協
働

し
た

取
り

組
み

を
行

う
よ

う
努

め
ま

す
。

【
修

正
素

案
P
1
2
6
】

5
-
1
　

地
域

住
民

、
関

係
機

関
と

の
連

携
、

協
働

（
1
0
行

目
)

　
こ

の
た

め
、

地
域

住
民

、
市

民
団

体
、

学
識

経
験

者
、

自
治

体
、

河
川

管
理

者
等

が
こ

れ
ま

で
の

取
り

組
み

に
加

え
て

、
各

々
の

役
割

を
認

識
し

つ
つ

、
よ

り
一

層
連

携
、

協
働

し
た

取
り

組
み

を
行

う
よ

う
努

め
る

。

会
場

・
発

言
者
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重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
5
2/

5
3
）

5
.
　

維
持

・
管

理
維

持
管

理
－

５
　

河
川

情
報

の
発

信
と

共
有

に
つ

い
て

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

河
川

情
報

の
発

信
と

共
有

に
関

す
る

意
見

5
-
7

川
で

何
の

工
事

を
し

て
い

る
か

が
わ

か
る

よ
う

に
、

目
の

つ
く

と
こ

ろ
で

知
ら

せ
て

欲
し

い
。

流
域

住
民

(
第

一
会

場
)

住
民

Ｅ
さ

ん
　

毎
年

の
事

業
概

要
に

つ
い

て
パ

ン
フ

、
Ｈ

Ｐ
に

よ
る

情
報

提
供

や
、

河
川

工
事

中
は

工
事

看
板

の
設

置
な

ど
を
行

っ
て

い
ま

す
が

、
河

川
の

工
事

に
あ

た
っ

て
は

、
今

後
と

も
住

民
の

皆
様

の
ご

理
解

を
得

る
た

め
に

、
情

報
発

信
に

努
め

ま
す

。

【
修

正
素

案
P
1
2
7
】

5
-
2
　

河
川

情
報

の
発

信
と

共
有

　
治

水
、

利
水

に
関

わ
る

情
報

、
自

然
環

境
や

河
川

利
用

状
況

に
関

わ
る

情
報

等
を

迅
速

か
つ

正
確

に
収

集
、

整
理

し
、

効
率

的
に

発
信

す
る

と
と

も
に

、
関

係
機

関
や

地
域

住
民

と
重

信
川

流
域

に
関

す
る

情
報

を
共

有
で

き
る

よ
う

な
施

設
整

備
、

体
制

づ
く

り
を

進
め

る
。

5
.
　

維
持

・
管

理
維

持
管

理
－

６
　

河
川

空
間

の
適

正
な

利
用

に
つ

い
て

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

許
認

可
事

務
に

係
る

意
見

5
-
8

・
河

川
に

ゴ
ル

フ
場

、
一

方
で

は
通

行
規

制
、

企
業

ま
で

の
道

路
（

土
手

）
は

通
行

可
、

そ
の

先
は

通
行

止
め

、
お

前
ら

の
す

る
こ

と
は

、
企

業
優

先
か

？

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ｒ
さ

ん
　

河
川

の
占

用
に

関
し

ま
し

て
は

、
そ

の
目

的
や

利
用

形
態

に
つ

い
て

審
査

し
、

河
川

管
理

上
支

障
が

無
い
範

囲
で

許
認

可
を

行
っ

て
お

り
ま

す
。

ま
た

、
許

可
利

用
の

実
態
に

つ
い

て
も

適
正

に
さ

れ
る

よ
う

指
導

し
て

お
り

ま
す

。
（

あ
わ

せ
て

、
分

か
り

や
す

い
文

章
表

現
に
修

正
し

ま
し

た
。

）

【
修

正
素

案
P
1
1
5
】

4
-
2
-
1
　

洪
水

、
高

潮
等

に
よ

る
災

害
発

生
の

防
止

ま
た

は
軽

減
に

関
す

る
事

項
5
)
 
許

認
可

事
務

　
河

川
法

に
基

づ
い

て
、

河
川

区
域

等
に

お
け

る
土

地
の

占
用

、
工

作
物

の
新

築
、
改

築
等

の
適

正
な

許
認

可
事

務
を

実
施

し
必

要
に

応
じ

て
指

導
監

督
を

行
う

。
ま

た
、

改
築

等
、

適
正

な
許

認
可

事
務

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

河
川

区
域

内
に

お
け

る
不

法
行

為
を

未
然

に
防

止
す

る
た

め
、

河
川

巡
視

等
に

よ
る

監
視

を
行

う
と

と
も

に
、

警
察

、
地

方
自

治
体

等
の

関
係

機
関

と
の

連
携

を
図

り
、

不
法

占
用

及
び

不
法

行
為

の
是

正
・

防
止

に
向

け
た

対
応

を
行

う
。

に
よ

る
監

視
を

行
う

。
ま

た
、

警
察

等
関

係
諸

機
関

と
の

連
携

を
図

り
、

不
法

占
用

、
不

法
行

為
の

是
正

、
防

止
に

向
け

た
対

応
を

行
う

。

6
.
　

そ
の

他
そ

の
他

－
１

　
会

議
開

催
の

周
知

の
工

夫
テ

ー
マ

/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

会
議

開
催

の
周

知
の

工
夫

6
-
1

参
加

者
が

少
な

い
が

、
こ

れ
が

松
山

市
民

の
関

心
度

な
の

だ
ろ

う
か

。
P
R
が

足
り

な
か

っ
た

こ
と

は
な

か
っ

た
か

。

流
域

住
民

(
第

一
会

場
)

住
民

Ｅ
さ

ん
ー

6
-
2

い
い

企
画

で
あ

る
の

で
、

も
う

少
し

開
催

に
つ

い
て

周
知

徹
底

し
、

も
っ

と
多

く
の

人
が

参
加

し
て

い
た

だ
け

る
日

時
に

設
定

し
て

い
た

だ
く

こ
と

を
要

望
し

ま
す

。

流
域

住
民

(
第

二
会

場
)

住
民

Ａ
さ

ん
－

検
討

の
進

め
方

6
-
3

本
会

合
は

、
第

２
回

目
の

予
定

が
あ

る
の

で
し

ょ
う

か
。

流
域

住
民

(
第

一
会

場
)

住
民

Ｆ
さ

ん
今

回
が

1
回

目
の

住
民

の
方

々
の

意
見

を
聴

く
会

で
す

。
素

案
に

対
す

る
皆

さ
ん

の
ご

意
見

を
も

と
に

修
正

素
案

を
提

示
し

、
そ

の
意

見
を

聴
く

際
に

2
回

目
を

開
催

し
ま

す
。

ー

 
 
本

会
議

を
開

催
す

る
こ

と
は

、
新

聞
折

り
込

み
チ

ラ
シ

に
入

れ
た

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

に
よ

り
お

知
ら

せ
し
ま

し
た

が
、

開
催

日
時

を
入

れ
て

い
ま

せ
ん

で
し

た
。

開
催

日
時

に
つ

い
て

は
、

そ
の

後
の

、
記

者
発

表
、

新
聞

広
告

、
ラ

ジ
オ
放

送
(
R
N
B
、

F
M
)
で

お
知

ら
せ

し
て

い
ま

す
。

　
ま

た
、

市
町

の
役

場
に

素
案

を
置

い
て

お
り

、
そ

ち
ら

で
も

掲
示

し
て

お
知

ら
せ

し
て

い
ま

す
。

　
た

だ
、

結
果

的
に

今
回

の
広

報
は

十
分

で
な

か
っ

た
可

能
性

も
あ

る
た

め
、

今
後

開
催

す
る

修
正

素
案

に
つ

い
て

の
意

見
を

お
聴

き
す

る
会

に
お

い
て

は
、

広
報

の
方

法
に

気
を

つ
け

な
が

ら
進

め
て

い
き

ま
す

。

会
場

・
発

言
者

会
場

・
発

言
者

会
場

・
発

言
者

72



重
信

川
水

系
河

川
整

備
計

画
【
素

案
】
に
対

す
る
ご
意

見
と
そ
の

対
応

　
（
5
3/

5
3
）

6
.
　

そ
の

他
そ

の
他

－
２

　
他

計
画

と
の

整
合

に
つ

い
て

テ
ー

マ
/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

他
計

画
と

の
整

合
に

関
す

る
意

見
6
-
4

松
山

外
環

状
道

路
の

素
案

が
決

ま
っ

て
い

ま
す

が
、

計
画

が
重

な
る

場
所

が
あ

る
様

だ
が

、
整

合
性

は
と

れ
て

い
る

の
か

？

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ｎ
さ

ん
・

河
川

の
工

事
に

当
た

っ
て

は
、

関
連

す
る
計

画
と

調
整

を
図

り
適

正
に

実
施

し
て

お
り

ま
す

。
ま

た
、

今
後
も

適
正

な
工

事
実

施
に

努
め

て
い

き
ま

す
。

－

そ
の

他
－

３
　

そ
の

他
テ

ー
マ

/
意

見
要

旨
N
o
.

意
見

及
び

質
問

河
川

管
理

者
の

回
答

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

そ
の

他
１

6
-
5

先
日

の
河

川
敷

の
火

災
の

原
因

は
な

に
か

わ
か

れ
ば

。
流

域
住

民
(
第

二
会

場
)

住
民

Ｂ
さ

ん
火

災
に

つ
い

て
は

消
防

署
の

方
か

ら
も

連
絡
が

あ
り

、
焚

き
火

を
し

た
よ

う
な

場
所

を
確

認
し

ま
し

た
が

、
原

因
と

誰
は

結
局

掴
め

な
か

っ
た

と
い

う
報

告
を

受
け

て
お
り

ま
す

。

－

そ
の

他
２

6
-
6

重
信

川
、

石
手

川
は

天
井

川
と

い
え

る
の

か
ど

う
か

。
流

域
住

民
(
第

二
会

場
)

住
民

Ｂ
さ

ん
現

在
、

国
土

交
通

省
で

は
、

重
信

川
、

石
手

川
を

天
井

川
と

呼
ん

で
い

ま
せ

ん
。

－

そ
の

他
３

6
-
7

新
聞

の
チ

ラ
シ

「
重

信
川

水
系

河
川

整
備

計
画

の
策

定
に

向
け

て
」

を
興

味
と

関
心

を
も

っ
て

熟
読

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
　

素
案

に
つ

い
て

意
見

を
述

べ
る

ほ
ど

の
学

識
は

あ
り

ま
せ

ん
が

、
か

つ
て

（
平

成
３

～
７

年
頃

）
、

貴
事

務
所

な
ど

の
資

料
・

参
考

文
献

を
も

と
に

重
信

川
に

つ
い

て
ま

と
め

た
ス

ラ
イ

ド
の

解
説

文
を

送
ら

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。
お

忙
し

い
と

は
思

い
ま

す
が

、
ご

一
読

さ
れ

て
、

何
か

少
し

で
も

お
役

に
立

て
ば

幸
い

で
す

。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ｔ
さ

ん
　

ス
ラ

イ
ド

と
解

説
を

送
っ

て
頂

き
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

　
今

後
と

も
、

ご
理

解
と

ご
協

力
を

よ
ろ
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。

－

そ
の

他
４

6
-
8

久
谷

大
橋

が
開

通
し

た
の

は
昭

和
４

５
年

頃
だ

っ
た

と
思

い
ま

す
。

　
そ

れ
ま

で
は

河
原

を
歩

い
て

渡
り

ま
し

た
。

水
の

流
れ

て
い

る
所

は
は

だ
し

に
な

り
水

中
が

広
い

所
の

方
が

浅
い

か
ら

と
聞

い
て

い
た

の
で

そ
こ

を
通

り
ま

し
た

。
橋

が
出

来
て

か
ら

大
変

便
利

に
な

り
助

か
っ

て
お

り
ま

す
。

パ
ブ

コ
メ

住
民

Ａ
Ｔ

さ
ん

久
谷

大
橋

は
、

昭
和

4
6
年

１
月

に
県

道
三
坂

松
山

線
と

し
て

開
通

し
て

お
り

ま
す

。
 
そ

れ
ま

で
は

、
川

原
の
中

の
高

井
堰

堤
（

沈
下

橋
も

兼
用

）
を

利
用

し
て

い
ま

し
た
。

三
坂

 
峠

～
浄

瑠
璃

寺
～

八
坂

寺
を

通
り

、
重

信
川

を
渡

っ
て
西

林
寺

に
至

る
遍

路
道

ル
ー

ト
で

も
 
あ

り
ま

し
た

。

－

会
場

・
発

言
者

会
場

・
発

言
者
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重
信
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【素

案
】に

対
す
る
そ
の
他
の
修
正
　
（1
/3
）

テ
ー

マ
河

川
管

理
者

の
考

え
方

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

重
信

川
の

地
質

図
図

-
1
-
1
.
4
 
重

信
川

の
地

質
図

に
お

い
て

凡
例

が
不

適
当

で
あ

っ
た

た
め

修
正

し
た

。
【

修
正

素
案

P
5
】

1
-
1
 
流

域
及
び

河
川

の
概

要
図

-
1
-
1
.
4
 
重

信
川

の
地

質
図

局
所

的
な

深
掘

れ
に

関
わ

る
重

信
川

の
河

道
特

性
重

信
川

の
み

お
筋

の
変

化
の

図
に

お
い

て
、

平
成

1
7
年

デ
ー

タ
を

追
加

し
た

。
【

修
正

素
案

P
2
6
】

2
-
1
-
3
　

治
水
の

現
状

と
課

題
重

信
川

の
み

お
筋

変
化

(
重

信
川

)

不
法

占
用

、
不

法
行

為
等

の
防

止
と

河
川

美
化

「
不

法
占

用
、

不
法

行
為

等
の

防
止

と
河

川
美

化
」

の
説

明
文

に
つ

い
て

、
分

か
り

や
す

い
文

章
表

現
に

変
更

し
た

。
【

修
正

素
案

P
3
4
】

2
-
1
-
3
　

治
水
の

現
状

と
課

題
3
)
不

法
占
用

、
不

法
行

為
等

の
防

止
と

河
川

美
化

　
重

信
川

、
石

手
川

の
河

川
区

域
に

お
い

て
河

川
法

に
基

づ
き

適
正

に
許

可
さ

れ
た

土
地

の
占

用
、

工
作

物
の

新
築

、
改

築
等

に
許

可
は

年
間

約
1
0
0
件

あ
り

、
こ

れ
ら

の
総

数
は

約
2
4
0
件

に
な

る
。

一
方

、
河

川
区

域
内

に
お

け
る

重
信

川
の

河
川

区
域

に
お

け
る

土
地

の
占

用
等

は
約

2
4
0件

あ
り

、
土

地
の

占
用

、
工

作
物

の
新

築
等

の
許

可
は

年
間

約
1
0
0
件

で
あ

る
。

こ
れ

ら
、

占
用

に
よ

る
河

川
区

域
内

の
利

用
が

あ
る

一
方

、
重

信
川

、
石

手
川

と
も

に
河

川
区

域
内
に

お
け

る
不

法
行

為
が

後
を

絶
た

な
い

状
況

で
あ

る
。

石
手

川
ダ

ム
堆

砂
状

況
石

手
川

ダ
ム

に
お

け
る

累
積

堆
砂

量
及

び
比

堆
砂

量
の

経
年

変
化

図
に

つ
い

て
、

平
成

1
8
年

デ
ー

タ
を

追
加

し
た

。
【

修
正

素
案

P
3
8
】

2
-
1
-
3
　

治
水
の

現
状

と
課

題
図

-
2
.
1
.
2
0
　

石
手

川
ダ

ム
累

積
堆

砂
量

の
経

年
変

化
図

-
2
.
1
.
2
1
　

石
手

川
ダ

ム
に

お
け

る
比

堆
砂

の
経

年
変

化

危
機

管
理

実
施

に
関

す
る

事
項

「
(
3
)
危

機
管

理
体

制
の

整
備

」
に

、
関

係
機

関
と

連
携

し
地

域
住

民
に

対
す

る
防

災
情

報
、

避
難

支
援

情
報

等
の

周
知

を
図

る
こ

と
を

記
載

し
て

お
り

、
現

状
と

課
題

の
項

目
に

も
追

記
し

た
。

【
修

正
素
案

P
3
9
】

2
-
1
-
3
　

治
水
の

現
状

と
課

題
(
4
)
危

機
管
理

（
1
9
行

目
）

な
お

、
他

の
関

係
市

町
と

も
地

域
防

災
の

連
携

を
図

り
、

流
域

住
民

に
対

す
る

防
災

情
報

、
避

難
支

援
情

報
等

の
周

知
体

制
を

確
立

す
る

必
要

が
あ

る
。

平
成

６
年

渇
水

松
山

の
経

年
渇

水
と

取
水

制
限

に
お

い
て

、
平

成
1
9
年

ま
で

の
実

績
を

追
加

し
た

。
【

修
正

素
案

P
4
2
】

2
-
2
-
1
　

水
利

用
の

現
状

松
山

の
経

年
渇

水
と

取
水

制
限
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重
信
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【素

案
】に

対
す
る
そ
の
他
の
修
正
　
（2
/3
）

テ
ー

マ
河

川
管

理
者

の
考

え
方

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

松
山

平
野

の
地

下
水

、
伏

流
水

の
状

況
松

山
平

野
の

地
下

水
の

状
況

に
つ

い
て

、
よ

り
詳

し
い

情
報

を
提

供
す

る
た

め
に

、
代

表
観

測
所

の
中

流
観

測
所

と
傾

向
が

異
な

る
徳

丸
観

測
所

の
地

下
水

経
年

変
化

に
つ

い
て

追
加

し
た

。

【
修

正
素
案

P
4
6
】

2
-
2
-
2
　

現
況
の

流
況

(
2
)
松

山
平
野

の
地

下
水

、
伏

流
水

の
状

況
（

4
行

目
）

　
3
市

2
町

に
お

け
る

地
下

水
、

伏
流

水
へ

の
依

存
状

況
は

、
臨

海
工

業
地

区
の

発
展

や
都

市
化

の
進

展
に

伴
う

水
需

要
の

増
大

に
よ

り
、

現
在

、
上

水
で

約
6
割

に
達

し
、

工
水

で
全

量
が

ま
か
な

わ
れ

て
い

る
（

面
河

導
水

を
除

く
）

。
ま

た
、
松

山
平

野
の

地
下

水
位

は
、

中
流

観
測

所
に

お
け

る
地

下
水

代
表

さ
れ

る
よ

う
に

は
、

昭
和

4
3
年

か
ら

平
成

1
8
年

の
間

で
は

低
下

傾
向

と
な

っ
て

い
る

。
一

方
、

徳
丸

観
測

所
の

よ
う

に
、

昭
和

4
9
年

か
ら

平
成

1
8
年

の
間

ほ
ぼ

横
ば

い
の

箇
所

も
あ

る
。

図
-
2
.
2
.
5
　

松
山

平
野

の
泉

、
上

水
、

工
水

の
取

水
地

点
位

置
図

【
修

正
素
案

P
4
6
-
1
】

図
-
2
.
2
.
6
-
2
　

重
信

川
地

下
水

位
の

経
年

変
化

（
徳

丸
観

測
所

）

水
質

の
経

年
変

化
と

課
題

河
川

水
質

の
経

年
変

化
重

信
川

の
水

質
経

年
変

化
グ

ラ
フ

（
B
O
D
7
5
%
値

）
に

、
平

成
1
8
年

デ
ー

タ
を

追
加

し
た

。
【

修
正

素
案

P
4
9
と

P
5
0
】

図
-
2
.
2
.
8
(
1
)
　

重
信

川
の

水
質

経
年

変
化

(
B
O
D
7
5
%
値

：
m
g
/
l
)

図
-
2
.
2
.
8
(
2
)
　

石
手

川
の

水
質

経
年

変
化

(
B
O
D
7
5
%
値

：
m
g
/
l
)

河
川

景
観

重
信

川
流

域
に

お
い

て
、

「
重

信
川

河
口

」
以

外
に

も
「

四
国

の
み

ず
べ

八
十

八
カ

所
」

に
選

定
さ

れ
て

い
る

箇
所

が
あ

る
た

め
、

「
重

信
川

湧
水

群
」

「
衝

上
断

層
公

園
」

「
白

猪
の

滝
」

「
三

ヶ
村

泉
」

の
紹

介
を

追
記

し
た

。

【
修

正
素
案

P
7
2
】

（
最

下
段

）
※

重
信

川
流

域
で

は
、

他
に

も
、

重
信

川
湧

水
群

、
衝

上
断

層
公

園
、

白
猪

の
滝

、
三

ヶ
村

泉
が

、
「

四
国

の
み

ず
べ

八
十

八
カ

所
」

に
選

定
さ

れ
て

い
る

。

外
来

種
の

抑
制

3
-
6
河

川
環

境
の

整
備

と
保

全
に

関
す

る
目

標
　

(
1
)
動

植
物

の
生

息
、

生
育

に
関

す
る

目
標

　
1
)
重

信
川

中
流

域
（

石
手

川
合

流
点

付
近

～
国

管
理

区
間

上
流

端
）

と
同

様
に

、
2
)
重

信
川

下
流

域
（

河
口

～
石

手
川

合
流

点
付

近
）

に
お

い
て

も
外

来
種

の
分

布
の

抑
制

を
追

加
し

た
。

【
修

正
素
案

P
8
8
】

（
2
4
行

目
）

ま
た

、
外

来
種

が
侵

入
し

、
種

の
多

様
性

の
低

下
や

在
来

種
の

生
息

環
境

に
影

響
を

及
ぼ

す
こ

と
が

懸
念

さ
れ

る
こ

と
か

ら
、

外
来

種
の

分
布

の
抑

制
に

努
め

る
。

動
植

物
の

生
息

、
生

育
環

境
の

保
全

・
再

生
動

植
物

の
生

息
、

生
育

環
境

の
保

全
・

再
生

の
実

施
内

容
に

つ
い

て
、

「
石

手
川

、
石

手
川

ダ
ム

」
の

記
述

を
追

加
し

た
。

【
修

正
素
案

P
1
0
5
】

4
-
1
-
2
 
河

川
環
境

の
整

備
と

保
全

に
関

す
る

事
項

（
1
1
行

目
）

3
)
 
石

手
川

（
国

管
理

区
間

）
、

石
手

川
ダ

ム
石

手
川

下
流

域
に

は
ヨ

シ
原

が
あ

り
、

オ
オ

ヨ
シ

キ
リ

等
の

営
巣

の
場

や
小

鳥
の

渡
り

の
中

継
地

と
な

っ
て

い
る

他
、

カ
ワ

ヂ
シ

ャ
等

の
重

要
種

が
生

育
す

る
な

ど
、

多
様

な
生

物
が

生
息

、
生

育
す

る
河

川
環

境
と

し
て

重
要

で
あ

る
た

め
、

そ
の

保
全

に
努

め
る

。
石

手
川

ダ
ム

湖
は

、
オ

シ
ド

リ
等

渡
り

鳥
の

重
要

な
越

冬
地

、
夏

鳥
の

重
要

な
渡

来
地

と
な

っ
て

い
る

他
、

ダ
ム

湖
周

辺
に

は
エ

ビ
ネ

等
の

重
要

種
が

生
育

す
る

な
ど

、
多

様
な

生
物

が
生

息
、

生
育

す
る

環
境

と
し

て
重

要
で

あ
る

た
め

、
そ

の
保

全
に

努
め

る
。
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重
信
川
水
系
河
川
整
備
計
画
【素

案
】に

対
す
る
そ
の
他
の
修
正
　
（3
/3
）

テ
ー

マ
河

川
管

理
者

の
考

え
方

考
え

方
に

対
応

し
た

【
素

案
】

内
容

河
川

景
観

の
維

持
、

形
成

河
川

景
観

の
維

持
、

形
成

の
実

施
内

容
に

つ
い

て
、

「
石

手
川

ダ
ム

」
の

記
述

を
追

加
し

た
。

【
修

正
素
案

P
1
0
8
】

4
-
1
-
2
 
河

川
環
境

の
整

備
と

保
全

に
関

す
る

事
項

（
6
行

目
）

5
）

石
手

川
ダ

ム
①

石
手

川
ダ

ム
湖

の
景

観
保

全
石

手
川

ダ
ム

湖
は

、
水

と
緑

が
広

が
る

開
放

的
な

景
観

で
あ

る
。

四
国

第
一

の
都

市
松

山
市

街
地

近
郊

の
貴

重
な

オ
ー

プ
ン

ス
ペ

ー
ス

で
あ

る
た

め
、

石
手

川
ダ

ム
湖

の
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。

河
川

空
間

の
利

用
と

整
備

河
川

空
間

の
利

用
と

整
備

の
実

施
内

容
に

つ
い

て
、

「
石

手
川

及
び

石
手

川
ダ

ム
」

の
記

述
を

追
加

し
た

。
【

修
正

素
案

P
1
0
9
-
1
】

4
-
1
-
2
 
河

川
環
境

の
整

備
と

保
全

に
関

す
る

事
項

3
）

石
手

川
（

国
管

理
区

間
）

及
び

石
手

川
ダ

ム
石

手
川

の
川

沿
い

は
、

市
街

地
の

水
辺

空
間

、
緑

地
空

間
と

し
て

親
水

護
岸

や
水

辺
空

間
整

備
が

行
わ

れ
て

い
る

。
河

川
空

間
の

利
用

促
進

を
図

る
た

め
、

地
元

自
治

体
や

地
域

住
民

、
関

係
機

関
と

連
携

、
調

整
し

つ
つ

、
水

辺
空

間
の

保
全

、
整

備
に

努
め

る
。

石
手

川
ダ

ム
及

び
ダ

ム
湖

周
辺

は
自

然
豊

か
な

水
と

緑
の

空
間

で
、

多
く

の
人

々
に

利
用

さ
れ

て
い

る
。

市
街

地
に

近
接

す
る

ダ
ム

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

人
が

自
然

に
身

近
に

ふ
れ

あ
え

る
ダ

ム
湖

周
辺

の
空

間
づ

く
り

に
努

め
る

。

許
認

可
事

務
「

許
認

可
事

務
」

の
説

明
文

に
つ

い
て

、
分

か
り

や
す

い
文

章
表

現
に

変
更

し
た

。
【

修
正

素
案

P
1
1
5
～

P
1
1
6
】

4
-
2
-
1
 
洪

水
、

高
潮

等
に

よ
る

災
害

発
生

の
防

止
ま

た
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

5
)
 
許

認
可
事

務
　

河
川

法
に
基

づ
い

て
、

河
川

区
域

等
に

お
け

る
土

地
の

占
用

、
工

作
物

の
新

築
、
改

築
等

の
適

正
な

許
認

可
事

務
を

実
施

し
必

要
に

応
じ

て
指

導
監

督
を

行
う

。
ま

た
、

改
築

等
、

適
正

な
許

認
可

事
務

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

河
川

区
域

内
に

お
け

る
不

法
行

為
を

未
然

に
防

止
す

る
た
め

、
河

川
巡

視
等
に

よ
る

監
視

を
行

な
う

と
と

も
に

、
警

察
、

地
方

自
治

体
等

の
関

係
機

関
と

の
連

携
を

図
り

、
不

法
占

用
及

び
不

法
行

為
の

是
正

・
防

止
に

向
け

た
対

応
を

行
う

。
に

よ
る

監
視

を
行

う
。

ま
た

、
警

察
等

関
係

諸
機

関
と

の
連

携
を

図
り

、
不

法
占
用

、
不

法
行

為
の

是
正

、
防

止
に

向
け

た
対

応
を

行
う

。
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